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角川ルビー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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誘惑のスウィート・レッスン
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「コーヒーしかないけど」


　頰ほおに当たる朝日が少し眩まぶしい。


　キッチン横の窓から差し込む朝日はやわらかく、すぐ傍そばまで来ている春の気配を感じさせていた。そしてそれは俺が今座っている、カウンターテーブルの隅すみに生いけられたチューリップの花からも。


「あ、ども…」


　消えそうな声で返事をしながら、俺はどうしてこんな状じよう況きようになっているのだろうかと考えていた。


　さっきから体は緊きん張ちようのあまり硬かたくなっている。そんな俺の態度に気付いているのかいないのか、男は、起きがけの気だるい雰ふん囲い気きを纏まといながら冷蔵庫へと歩み寄る。


　短めの髪かみに指を差し入れる仕草、寝ね起おきのためか少し掠かすれた低い声。


　エスプレッソマシンのスイッチを入れ、冷蔵庫に近づいた彼は同性として、悔くやしくなるくらい完かん璧ぺきな大人おとなの男、という感じで、昨日の夜の乱れた様を見てしまった俺としては、いささか騙だまされたような心持ちだ。


　昨日の夜は、俺が支えなければ歩けないくらいにベロベロだったくせに。何だよ、そのすっきりとした顔は!?


　その、昨夜の事なんてまるで何事もなかったように爽さわやかな顔をしている彼に対し、心の中で悪態をつきつつも、俺はドラマにでも出てきそうな美しい朝の風景に目を奪うばわれていた。


　そして、俯うつむき加減な俺の目の端はしに映る、清潔でどこかストイックな彼の姿にも。


「ああ、リンゴもある」


　独り言のような声に俺が視線だけ動かすと、キッチンの基調色と同じ、チョコレート色の冷蔵庫を覗のぞき込んでいた彼──昨夜もらった名めい刺しによると『間ま宮みや　歩あゆむ』という名前──が真っ赤な果実をつかみ、俺の方へ掲かかげた。


　その途と端たん、彼──間宮さんと目が合いそうになって、俺は慌あわてて目線を下げた。


　なにをもたもたしているんだ。早く帰らないと。


　彼との関係は起き抜ぬけに仲むつまじくコーヒーを楽しむようなものではなく、昨夜一度限りの、しかもまったく不本意に一いつ緒しよに朝を迎むかえてしまっただけのもの。


　昼からとはいえバイトがあるし、何より、昨夜あんな事があったのに、平然とリンゴを剝むいている目の前の男の顔を、一体どうやって見ろというのか。


　でも、俺の心を占しめる、恥はずかしさと戸と惑まどいの隙すき間まに、ほんの爪つめの先ほどの小さな空間がある。そしてそこから、『ココに残って、彼がどういう人間か知りたい』という囁ささやきが聞こえるんだ。


　認めたくないけど、それは俺の心の奥に眠ねむる本心かもしれない。それを証しよう拠こに、リンゴを剝き終えた彼がそれを八等分に切り分け、シンプルな陶とう器きのお皿に盛って俺の目の前に置いてくれるのを待ってしまってさえいるのだから。


「どうぞ」


「あ、ども…」


　彼に促うながされるまま、軽く頭を下げてからリンゴを一口かじると、それは俺好みの、しっかりした歯ごたえと甘あま酸ずっぱいフレーバーが口の中に広がるものだった。


「うまい…っ!?」


　甘酸っぱいその美味おいしさにほわっと笑っていると、急に俺の目の前の皿へ手が伸のびてきた。顔を上げると、コーヒーを淹いれ終えた間宮さんが、いつの間にか俺の前に立って、リンゴの一つに歯を立てた。


「喉のどが渇かわいているだろうから、水分はたくさんとった方がいい」


「？」


　綺き麗れいに並んだ白い歯が、リンゴを勢いよく嚙かんでいく。飲み込んだ後に告げられた意味不明な言葉に俺は首をひねった。


「昨夜はあれだけ大きな声をあげていたんだから」


　ポロリ、と俺の手から食べかけのリンゴが落ちた。彼の言わんとすることが分かり、カッと発火したように頰が熱くなる。


　カウンターに頰ほお杖づえを突いていた彼は、もったいない、と俺の落としたリンゴを口に入れた。


　シャクシャク、と咀そ嚼しやくする彼の歯を見ていると、チリ、と両胸の突とつ起きがしびれるように疼うずく。昨夜、あの歯が、俺のアソコを──。


「あ」


　ふいに目線を上げた彼と目が合う。切れ長の、深い陰いん影えいが印象的な彼の瞳ひとみを認めた途端、俺の体はグラリと傾かたむき、そのまま椅い子すから転げ落ちてしまった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　カウンターを回ってきた間宮さんが、尻しり餅もちをついた状態の俺の傍に片かた膝ひざを突く。


　──大丈夫か、って、昨日は俺が聞いた方だったのに。


　俺の頭の中で、昨夜の出来事が高速で巻き戻もどされていく。それは俺がどうしてここにいるのかを再さい確かく認にんさせるものだった。
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「──！」


　その瞬しゆん間かん、目の前の光景が目に入った俺は小さく息を呑のんだ。


『ｃｈａｒｂｏｎ』──フランス語で『石炭』を意味するこのカフェバーの名前は、オーナーである俺の伯父おじが、パリに滞たい在ざいしていた際によく通っていたカフェからつけたらしい。


　名前の通り、炭のように真っ黒でモダンな店の外観は、室内も同様。バーカウンターに始まり、ワインやリキュールが並ぶ棚たなまでが同色のブラックで設しつらえられていた。


　しかし陰いん鬱うつな印象を受けないのは、フロアを照らす、エジソンランプと呼ばれる一対の、デザイン性の高いシンプルなライトと、艶つややかな煉れん瓦が色いろのテーブルに配置されたキャンドルのせいかもしれない。


　本来穏おだやかで閑かん静せいな空間を提供するはずの店内だが、俺が視線を向けた奥のスペースでは、その空気を波立たせるような光景が繰くり広げられていた。


　やっぱり、あの二人をあそこのテーブルに案内したのは、正解だったな。


　店の一番奥のテーブルには、二人連れの男性達。


　二人とも一瞬目を奪われるほどの美形で、一方の彼なんか、西洋人特有のミルク色の肌はだに、硬こう質しつな碧あお色の瞳を持つ、近寄りがたいくらい綺麗な人で。


　彼はもう一方の男性──日本人だが、高い鼻び梁りように秀ひいでた額。すっきりとした頰のラインを含ふくめたその造形一つとっても、人を惹ひき付けてやまない雰囲気を持っている──の顔をうっとりと見上げていた。


　けれど、見つめられている当の男性は、彼のことなんかまるで目に入ってないみたいに空うつろな表情をしていて。


　彼の表情を司る眉まゆ、その下にある切れ長の瞳、そして形のよい唇くちびるは微び動どうだにしない。全身を包む空気はまるで鋭えい利りなナイフのようで、油断のならない厳しさを醸かもし出していた。


　俺は、そんな彼の様子が心に引っかかって、何となく人目につかない奥のスペースに案内したのだけれど…。


　そして今、その綺麗な青年がいきなり席を立ったかと思ったら、早口に何か捲まくし立て、テーブルにあったグラス（うちの店で一番高いシャンパン！）の中身を、前に座った男性にブチまけたのだ。


　幸い、その光景は他ほかのテーブル席からは死角となっていて、他のお客さんはもちろん、俺以外のスタッフにはわからないようだった。


　けれど、普ふ段だんは深海のように静かな店内に突とつ然ぜん沸わき起こった嵐あらしの気配に、しかも目にしたのが俺だけという状況に、俺の中の緊きん張ちよう感かんはいやが上にも高まった。


（平常心！）


　春休みも終わりに近付いているけど、休みが明けたら大学二回生になる俺──森もり下した和かず明あきは、バイトを始めて二年の間で一番緊きん迫ぱくした店の空気に内心おっかなびっくりしながらも、平静を装い、横目で事の成り行きを見守る。


　お客のプライベートな争いに遭そう遇ぐうしても、オブジェになった気でいること。それがバイトに入った頃ころから言われていることだった。


　しかしシャンパンをぶちまけられた男性は、起きている状じよう況きように対して妙みように冷静なように見えた。不意打ちのようなシャンパン攻こう撃げきにも、舌打ちを一つしただけで、悠ゆう然ぜんと髪かみをかき上げている。


　水ならぬ、シャンパンも滴したたるいい男。俺はそっと心の中でそう呟つぶやいた。


「うわっ」


　しかしそんな事を考えてカウンターの隅すみに立っていた俺も、今一度チラリと彼らの様子を窺うかがった瞬間に見た光景には、つい狼ろう狽ばいした声を上げてしまった。


　怒いかりを抑おさえきれない様子の彼は、目の前の男性に近付き、その頰へ思いきり平手打ちをしてから、身を翻ひるがえした。


　映画のワンシーンのようなその光景。そこだけ時が止まったようだった。


「男同士の別れってことを忘れるくらい、美しいよなあ」


「…なっちゃん、勝手に決め付けない」


　どうやら俺以外にも目もく撃げき者がいたようだ。


　なかなかああいう別れ方はできないよ、とカウンターの中に立っていた俺の従兄弟いとこであり、店長の森下夏なつ生おがボソリと呟くのを聞いて、俺は小声で突つっ込む。


　確かに、目の前で繰り広げられている状況は、すごく絵になるものだった。しかしだからといって彼らが本当に別れ話をしているのかどうか、わからないじゃないか。


「あ、ありがとうございました」


　足早に俺の脇わきを通り過ぎた青年へ頭を下げた後（彼にはたぶん聞こえていないと思うけど）、俺はすぐさま視線をさっきのテーブル席へと戻した。


　残された男性もすぐに店を去るだろうと思い、俺はレシートの入ったホルダーを手に彼が座った席へと急いだ。一応、おしぼりと乾かわいたタオルも一いつ緒しよに。


　すると彼はタオルを受け取りつつも、口元を歪ゆがめながらそっと零こぼした。


「…もったいつけやがって。ヤル以外に用なんてあるもんか…」


　この人、顔はいいけど性格は超悪そう…。


　彼がボソリと言った一言で俺は何となく彼らの関係を悟さとってしまい、尚なお且かつ彼のダークな部分は少しだけ俺の胸に失望を感じさせた。


　しかしそんな俺の気持ちなど知る由よしもなく、彼は俺の置いたホルダーには目もくれずに、オーダーの品名を口にする。


「ウォッカ。ロックで」


「は、はい」


　てっきり彼も店を後にすると思っていたのに。


　彼の態度に面めん食くらった俺は、いつもの『かしこまりました』というセリフがぶっ飛び、上うわ擦ずった声で普ふ通つうに返事をするという有様。


　一体、どういう神経しているんだ？　あの人？


　バツが悪いにしても、普通はこの場に居残るなんて、並みの神経じゃ耐たえられないはずだ。


　しかしオーダーの品をトレイに載のせて、再び男性の座るテーブル席へと近づいた俺の目に飛び込んできた彼の様子に、俺はドキリとする。


　先程までの傲ごう慢まんさは影かげを潜ひそめ、心持ち俯うつむいたその横顔に浮うかぶのは、苦く悩のうを押し殺すかのようなほの昏くらい光。頭を抱かかえ込むように短めの髪に指を差し入れるその姿には、寂せき寥りようとも取れる静かな悲しみが漂ただよっていた。


　その姿を見た俺の中で、それまで、どう考えても傷つける側だったはずの彼が、本当は傷つけられた側だったのではないかというような気さえしてきて。


「お待たせ、いたしました」


「ありがとう。それと、これも」


　しかし彼から発していたその光は、雲に覆おおわれる前の月の光のようにほんの一瞬、俺の心に差し込んだだけ。ライムが入ったウォッカのグラスをテーブルに置いた瞬間、俺を見たその目にあったのは、先程感じたナイフのような鋭するどさ。


「あ、いえ…」


　苛いらついたように突き出されたタオルを受け取りながら、俺はまだほんの少し苦悩の滲にじんだ彼の横顔をちらりと眺ながめた。


　弱みを見せる事を頑がんとして撥はね飛ばそうとしているのに、耐え難い焦しよう燥そうを抱えたような彼の表情は、放っておいたらどこまでも落ちていきそうだ。


　何となく気まずくて、何となく気になる。俺は彼から渡わたされたタオルを抱え、少しの間、その場に佇たたずんでいた。








「お客様？」


　それから数時間後。


　俺はテーブルに突っ伏ぷしている男性の肩かたを何度も揺ゆさぶる羽目に陥おちいっていた。彼に、五杯はい目のウォッカをサーブした所までは覚えている俺も、その後込み合ってきた店内で働くうちに、彼の様子を見る余よ裕ゆうをなくしてしまっていたのだ。


「…ぅ…ん…」


「ああ、危ない！」


　俺の呼びかけに小さく呻うめいて起き上がった彼は、しかしすぐさまグラリと体を揺らめかせ、床ゆかに倒たおれ込みそうになるのを俺は慌あわてて受け止めた。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


　支えようにも、彼の体はすっかり芯しんを失ったようで、まるで力が入っていない。あれからいったいどれ程の量のアルコールを摂せつ取しゆしたのだろう。そこまで彼を追い込んだものが何なのか、少し心にひっかかった。


「タク、シー…呼ん、でくれ…そしたら、かえ…れ、る…」


　俺の胸に倒れ込んだままの状態で、彼は胸のポケットから名めい刺しと思おぼしき紙片を取り出し、俺に手て渡わたしてきた。名刺には社名や肩かた書がきなどはなく、『間宮　歩』という名前と携けい帯たい電でん話わの番号を始め、連れん絡らく先だけが記されている。


「マミヤ、アユム…ね」


　俺は彼──間宮さんを椅い子すに一いつ端たん座らせると、受け取った名刺をまじまじと見た。


「どうする？　警察呼ぶか？」


「いや、俺が送って行くよ。住所近いみたいだし。ちょっと着き替がえてくるからこの人見てて」


　迷惑そうにするスタッフ仲間の言葉を制した表向きの理由は、お客さんを犯罪者みたいに警察に突き出すのは嫌いやだったから。


　でも密ひそかな理由は、口にしたら笑われそうだから言わないけど、純じゆん粋すいに彼のことが心配だったからだ。あの一いつ瞬しゆんの、どこか痛みを堪こらえるような瞳ひとみが、俺の脳のう裏りに焼き付いて離はなれなかった。


「俺も行くよ」


　なっちゃんはカフェの制服──グレーのクレリックシャツに黒のトラウザーズと同色のギャルソンエプロン姿のままで、私服に着替えた俺と一緒に店を出ようとしたが、俺は首を横に振ふった。


「大丈夫。この人、意識はあるから、家までの道のりは説明できると思う。俺は明日のシフト、昼からだから少し遅おそくなっても平気だし」


　俺とこの男性を送り届けていたら、店長であるなっちゃんの仕事──売り上げの計算や後片付け、そして戸と締じまりなど──がそれだけ遅おくれる。朝早く、夜遅いカフェ業だから、俺は彼に少しでも早く休んでもらいたい。


「じゃあ、タクシーを呼んで彼を乗せればいい。何も和明が送り届けなくても…」


　なっちゃんは自説──そのお客はゲイだ──を信じて疑っていないらしく、俺が彼を送るということに断固反対した。


　でも、それは考えすぎだろう。肝かん腎じんの彼はこんな様子だし、彼だって誰でもいいような野や獣じゆうというわけではないだろうから。


「でも、この人の家、ほんとに俺んちと一緒の方向だからさ。こんな状態じゃタクシーの人も困るだろうし、家まで送るだけなら俺一人でもできるから。それに、今日は月末だから、集計がいつもより時間がかかるって、なっちゃん、さっき言ってたじゃないか」


　一緒に行く、と渋しぶる従兄弟や、本当に大丈夫か、と心配する他ほかのスタッフ達に俺がそう言うと、皆みな、最終的に納なつ得とくしてくれた。


　そして、力のない彼をようやくタクシーの座席に押し込めて約数十分。名刺の住所は高級そうなマンションが建ち並ぶ一画に差し掛かかり、俺はタクシーのカーナビと彼の名刺に視線を往復させて、やっとそれらしき建物の前までたどり着いた。


「何か、すげーいい感じの所だなぁ」


　俺は緩ゆるやかな坂道を上った先に建つ五階建てのマンションを見上げ、その雰ふん囲い気きの良さにしばし立ち止まる。


　タンポポのようなやわらかい黄色の外がい壁へきに、黒色の鋳い型がたを使ったテラスがついたその外観と、門柱代わりのシンメトリーに植えられた糸いと杉すぎがどこかイタリア風の雰囲気を醸かもし出していた。


　明らかに俺より十センチ以上は背の高い彼を担かつぐのは、はっきり言って無む理りなので、彼の腕うでを俺の肩に回してから、歩き出すことにする。


　ズル、ズル、と彼の上等な靴くつが地面に擦すれるのを気にしながらも、俺はやっとこさマンション内にあるエレベーターホールまでたどり着いた。


　エレベーターに乗り込んだ後、はて？　何階だったっけ？　とポケットの名刺を探さぐっていた俺の耳に、途と切ぎれがちだが、意思を持った男の声が聞こえてきた。


「…ご、かい」


「ごかい、五階ね」


　俺は確かめるようにそう言いながらボタンを押す。エレベーターで目的の階へ上がると、またもや『ひだり、いちばん、おく』という掠かすれた間宮さんの声。


　本当はこの人、正気で一人で歩けるんじゃないのか？　と疑うも、ここまで来たら最後まで送り届けてやる、と半ば意地のように俺は彼を引きずって歩いた。


「着きましたよー？…うん、間ま違ちがいない」


　左の突つき当たりのドアの前。俺は表札を見上げ、そこに書かれた彼の苗みよう字じを見やる。その間に、うな垂れたまま俺にもたれていた彼は、ごそごそ、とズボンのポケットからキーケースを取り出し、頭上に掲かかげた。


　俺が開けんのかよ！


　呆あきれるも、ドアの向こうに広がる空間がどんな風なのか気になった俺は、彼からキーケースを受け取ると、いくつかある鍵かぎの中で、三回目に差した鍵でドアを開ける事が出来た。


「おじゃま、しますよー」


　一応そう断って、俺は靴を脱ぬぐと、彼を座らせた。


　人がいると自動で明かりが点つく仕組みなのか、パッと明るくなった目の前に、スタイリッシュな玄げん関かん先から奥の部屋へ続く廊ろう下かが浮うかび上がる。


　靴を脱いで家に上がった俺が、彼の安置場所を探りにその先へ足を進めると、まるで行く先を案内するかのように明かりが点いていく。


　ドアを開け、艶つややかなチョコレート色のキッチンを抜ぬけると、その先に広がる広大なリビング。さらにその奥に進めば、やっと寝しん室しつらしき部屋が見つかった。


　ここまではさすがにセンサーを取り付けていないのか、自動で明かりが点かないその部屋は暗いままだったけど、ベッドが見えたから寝室なんだろう。


　俺はそう判断して玄関まで引き返すと、彼の両りよう脇わきに手を入れて上体を起こし、そのまま目的地まで引きずって進んだ。


「えいッ！」


　先にベッドへと上がった俺は、先程と同じようにして間宮さんの両脇に手を入れ、力いっぱい引き上げる。男二人が寝ねても十分すぎるほど広いベッドは、カーテンが引かれていない薄うす闇やみの中でも、シンプルながらとても上質なものに見えた。


「ふぅ、疲つかれた」


　こんなにも大変な思いをして運んできた俺の苦労も知らないで、ベッドに仰あお向むけに寝ている間宮さんは、ピクリとも動かない。どうやら本格的に眠ねむってしまったらしい。


　すぐさまベッドを降りて帰るには、疲れすぎていた。俺はつけていたマフラーを緩めると、ゴロリとベッドに寝ね転ころがる。


　俺、なんでこんなことしてるんだろうな。


　一いつ介かいのカフェの店員が酔いつぶれた客を家まで送るなんて、普ふ通つうじゃ考えられない事だ。しかも相手から、感謝されることは期待できない──いや、そもそも感謝されようなんて思ってもいないんだ、俺は。


　ただ、放っておけなかった。こっちが苦しくなるくらい、寂さびしい目をした、この人を。


　しばし天てん井じようを眺ながめ、ぼんやりとそんなことを考えていた俺は大きく息を吸った──が、ふと隣となりから視線を感じて首だけ横を向くと、驚おどろいた事に間宮さんが目を開けて俺の方を向いていた。


「あ、あの、あの、俺っ」


　俺の事が誰なのかわかっているのかいないのか、今にも眠りそうな、とろりとした目線。


　けれど、じぃ、と見つめる瞳の強さや絡からみ合う視線が次し第だいに熱を帯びてくる気がして、俺は慌ててベッドから降りようと体を起こす。


「わっ！」


　しかし次の瞬しゆん間かん、俺は下から彼を見上げていて、突とつ然ぜんの展開に俺は心臓が口から飛び出しそうになった。彼は俺の顔のすぐ横に両りよう腕うでを突くと、上から俺を見下ろしてくる。


「あの俺、怪あやしい者じゃ、ないです」


　彼の俺を見つめる目は、怖こわくはなかったけれどなぜか心を落ち着かなくさせた。それゆえに俺は何ともマヌケな事を彼に向かって言ってしまう。


「俺は怪しい奴やつに鍵を渡わたしたりしない」


　そんな事知ってる、と言い放つ、彼の尊大な口調には腹が立つけど、それ程はっきり話すことができるなら、もう平気だろう。


「そんだけはっきりわかっているなら、もう平気ですね。じゃ、俺、帰ります…っ！」


　暇いとまを告げた途と端たん、彼の眉み間けんにきつく皺しわが寄り、口元がキュッと引きつれるように歪ゆがんだ。そしてその唇くちびるがゆっくりと近付き、俺の唇を塞ふさぐ。


　えええええっ!?


「…キスする時は、目をつぶるモンだ」


「ちょ、ちょっとなにっ…し、て！　んっ…」


　何が起こったのかわからず、俺は首を捻り彼の唇から逃のがれようとジタバタともがいた。しかし間宮さんは、訳の分からない事を言いながら強ごう引いんに俺の顎あごを固定し、もう一度唇を塞ぐ。


「うー、う…んっ…ぁ…」


　くちゅん、と濡ぬれた音がして、下唇を甘く嚙かまれた。息いきつく暇もないくらい早急にキスをされ、それは息苦しくなるほど俺の心臓を跳はね上げさせる。


「帰るな」


　俺の目はもう暗くら闇やみに慣れていて、唇を離はなした彼が俺の上から命令するように言った時の顔がはっきりと見て取れた。


　俺を見下ろすその顔を見た瞬間、俺の体から抗あらがう力が抜けていく。


　何て、顔、してんだよ…。


　偉えらそうに、有う無むを言わさぬ口調で言っているくせに、彼の目にはどこか縋すがりつくような脆もろさがあった。


　それはさっき、カフェで一いつ瞬しゆんだけ見えたあの寂しい光。俺の心を捕とらえて離さなかったそれが、今見上げた先に溢あふれている。


「どこにも行くな。傍にいろ」


「…あっ…ん…ぅ…」


　すぐに角度を変えてキスをされ、唇の輪りん郭かくをなぞり、舌で隙すき間まを割られた後、するりと入り込んできた彼の舌が、俺の舌を搦からめとる。そのままねっとりと上うわ顎あごを内部から刺し激げきされて、俺は息をするのさえ忘れそうだった。


「ふっ…ぅ」


　恥はずかしながら、俺は誰かとキスをするのなんて初めてで、（同性からなんていうのは、はなからカウントに入っていない）この状じよう況きようは、本来ならパニックを起こして然しかるべきものだった。


　なのに俺の頰ほおは火ほ照てり、頭の芯しんが、風邪かぜを引いて熱を出した時のようにぼうっとする。


　間宮さんが動く度たびに俺の鼻をくすぐる香かおりはタクシーの中でも感じた、シナモンと果実を混ぜたような甘くスパイシーな香り。どこの香こう水すいなのか分からないけれど、俺はその香りに心ここ地ちよく酔よいしれてしまう。


「このまま…俺とこうしていればいい…」


　香りだけじゃない。彼が施ほどこすキスや囁ささやき、それらの腰こしが痺しびれるような甘い快感に、俺はすっかり飲み込まれそうになる。


「あっ…んっ…！」


　聞いたこともないような声が自分の口から漏もれて、羞しゆう恥ちに頭に血が上る。抵てい抗こうしなきゃ、と思うのに、俺は情けなくも間宮さんのキスに腰がくだけてしまって、もう指一本も持ち上げられない。


「ひっ！」


　と、思っていたら、キスをやめた間宮さんの手が、いきなり俺のデニムの股こ間かんをそっと撫なで上げ、俺は情けない声を上げてビクリと体を弾はずませた。


「…苦しそうだ」


　体が動くんなら、逃にげろ！　もう一人の自分が必死で叫さけぶ。けれど間宮さんの低く熟うれたセクシーな声が俺の耳元で響ひびき、クスリと笑った際に漏れた彼の吐と息いきが、逃げようなんていう気持ちを彼方かなたに吹ふき飛ばす。


「送ってくれたお礼をしてやるよ」


「はっ…」


　その上、耳みみ朶たぶを彼の柔やわらかい唇で挟はさまれ、囁かれながら耳を舐なめられるという行こう為いに俺は、そのあまりの気持ちよさに、そして気持ちいいと感じてしまった己おのれが怖くなって、ギュッと間宮さんの腕うでの辺りを震ふるえる手で摑つかんでしまった。


「こんなに震えて…もしかして初めてか？」


　間宮さんはもう一度俺の耳元でそう囁いて俺の震える手を摑むと、恐きよう怖ふ心を和やわらげるようにその爪つめ先さきにキスをしてから、張り詰つめた俺の下半身をデニムの上から優やさしく揉もんだ。


「あぅ…ん！」


　それだけで俺の体の強こわ張ばりは一気になくなり、軟なん体たい動物のようにグニャリ、と緩ゆるむ。間宮さんはまだ俺のアソコを揉みながら、ふふ、と小さく笑うと、上気した俺の頰にキスをする。


「初めてなら、うんと優しくしてやる…」


　おかしい。普通は男である俺が言う方なのに。しかも俺、そう言われて何安心してんだ!!


　もう一人の俺が頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようしている。けれど俺の下半身の血管はドクドクと脈打ち、間宮さんの声に、手に、すっかり反応してしまっていて…。


「は、ぅ…ん」


　カチャカチャ、とベルトを外す金属音がした十数秒後、俺のデニムと下着が一気に取り払はらわれ、春先の冷気に晒さらされた素す肌はだが、ザワリと粟あわ立だつ。


「あ、ああ…ぁ…」


　店で見た、大きくて形のよい間宮さんの手を思い出す。長い指一本一本が今は俺のペニスを包み、擦こすり上げている。あろうことか、彼のキスや、熱い吐息に反応したそれが滴したたらせる蜜みつを絡ませながら。


「あっ…ん…いや、だっ…」


　くちゅ、ぐちゅ、とはしたない音をたてて、蜜がぬめるペニスを弄いじる彼の手は強弱をつけて俺を追い詰めていく。俺は初めて受ける他人からの快楽に溺おぼれ…というか、遭そう難なん寸前で、無む駄だな抵抗ながら弱々しく彼の腕を押した。


「いっ…あっ、ああっ…！」


　しかし彼は俺のペニスを擦る手を止めず、もう一方の空あいた手で俺の着ていたジャージー素材のトラックジャケットのフロントジッパーを下げると、下に着ていたシャツを捲めくり、現れた俺の胸の粒つぶに口付けた。


「ここで…いっぱい感じるようにしてやるよ」


「ひっ…ん」


　舌先で右の粒の先をつつかれ、そのまま乳輪に沿って粒の根元をツゥ、と行ったり来たりする。次に温かい唾だ液えきを含ふくんだ唇全体で刺激され、俺の乳ち首くびは、徐じよ々じよに立ち上がり、硬かたく存在感を増してきた。


「ほら、わかるか？　お前のココ硬くなってきた…小さいけど、いい感じだ」


　そんなところを弄られて、感じるなんて。まるで女の子のように乳首を愛あい撫ぶされる行為と、それを揶や揄ゆするような彼の声は俺の羞恥心を刺激し、ますますその粒を硬くしてしまう。


「ああ…片方だけじゃ、物足りないよな…？」


「やあっ…ん、んんっ…」


　そして駄だ目め押しのように間宮さんがふぅ、と左の粒にいやらしく息を吹きかけ、右にしたのと同じように舐めると、ぷっくりとしてきた所を柔らかく嚙む。その、両の粒に施される、チリッとした痛みとねっとりと嬲なぶる舌先の動きに俺はますます感じてしまい、ギュッと目を瞑つぶり、爆ばく発はつしそうな下半身を必死で堪こらえた。


「いやだ…ぁ…も、…はな、して…」


　このままじゃ彼の手に欲望の蜜を吐はき出してしまう。今でさえ死にそうに恥ずかしいのに、そんなことになったら一体、どうなってしまうんだろう。


　俺はベッドカバーの上で、力の入らない足をそれでも必死に搔かいて上体を捻ひねり、彼の手が施す快楽から逃れようとした。けれど彼の手が、恥ずかしさに身み悶もだえた俺の体を押さえつけ、抱だき込むように拘こう束そくする。


「我が慢まんする事ない。ほら」


「はうっ！…あっ…う、あ────────！」


　ちゅ、と音を立てて襟えり足あしにキスをした間宮さんは、俺にそう言いながら、わざと音をたてるように大きくペニスを擦り、先せん端たんを親指でグリッと刺激した。その途端、俺のぐしょぐしょに濡ぬれていた下半身に熱が集結し、電流のような痺れが背筋を駆かけ抜ぬけた。


「あ、ああっ、あ、あ──」


　びしゃり、と白はく濁だくした蜜が勢いよくペニスの先端から迸ほとばしり、快楽を表してぴくぴくと小刻みに揺ゆれる腰の動きに合わせるように、それが尚なおもドクドクと溢れ出てくる。


　それに連れてくらり、と俺の視界は歪ゆがみ、目の前に映る天てん井じようがさまざまな形に変わっていく。


「う、ん、あ…ぁ、んぅ…」


　たっぷりと欲望を吐き出した後の陶とう酔すい感かん。そっと体を起こし、上から俺を見下ろした間宮さんが鼻先に小さくキスをする。そして続けざまにおでこ、瞼まぶた、頰へと、降る様な温かい口付けをしていった。


「ん、ふぅ…ん…ぁ…」


　彼のキスは柔らかく、この上もなく優しい。それは羞恥に苛さいなまれるはずだった俺の胸に深い安あん堵ど感かんをじんわりと広がらせていく。


「…ぐっ…！」


　しかし短い間かん隔かくで落とされていたキスがふいに唇くちびるの横を掠かすめ、そのまま頰を滑すべり降りたかと思ったら、ズシリと俺の体の上に落ちてくる重たさに、息が一いつ瞬しゆん止まる。


「え、ちょっと？　間宮さん!?」


　噓うそのような展開。俺のすぐ横にある間宮さんの横顔から、スー、と静かな寝ね息いきが聞こえてくる。


　何てことだ！　この男、寝やがった！


　叫びたい気持ちで一いつ杯ぱいだが、俺の上に覆おおいかぶさったままの彼の体は重く、その上、枕まくらと勘かん違ちがいしているのか、身じろいだ途端に抱き込まれ、足を絡からめられる始末。


　しばらくがんじがらめにされた体から何とか逃のがれようと、身を動かし色々試したが、俺の努力は無駄に終わる。


「舌嚙かんで死にたい…」


　下半身は丸出し、上半身もシャツを捲り上げられたままの俺は、多少の乱れはあるものの、衣服をキチンと身につけている彼に比べたらあんまりな状態だ。こんな間ま抜ぬけな恰かつ好こうのままで朝を迎むかえるなんて、想像しただけで顔から火がでそうだ。


「しかもこの人、俺の事覚えているのかな？」


　ふと思ったことに過ぎないが、朝起きたら下半身丸出しの知らない男が隣となりに寝ているのに気付いた彼が、顔面蒼そう白はくになった様子を想像すると笑える。


　でももし、身に覚えがない、って騒さわがれたら？


「ブラック…ってか、すごい惨みじめ。言ってみれば俺の方が被ひ害がい者しやなのに、そんな扱あつかいされたら…殴なぐってやる！」


　どうにもこうにも動かない彼を見つめ、その安らかな寝顔に嚙み付きたくなるが、眠ねむった顔も男前だなあ、と変なところで感心してしまった俺は、ええい、ままよ、とばかりにそのまま眠ることにした。


「でも、俺はいいとして、このままじゃこの人、風か邪ぜ引ひくよな」


　間宮さんに抱きしめられている俺はさておき、彼はスーツ姿のままだ。いくら人ひと肌はだは温かいとは言え、春先の夜から明け方は結構冷える。


　俺は首を起こすと、唯ゆい一いつ自由になる右足を精せい一いつ杯ぱい動かして、ベッドの下に折りたたまれていたベッドカバーを引っ張ると、足の指を器用に使いながら何とかそれを広げる事に成功した。


　がっちり抱きしめられているとはいえ、俺は間宮さんの腕の間から手を伸のばすことぐらいはできたので、ベッドカバーを摑むと、彼の体（と俺）を包み込むことができた。ぐちゃぐちゃながらたぶんこれで風邪を引くレベルの寒さは回かい避ひできるはずだ。


「ふう、これでよし」


　我ながらお人よしだと呆あきれる気持ちもないわけじゃないけど、俺は一仕事終えた達成感と、その前のあれやこれやからどっと疲つかれが出たのか、だんだんと瞼が重くなってきた。


「あふ…」


　欠伸あくびをした途端、間宮さんが俺を抱く力を強め、体を包む温かさが深まると共に眠ねむ気けがドッと増していく。


　彼から漂ただようシナモンと果実の香かおりを鼻び腔こうに吸い込む。俺はその心地いい香りに包まれながら、深い眠りに落ちていった。
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　確かにそうして眠りについたはずだった。記き憶おくしているかぎりは。


　しかし、朝、俺が起きてみると俺はちゃんと服を着ていて、中ちゆう途と半はん端ぱな半はん裸らという、世に言う変質者な状態でなかったばかりか、ぐちゃぐちゃなベッドカバーではなく、ふかふかの羽根布ぶ団とんに包まって寝ていた。


　昨日のアレは夢？


　ぼんやりとした意識が俺にそう思い込ませようとしたが、徐々に覚かく醒せいを始めた思考がそれをすぐさま否定した。


　いやいやいや！　あんなリアルな夢があるわけがない。


　俺はガバリと起きると、傍かたわらに寝ているはずの間宮さんを振ふり返った。しかし、そこに彼はいない。


「どーゆーこと？」


　目の前の、バルコニーに続くフランス窓に、カーテンが引かれていないのは昨夜のままだったが、さんさんと降り注ぐ朝日が差し込む部屋の中は、昨夜とは大おお違ちがいだった。


　今俺が寝ているベッドの両りよう脇わきには、壁かべから小さなランプがシンメトリーに取り付けられていて、その真下にはベッドボードから伸びた、収納自在のナイトテーブルの如ごとく小さな台があった。


　ベッドボード、ランプ、そしてテーブルの色は黒。そして、良く見るとベッドだけじゃなく、床ゆかに薄うすく敷かれた絨じゆう毯たん、作りつけのクローゼットの扉とびらも一いつ緒しよの色だ。


　反対に壁と天井、天井から下がった大きな筒つつ状じようの明かりのシェードは真っ白。モノトーンのコントラストが見事な室内を眺ながめ、俺は口をぽかんと開けたままの状態で呆ぼう然ぜんとしていた。


「シャワー、浴びたら？」


　そこにいきなり降って湧わいたような声がかかり、振り向くと、シャワーを浴び終え、タオルを腰こしに巻きつけた間宮さんが立っていた。


　きっちりと鍛きたえ抜かれた上半身に浮うかぶ水すい滴てき。うっすらと湯気が立つその体は春の陽ひの中で輝かがやいて見えた。


　間宮さんの態度は昨夜想像したどちらでもなく、俺にシャワーを勧すすめる態度は、まるで部活の後でシャワーの順番を待っている人間に、『空あいたから次、どうぞ』って言うのと同じトーン。


　その表情からはなんの感情も見えなく、不ふ審しん者扱いされることを想像していた俺は、少し肩かた透すかしをくらった気分で呆然と彼を見つめた。


「や、でも…」


「一応明け方に体、拭ふいたけど、そのままじゃ気持ち悪いだろ。新しい下着、出しておいたから」


　平へい坦たんな彼の声は、俺が誰であろうとどうでもいい、と言っているようだった。それは彼にとってこんなことは日常茶さ飯はん事じなのだ、と俺に知らしめるかのようで。


　いいです、と断ろうとした俺に、これまた平へい淡たんな彼の声が被かぶさる。しかも、さらりととんでもない事を言ってくれる！


「俺は着き替がえてキッチンにいるから、ごゆっくり」


　顔を引きつらせた俺に構わず、間宮さんはベッドを通り過ぎると、ウォークインクローゼットになっている奥の空間へ消えた。


　俺はなんだか置き去りにされたような気分になりながら仕方なくベッドから下り、バスルームに入ると勢いよく服を脱ぬぎ捨てる。


　ふと見た脱だつ衣い所の籠かごに、彼が用意してくれたのだろう、ミルク色のバスタオルと、真新しいボクサーショーツが入っていた。


　親切というか、用意が良すぎるというか…いつもこんな風に誰でも連れ込んでいるのか？


　そう思うと俺はやり切れない気分に陥おちいる。何だか、親切を仇あだで返された（俺が勝手に送ってきたんだけど）感じだ。


「誰でもよかったってことかよ」


　先程の、涼すずしい顔で俺を見てきた間宮さんの顔を思い出して、俺の中の不可解な気持ちに拍はく車しやがかかる。


　シャワーノズルを上げ、熱いお湯を勢いよく浴びる。苛いら立だちと同時に訳もなく悲しく感じる、この自分でもよくわからない気持ちが、今すぐ消えてくれればいいと願いながら。








──以上、昨夜からさっきまでの回想終わり。


「おい？」


　ハッと、気付いて振り返ると、間宮さんが俺に向かって手を伸ばしたところだった。俺は咄とつ嗟さにその手を払いのけると、勢いよく立ち上がる。ここまで来て俺は急に腹が立ってきた。


　何で俺はこんなところでコイツと仲良くコーヒー飲んでなきゃいけないんだよ？　本来なら一発ぶん殴ってもいいくらいなのに！


　キッと睨にらみ付けた先には、まだ片かた膝ひざを突いたまま俺を見上げる切れ長の瞳ひとみ。そこには相変わらず動どう揺ようも驚おどろきもない、くやしいくらい落ち着いた表情があるだけで。


「…よくそんな平気な顔していられるな。昨日俺にあんなことしておいて！」


　しかも、腹立たしい事にその顔はめちゃくちゃカッコいい。そして、そう思ってしまう自分にますますイラつき、俺は彼を睨みつけたまま、唸うなるように言葉を吐はき出した。


「…ハッ。そんな事を言われるとは心外だな。俺はお前に気持ちのいい事しかしてないけど？　ああ…それとも最後までやらなかった事に対しての不満か？」


「なっ…わ！」


　俺の手をグイ、と引っ張った間宮さんは、素す早ばやく俺をその胸に抱だきこむと、耳元で囁ささやいた。


「何なら、今から続きをしてやってもいいけど？　昨日のお前、ちょっと可愛かわいかったし。ブルブル震ふるえて…必死に俺の胸にしがみついてくる所なんて、子こ猫ねこみたいでさ。まあ、初心者相手にすんのなんて久しぶりだけど、それはそれで興奮する…」


　こんんんんのっ、最低野や郎ろう─────────!!


「離はなせ、この変態！」


　ドンッ！　と渾こん身しんの力で俺は、聞くに堪たえない事をつらつら言い募つのる男を押しのけると、椅い子すから転げ落ちた拍ひよう子しに膝ひざから落ちたトラックジャケットとマフラーを摑つかみ、玄げん関かんに向かって走り出した。


　靴くつをしっかり履はくのもそこそこ、俺はドアを出るとエレベーターも使わず、すぐ横にある非常階段を駆かけ降り、マンションから飛び出した。


　あんな奴やつ、地じ獄ごくに落ちちまえ!!


　そのまま俺はがむしゃらに朝の町を、怒いかりに満ちた状態のままで駆け抜ぬけた。


「はー、疲れた…あの野郎は追って…来るわけないか」


　どこをどう走ったのかわからないけど、対向合わせて四車線ある大きな通りに出たところで俺はやっと立ち止まった。今来た道を振り返ると、そこには誰もいない。


「あー、何やってんだろ、俺」


　思わずその場にしゃがみこんだ俺の耳に、静かな朝の空気を打ち破るような携けい帯たいの着信音が鳴り響ひびく。


「も、もしもし？」


『カズちゃん!?　アンタ今、どこにいるの!?』


　驚きのあまりすぐさま応答した俺の耳に、つんざくような大声が突つき刺ささる。


「──！」


　受話器越ごしの大音量に、俺はとっさに耳から携帯を離した。それでも七歳離れた姉・亜あ沙さ子この声ははっきり聞こえた。


『ちょっと、カズちゃん、聞こえてるー？』


「聞こえてる。ってか、姉ちゃん、鼓こ膜まく破れる」


　俺はしゃがんだままの体勢で携帯を耳に戻もどすと、声を若じやつ干かん尖とがらせた。


　今年で二十歳はたちになろうという弟に『ちゃん』付けもないだろうが、幼い頃ころから俺の保護者を気取る姉の中では、いつまでたっても俺は『カズちゃん』のままなのだろう。


『何言ってんのよ！　アンタったら昨日から行ゆく方え不明で！　心配でなっちゃんに電話したんだからねっ。そしたら酔よいつぶれたお客送って行ったって言うし！　んっとにもー…』


　それからしばらく姉の小言は続いたが、俺の耳には入ってこない。


「姉ちゃん、なっちゃん何か言ってた？」


　そうだった。俺、なっちゃんにも連れん絡らくしてないや。


　少々蒼あおざめながら俺は、恐おそる恐る聞いてみる。


『大体アンタは…あ？　何かって？　ははーん、アンタ、そのお客と何かあったね？』


　小言を遮さえぎった俺の問いかけに不満そうな声を上げた姉が、彼女曰いわく、冴さえ渡わたる第六感、（俺からしたら動物的直感？）とやらを発揮して、いきなり痛いところを突いてくる。


「な、何かって？　何もないよ！」


『うそ、うーそ！　お持ち帰りするなんて、やだなぁカズちゃん、アンタも大人おとなになっちゃったのね～。何？　その子、可愛かったの？』


　不幸中の幸い（幸いと言っても不幸の方が大きすぎるが）は、なっちゃんは俺が送っていった相手の事を姉に詳くわしく話さなかったらしい。さすがの彼でも俺がまさかあんな目にあっているとは思いもよらないだろうけど。


　いや、俺だって、あの男がまさかあんなことをしてくるなんて思いもよらなかった。俺もまだまだ人間観察が甘い、と己おのれの経験不足にため息をついたところで、受話器の向こうから、姉の少し焦あせった声がかかる。


『…やだ、何、深いため息ついてんの？　もしかして、アンタが襲おそわれたの!?』


　半分当たっているけど、半分は違ちがう。しかしそうとは言え、『今時の女子は怖こわいねえ！』と一人で唸っている彼女に真実を言う気はなかったが。


「で、姉ちゃん。用件は？」


　俺はよっこらせ、と立ち上がると話しながら、ここはどこら辺なんだろう、と改めて辺りを見回した。時計を見ると朝の八時。


　もうすぐ出勤時間となる姉の職業は、ウェディングプランナーだ。


　弟としては信じがたいが、彼女はかなりの敏びん腕わん社員らしく、今の季節、これから勢いを増す結けつ婚こんシーズンに向けて目が回るくらい忙いそがしいはずだ。朝は一分でも多く寝ねていたい、という彼女が、わざわざ外がい泊はくした弟に様子伺うかがいをするとは思えない。


『あー用件ね。…あのさ、カズちゃん。お姉さん、一生に一度のお願いがあるんだけどなー』


　ほらきた。俺は瞬しゆん時じに目をぐるりと回し、空を見上げる。


「あのさ、姉ちゃん。一度聞きたかったんだけど、姉ちゃんの『一生のお願い』って、一体何回あるわけ？」


　覚えている限り、今まで頼たのまれた姉の『一生に一度のお願い』は、俺の両手の指じゃ数えられないほどだ。そして今までの『お願い』は、俺にとってかなりしんどい思い出が残る事ばかりで。


『わかった。一生に何度目かのお願い』


「…今度は何」


　言い直した姉に、ぶっきらぼうに聞いた俺だったが、実は基本的に彼女の頼みを嫌いやだと思ったことはない。


　俺にとってたった一人の姉だし、少し乱暴者だけど昔から俺がピンチの時（小さい頃、近所のガキ大将にいじめられた時、仕返しにしたサソリ固めはすごかった）は必ず駆けつけてくれたから。


　しかし、それから姉が話し出したお願いの内容は、俺にとって思ってもみないことだった。「お菓か子し教室に一いつ緒しよに来いって…何で俺がそんなトコに行かなきゃなんないの？」


『いいじゃない。あんたお菓子大好きでしょ？』


　姉の一生に何度目かのお願いというのは、来週の土曜日から週一で三ヶ月の間、料理学校の製菓コースを一緒に受講しろ、というものだった。


　お菓子教室といえば、俺の中では暇ひまを持て余したＯＬやらが、花はな嫁よめ修業と称しようして集団で甘ったるい雰ふん囲い気きを作り出しているイメージしかない。男の自分がその中に入り込める自信はまったくないし、そのあまりに突とつ拍ぴよう子しもない依い頼らいに俺は道の真ん中で叫さけんでしまった。


「あのね、確かに俺はお菓子、好きだけど、だからって教室まで行って習いたいとは思わな…ってか、そもそも姉ちゃんの方こそ大だい丈じよう夫ぶなの？　料理、からきしじゃん」


　世間ではキャリアウーマンで通っている姉の最大の弱点は家事、特に料理だ。趣しゆ味みで入っているサバイバルクラブでは、あれだけ短時間でテントを張る手先が、料理となると壊かい滅めつ的に動かない。


『うっさいわね！　料理とお菓子は違うわよ！　ともかく、ねー、いいでしょ？　ね？』


　お菓子の方が料理より正確さと器用さを求められるから、ますますハードル高いんじゃ…と俺は思ったが、敢あえて口にするのはやめた。


「そんな、急に言われたって困るよ。もう来月のバイトのシフト組まれているんだよ？　突とつ然ぜん行けなくなった、じゃ、なっちゃんの信用もなくすし、それに、急な用事ができたらどうすんだよ」


　姉が申し込んだ製菓コースの授業に出るという事は、三ヶ月とはいえその時間にはバイトに入れない。来月からはシフトを変えてもらうとしても、今月はもうシフト編成が組まれてしまっている。当然のことながら俺は難色を示した。


『急な用事って…デート？　アンタ、昨日お持ち帰りした子と上手うまくいかなかったんじゃないの!?』


「誰もそんな事一言も言ってないし、大体、お持ち帰りなんてしてない」


　間かん髪はついれずに聞いてくる姉に、俺はため息をつく。連想ゲームのような彼女の思考回路はいつでも支し離り滅めつ裂れつだ。


「ともかく、お菓子教室に男の俺が行くなんて恥はずかしいからやだ」


『お菓子教室にはたくさん女の子が来るのよ？　可愛かわいい子、いーっぱい見たし！　彼女探しと思って行ったらいいじゃないの』


　ゲンナリとした声を上げた俺に姉は、教室に行ったら可愛い彼女ができるかもよ、尚なおもしつこく俺を誘さそう。


「失礼な。女漁あさりなんてまっぴらだよ」


　そもそもお菓子教室に来ている男に、世の中の女の子が興味を持つのか？　と俺は少し差別的な考えを持ってしまう。


　じゃあね、と会話を終わらせようとしたその時、待った！　とするどい声で姉が叫ぶ。そのあまりの大声に、俺はもう一度携けい帯たいを耳から離はなした。


『なっちゃんにはあたしが説明する。それと、あんたがバイトに入れない分だけのお小こ遣づかい、代わりにあたしが払はらうし。だから一緒に来て。お願い』


「どうしたの、亜沙ちゃん!?」


　しかし姉が真しん剣けんな声でお願い、と言うのが聞こえ、その上、俺にとっては願ってもない、とも言える条件を提示されたから、びっくりして携帯を元の位置まで戻すと、普ふ段だんは呼ばない、幼い頃の姉の呼び名を叫んでしまう。


『もう出なくちゃ行けないから、訳は今度話すわ。とにかく、あたし、どーしてもその教室に行かなくちゃいけないの。誰に何て言われようと、ね』


　たかがお菓子教室に付いて来てもらいたいからって、そこまでするか？　と訝いぶかしむ俺に、姉は真剣な声のまま言葉を続ける。


　まるで大火を目の前にして、そこに突とつ入にゆうしようとする消防士みたいに。


「いいよ。一緒に行く」


　姉の気き迫はくに気け圧おされた感じもあったが、承しよう諾だくした俺に、彼女は今までの緊きん迫ぱくした様子から一転、やったー！　と電話口で高らかに喜びの声を上げた。


『ありがと！　カズちゃん。やっぱ持つべきものは弟ね』


「ま、ここで断ったら後でどんな仕打ちが待っているかわかんないからね」


　一いつ瞬しゆん、騙だまされたかな、と俺は思うも、俺は電話の向こうの姉に憎にくまれ口を言いながら、前方に見えてきた地下鉄の駅へと足を進めた。








「姉ちゃん、騙したな…」


　確か、教室にはかわいい女の子がたくさんいる、って言ったよな？


　姉の言う事を完全に信用したわけではないが、少しは期待したのだ。俺はバイトでいつも身につけている黒のギャルソンエプロンを腰こしに巻きつけながら、深々と何度目かになるため息をついた。


　俺が今いるところは、酒さか本もとクッキングスクール。『スクール』という名前の割に規模は小さく、教室の設備があるのはオーナーの自宅横に造られた離れの建物だった。


　規模が小さいといえども、このスクールのオーナーは有名な料理研究家で、姉が勤めている会社で扱あつかうウェディングでも、とても人気があるらしい。


「今回、酒本先生が倒たおれられた、って聞いた時は、教室はどうなるのかしら？　って思ったけど、こんな形で開校するなんてね。しかも講師はあの有名なパティシエっていうじゃない？　私、今回ほどここに通っていてよかったって思ったことはないわ」


「ねえ？　でも、まさかあの人が講師としていらっしゃるなんて！　私、もう興奮して昨日は眠ねむれなかったの！」


「あなたも？　私もよ！　去年、彼のケーキが食べたくてパリに行ったのよ。その時、一目でも彼が見れるかしら、って思って毎日お店に通ったのに、一度も姿を見られなかったわ」


　お嬢じよう様学校の教室ってこんな感じなのかな、と思うくらい、この場にいる女性達は、上品な笑い声を立てながら、これから来る講師の噂うわさ話ばなしに花を咲さかせている。


　しかしその会話を聞く限り、講師は男なんだということがわかり、俺の落ち込みは拍はく車しやがかかってしまう。


「今回の教室、競争率何倍だったのかしら？」


「さあ…？　でも、ここは会員制だものねえ？」


　その上、教室にいる女性達は、今までずっとこのスクールに通っていました、といった感じの人達。非の打ち所のないほど綺き麗れいな身なりで、どこからどう見てもセレブ、といった観の有ゆう閑かんマダムや若奥様達ばかり。


　そういった人達で構成された教室はどこかサロン的な雰囲気を持っていて、俺達姉弟はスキル的にも人間的にもはっきりいって浮ういている。


「あら、森下さん。そちらもしかして説明会の時に話されていた弟さん？」


「うらやましいわ、一緒に教室に通われる程仲が良いなんて」


　落ち込みの激しい俺とは対照的に、姉は難なくまわりに溶とけ込み、今も説明会で顔見知りになったという、女性二人と話していた。


「いーえ、二十歳にもなろうっていうのに、彼女の一人もいないから年中暇なだけですよ！　あはは～」


　しかし、彼女がペラペラと繰くり出す言葉に、俺の笑え顔がおも凍こおりつく。


「…姉さん、ちょっと」


　無理して教室に通ってあげようとしている弟に対して、その言い草はないんじゃないか!?


　もう我慢ができないとばかりに俺は、愛あい想そ笑いを浮かべたまま、セレブな若奥様達と話している姉の腕うでを引っ張り、教室の隅すみに連れ出すと、腕を組んで仁王立ちになった。


「何よ？」


「この噓うそつき！　どこに俺の彼女候補がいるんだよ？」


　さすがに周りの人に聞こえる程の大声で罵ののしるわけにもいかず、俺はかなり声を抑おさえて姉を怒ど鳴なりつけた。


「あたしのどこが噓つきなのよ？　かわいくて綺麗な人いっぱいいるでしょ」


　綺麗だけどみんな既き婚こん者じゃないか！　と唸うなるように俺が言うと、綺麗なフォルムが自じ慢まんの眼鏡めがねの奥で、姉の瞳ひとみがきょとんと止まった。


「あら、女漁りはまっぴらだ、とか言ってなかった？」


　俺の着ている、グレーのヘンリーネックシャツの胸むな元もとに向かって、彼女は射るように指を指す。確かにそう言った覚えはあるけど、これはあまりにヒドイ。


「わかった。じゃあ次の授業は他の人探してよ」


　俺がそう言うと、姉はバツが悪そうに口を歪ゆがめた。さすがに帰られては困ると思ったらしい。


「説明会には若い子がいっぱいいたんだけどねー」


「もういい…」


　おかしいなぁ…と首をひねりながら元いた場所に戻もどっていく姉の後ろに付いて行きながら、俺はやれやれ、と首を振ふった。


　こういうことになるとはある程度予想していたけど、『彼女』というものに固こ執しゆうした俺も悪いのかな。


　そもそも、そんな気持ちを持ったのは、同性にあんなことをされたせいもあるかもしれない。初めての体験とはいえ、俺ってば、初対面の他人の手でイカされた上に、あんな声を上げるなんて！


　しかも、しかも！　相手は最高にムカつく、傲ごう慢まんな変態野や郎ろうだ!!


　でも、確かにすごい気持ちは…よかった。


　いくら間宮という男に対してどれほど悪態をつこうとも、くやしいかな、あの夜の出来事を思い出す度たびに蘇よみがえるのは、『初めてなら、うんと優やさしくしてやる』という甘い囁ささやき。


　微び妙みような力で俺を翻ほん弄ろうした彼の指先とか、耳に残るセクシーな囁きに被かぶさる、俺の、息も絶え絶えな喘あえぎ声とかで…。


「うわー！　うわー！」


　また思い出しちゃった！　忘れろ！　忘れるんだ、俺！


　時も場所も選ばないバカな俺の淫みだらな回想。思い出す度、俺は声を上げながら両手で耳を塞ふさぎ、ブンブン、と勢いよく首をふって煩ぼん悩のうを消そうとしてしまう。


「ちょっとカズちゃん？　大だい丈じよう夫ぶ？」


　今回も俺は目の前に姉やマダム達がいる事を忘れてしまっていた。彼女達は怪け訝げんそうな顔をして俺を見つめ、特に姉は焦あせって俺の肩かたに手を置いた。


「え？　あ、大丈夫。俺…有名な先生に会えるって思ったら何か緊きん張ちようしちゃって…」


「まあ、かわいらしいわぁ」


　あはは、と、我ながら寒い言い訳を言った俺に、それでもマダム達は優美な笑えみを浮かべて俺の噓を享きよう受じゆしてくれる。


「森下くんも間宮先生のファンなのね。男性で彼を知っているなんて、珍めずらしいわ」


　大丈夫、とは言ってはみたものの、こんな調子で俺は本当に大丈夫なのかな。ヘタしたら彼女なんてできないかも…と落ち込んでいるところへ、マダムが言った言葉が耳に入る。


　今、マミヤって言った？


　思考がフリーズした俺に、ふいに教室の戸口の方で歓かん声せいが上がった。


「間宮先生！」


「お待ちしてましたわ～」


　意識をそちらへ向けると、丁度講師らしき男性が教室に入ってきたところだった。しかし黄色い声を上げて取り囲むマダム達から、頭二つ分くらいゆうに突とつ出しゆつしている彼の顔を認めた途と端たん、俺の顔から血の気が引いた。


「うそだろ…」


　そこにいたのは先程俺の回想に出てきた、あの憎たらしいまでの美び貌ぼうの男。


　よくある他人の空似であってほしかった。俺は目を瞬まばたかせ、戸口付近でマダム達から熱ねつ狂きよう的な歓かん迎げいを受けているその男をまじまじと見つめる。


　しかし俺の願いも空むなしく、黒のトラウザーズの上に着ているパリッとしたシェフコートと、真っ白のエプロン姿が凜々しい彼の首には、関係者用のパスがぶら下がり、写真の横には『講師　間宮　歩』と記されてある。


「あああ～間宮さん！　本物だわ！」


　アイドルを見つめるかのような姉の横で、俺は透とう明めい人間になりたい、それができないのなら、帰りたい、と本気で願った。


「ほら、カズちゃん、席に座ろう」


　けれどこの講座には、生徒は俺達姉弟を含ふくめて十人程。少人数制を謳うたっている教室なだけに、必然的に全員が講師と距きよ離りが近いテーブルに座らなくてはいけなくて。


「カズちゃん、早く！」


　突つっ立ったまま動かない俺に痺しびれを切らした姉が、呼ばないでもいい大声で俺の名前を呼ぶ。その途端、間宮さんが俺達姉弟の方へ顔を向けたから、俺は彼女に腕を引っ張られた状態のまま、硬こう直ちよくしてしまう。


　彼の瞳が、俺へと標準を合わせた。


　ヤバイ！　どうしよう！


　背中に冷たい汗あせが流れ落ちるくらい焦っているのに、何故なぜか俺も間宮さんの顔を正面切って見つめ返した。彼の眼まな差ざしには視線を逸そらせられない何かが備わっているかのように。


「…授業の前に簡単ですが、これからの流れを説明します。皆みなさん、着席して下さい」


　しかし間宮さんが俺を見ていたのはほんの一いつ瞬しゆん。すぐに彼は視線をその場にいた大勢に投げると、落ち着いた声で言葉を投げかけた。そしてクルリと背をむけると、ホワイトボードに今日これから作るお菓か子しのレシピを書き出した。


　もしかして俺の事、覚えていない？


　覚えていない方がよかったはずなのに、あっさりとした彼の態度に、俺は、先程とは違ちがう意味で背筋が冷たくなるのを感じた。


　それとも無視、されたのかな。


　彼にとってやっぱり俺は何てことのない、一夜限りの相手だったのかもしれない。それに比べて、俺はたった一度の行こう為いを思い返して一人でドギマギしたりして。


　なんだか俺、バカみたいだ。


　俺の意識は急速に落ち込み、胃が変に捻ねじ曲がったような苦しさを感じて、彼の声もろくに耳に入ってこなかった。








「ねー、どうしたのよ？　なんか変だよ、カズちゃん」


　教室が終わって帰る道すがら、姉は今と同じような問いかけを俺に何度かしていた。


「何でもない」


　レトロな言い方をすれば、一夜の過あやまちを犯おかした相手と再会して、あっさり無視されたことがショックなんです、と実の姉に（姉だからこそ）言えるわけがない。


　教室が終わった後、もう一度だけ、彼と視線が合ったような気がした。けれど俺はもう一度逸そらされる瞬しゆん間かんを迎むかえたくなくて、一目散に教室を後にしたのだ。後ろから姉が呼び止めるのも聞かず。


「『何でもない』ように見えないから何度も聞いてんでしょーが！」


　家について、俺の部屋にやってきた姉は、同じ答えを言った俺に、痺れを切らしたようにクワッ、と怒いかりの表情になると、ベッドの下に転がっていたクッションを俺に投げつけた。


「そりゃー教室は既き婚こん者ばかりだわ、先生は男だわで、カズちゃんにとっていいことないよ？　悪かったと思ってる。でも、お姉ちゃんさ、どーしても間宮先生に近付いて、契けい約やくをとりたいのよ！」


──契約？


　俺のベッドに陣じん取どり、熱く語りだした姉に、俺は夢から醒さめたように目を見開くと、座っていた椅い子すを彼女の方へ回転させた。


「契約って？」


「ウェディングケーキはもちろん、パーティに出すスイーツを作ってくれるパティシエとしての契約よ。超ちよう有名な彼と契約できたら、独立も夢じゃなくなってくるわ！」


　彼女はベッドの上で飛び跳はねると、少女のようにはしゃいだ声を上げた。


「独立ぅ!?」


『一人一人のニーズに応えて、決め細やかなサービスを提供します！』というのが姉の会社の売り文句らしいが、そんな事がまともに通るほど商売は楽じゃない。


「採算が合わなきゃ会社として運営していけない…それはわかるわ。でも、年々、お客さんとの打ち合わせ時間を短縮しろって言ってきたり、それまで使っていたドレスやケータリングの食材の質を大おお幅はばに落としたりするようになってきて…要するに社長はガリガリ亡者になってきているのよ！　それがどうにもこうにも我が慢まんできないの！」


　勤めているウェディングプランニング会社の方針についていけない、とこのところしょっちゅう姉が零こぼしていたのは知っているけど、まさか会社を辞やめてフリーになるなんて、大それた事を計画していたとは。


「もうこれ以上、会社のやり方に付いて行けないわ。でもホント、ラッキーだったわよ！　営業の子から、あの学校で間宮さんが講師を務めるって聞いた時、まさか！　って思ったけど…持つべきものはツテよね。競争率ン十倍のあの教室に何とか参加できるように頼たのみ込んでもらったんだから！」


　姉はまるで人生の勝利を確信したかのような瞳ひとみで宙を見つめる。握にぎり締しめた手の中には今日のレシピが握り締められていた。


　まるでそれが彼女の夢を叶かなえる国へ連れて行ってくれる、魔ま法ほうのチケットでもあるかのように。


「何でも間宮さん、料理教室のオーナーと旧知の仲らしいの。発ほつ端たんは、講師でもあるオーナーが、先日倒れて授業ができなくなっちゃったらしいのね。で、三ヶ月だけ代行講師を務めることになったらしいわ。すごいよね、パリでも老舗しにせのパティスリー『Ｈ[image: ]ＲＩＳＳＯＮ』のシェフ・パティシエが講師だよ!?」


「…ちょっと待って。その名前…え───!!　うそだろ!?」


　しばらく姉の話を黙だまって聞いていたが、彼女の口から間宮さんがシェフ・パティシエを務めるという店の名前を聞いた途端、俺は家じゅうに響ひびく叫さけび声を上げていた。


「もーなによ？　急に大声出したりして！」


　もう一度クッションで殴なぐられたが、そんな事にかまっちゃいられない。俺はほとんどパニックになりかけていた。


　ショックだ！　俺、あの店の大ファンなのに!!


　三年くらい前、デパートでパリの有名パティスリーが集結するというイベントがあり、そこで俺は信じられないくらい美味おいしいケーキに出会った。


　フランス語で『ハリネズミ』を意味するその店は、某ぼう公国のプリンスも足あし繁しげく通うという、パリの老舗パティスリーで、俺はイベントの期間、毎日足を運んではその店のケーキを食べたのだ。


　スタンダードなケーキから斬ざん新しんな創作ケーキまで…どれもこれも、本当に美味しかった。俺は店の住所を書きとめ、いつかパリに行って、あの店のケーキを思い切り食べるぞ！　と誓ちかったんだ。今、バイトをしているのも、そのために他ほかならない。


　なのに今やあらゆる面で俺を苦しめている間宮という男が、その店のシェフ・パティシエと言うことは、俺が憧あこがれてやまないあのケーキの数々を生み出したのが奴やつだということで…！


　俺は絶望のあまり、目の前が暗くなってくるのを感じたが、ふと思いつく。


　いやまて。奴がトップになったのは最近の事かも!?


「姉ちゃん、アイツ…いや、間宮さんがシェフ・パティシエになったのって最近？　この一年くらいの間？」


「んなわけないでしょ」


　一いち縷るの望みをかけて姉にそう聞いたが、彼女ははあ？　と呆あきれた顔になるから、俺は肩かたを落とすしかない。


「…やっぱりね」


　くやしいけど、俺を夢見心ごこ地ちにさせたあのケーキはアイツの作品なんだ。


「ちょっと待ってなさい」


　いきなり姉がそう言って俺の部屋から出て行く。そしてすぐさま戻もどってきた彼女の腕うでの中には、数冊のファイルが抱かかえられていた。


「コレ？　何？」


「アンタの疑問に答えるものよ」


　差し出されたファイルの一冊を真ん中でガバリと開くと、そこにはお菓子のレシピと思われる雑誌の切り抜ぬきがあった。


「これ、美味しそうだね」


「おいしいのよ、実際。この間友達と作ってみたんだけど」


　フランス語で『資産家』を意味する『フィナンシェ』又または『フリアン』と呼ばれる焼き菓が子しを俺が指差すと、姉はあっさりとそう言った。


　写真の撮とり方もあるが、金の延のべ棒に似せたそのお菓か子しは雑誌の中で、本当に光り輝かがやいて見える。


「作ったって…俺、食ってないけど？」


「職場用にだもん。アンタの分まで作るわけがないでしょ。…ええと、それじゃない。これに彼のプロフィールが載のっているの。なぜかはわからないけど、間宮さん、取材を受けても自分の写真とかを出さない事で有名なのよ。でも、写真付きでここまで詳くわしく彼を取材したのって、これだけじゃないかな」


「へえ…」


　姉の、自分への扱あつかいに『人でなし』と言いたいのは山々だったが、俺は彼女が手て渡わたす二冊目のファイルを受け取り、開けていたページをしげしげと眺ながめた。


　確かにどの雑誌の記事を見ても、レシピが載るページの下に小さく間宮さんの名前は書いてあるが、写真などは一いつ切さいない。たとえ、他のパティシエの人達は皆みな載っていたとしても。


　その代わり、姉が手渡してきたファイルには、まず最初の一ページ丸々、真っ白いシェフコートに身を包んだ間宮さんの端たん整せいな横顔が写っていた。


　ただ、それからはロングショットのものや、厨ちゆう房ぼうで動き回る姿などを撮さつ影えいしたのがほとんどで、どの写真もポートレイトとは程遠い。それでも、今までの記事に比べたら、間宮さん個人を知る内容としては詳しよう細さいに書かれていた。


　プロフィールによると、間宮さんは父親の仕事の関係で十二歳の時パリに移住。十六歳で学校を辞やめ、世界でもトップ・パティシエと誉ほまれ高いフランス人（俺でも知っている人だ）シェフの下で修業を開始する。


「間宮さんが通っていた学校、フランス人なら誰でも知ってる有名全ぜん寮りよう制せい学校なんだって」


　姉が俺の手元のページを指差した先には、彼が通っていたという学校の写真があり、注ちゆう釈しやくには『一八九九年の創立。イギリスのパブリックスクールを模した、六十ヘクタールもの庭を備える、世界の名家の子女も通う私立学校』とある。


　俺は豪ごう華かな設備に彩いろどられた校舎や寮りようなどの写真を見ながら、彼の優ゆう雅がな物もの腰ごしがどこからきているのか分かった気がした。年間日本円にして三百万から四百万もの学費を賄まかなえる家庭で育ち、尚なお且かつ、周りの環かん境きようもそれを後押しするに十分すぎる。


　普ふ通つうならエリート街道が用意されているその学校になぜ留とどまらなかったのか、と不思議がるだろうが、そのまま読み進めると、そんな事は考えないんじゃないかという内容が続いていた。


　その後、師し匠しようの強力な薦すすめで現在勤めるパティスリーへ移った彼は、二十二歳の若さでその店のシェフ・パティシエとなる。そしてそのあたりから、彼の経歴は華はなやかさを増す。業務の傍かたわら、さまざまなコンクールに出場し、優勝を始め、数々の賞を受賞していくのもその一つだ。


　賞の中には、フランス三大コンクールの一つであるガストロノミック・アルパジョンや、フランスで最も権けん威いある製せい菓かコンテストの一つであり、二〇〇六年にそれまで十年間の休催を経へて復活した、シャルル・プルースト杯はいなども含ふくまれていた。


　その上、ルレ・デセール（Ｒｅｌａｉｓ　Ｄｅｓｓｅｒｔｓ）という、一九八一年にフランスで創設された、目も眩くらむような肩かた書がき（王室御ご用よう達たし職人、年間最さい優ゆう秀しゆうパティシエ、洋よう菓が子し世界チャンピオンなど）を持つ人々で構成されている協会のメンバーにも選ばれている。


　その協会の会員に選ばれたという事はいわば一流の証あかしで、選ばれるためには、厳しい基準に合格しなければいけないことはもちろん、現役会員二人からの推すい薦せん、実技試験に合格しなければならないという。


　二十八歳の若さで…すごいとしか言いようがない！


　俺は間宮さんのプロフィールを読みながら、彼の、人並み外れた才能と素す晴ばらしい力量を見せ付けられたような気がした。


「ホント、すごいよねえ…この経歴にあのルックスでしょ？　正直、説明会の時に初めて彼を見た時、息が止まるかと思ったわよ！」


「姉ちゃん、教室に行くの、もしかしてただのミーハー根性からじゃないの？」


　俺は雑誌から顔を上げると、自分に電話をしてきた時の姉の様子を思い出し、呆れた目線を送る。


　独立したい、なんてもしかして口だけで、本当は間宮さん本人に近付きたいだけなんじゃ…。


「失礼な！　あくまで仕事のためです！　ってか、カズちゃん。いい具合に教室には男の生徒、アンタだけなんだから、先生と仲良くなってあたしの橋はし渡わたしをしてちょうだい！」


「ええー!?　そんな無茶苦茶な！　それに俺、あの人と仲良くなんてなりたくないし」


　どこまで俺を巻き込めば気が済むんだ、この女は！　と俺は、とんでもない事を言い出した姉に対して軽く殺意を覚える。


　仲良くなんて、ぜーったいなりたくない。死んでも嫌いやだ。


「まーた、そんな事言っちゃって！　あたし知ってんのよ？　アンタってば教室で間宮先生の一挙一動、じ──って見つめちゃってたじゃない！　正直になりなさいよ！　アンタもファンになったんでしょ？　ん？」


　ベッドから勢いよく立ち上がった姉は、手にしていたクッションで俺をボスボスッと殴る。


「ち、違ちがうって！　そりゃ、動きとか見て、プロってすごいな、って思ったけど、ファンなんかじゃないよ！」


　俺は姉のクッション攻こう撃げきを避よけながら、必死で言い張った。


　俺はただプロとしての間宮さんを見ていただけで、彼自身を見つめてなんてない！


　そう心の中で叫さけんだ俺だったけれど、今日の授業を思い返すと、必ずしもそうとは言えなくて。


『作業を始める前に、ポイントを説明します』


　年若い、しかもハンサムな間宮さんに、教室の女性陣じんもしばらくは浮うわついた様子だったが、授業が始まると、キビキビとした言動で進める彼に教室は水を打った様に静けさに包まれた。


　しかし、独りよがりな授業とは真逆なその内容に、皆みなはすぐに熱心に耳を傾かたむけ、配布されたレシピの用紙にメモを取り出した。


『砂糖を煮に詰つめるレベルには、細かく分けて九段階あります。今回、ムースの土台に使うイタリアンメレンゲを作るためのシロップは、七番目の段階であるブーレの状態まで煮詰めます。間違っても最後の段階、カラメルのように焦げ色をつけないように注意して下さい』


　間宮さんは今日のレシピ：『イチゴのムース』の作業手順のポイントで、特に重要なことをもう一度ホワイトボードに書き、その理由も丁てい寧ねいに説明していった。


　砂糖水は、加熱していくとプリンなどでおなじみのカラメルになる。しかしイチゴピュレに混ぜるイタリアンメレンゲを作るには、サラリとした、透明な状態のシロップを使用するのだと説明された。


『煮詰めるって、どれくらいの温度ですか？』


『大体百十八度くらい。グラグラとなる程度ですね…まあ、そう言ってもピンとこないかもしれませんので、実際やってみて感覚を摑つかんで下さい』


　生徒から寄せられる質問にも誠実に対応し、各グループのテーブルを均等に回りながら的確なアドバイスをする間宮さんに俺は正直、見み惚とれてしまった。


　火の具合を見るためにコンロのスイッチへと顔を傾けた瞬しゆん間かんの、男らしい顎あごのラインや、目を伏ふせた時に落ちる睫まつ毛げの影かげと、形のよい長い指先。そして、メレンゲを泡あわ立だてる時に腕うでまくりをした部分から見える腕の筋肉の逞たくましさ──彼の表情や動き、その何もかもが頭の中でコマ送りの映像のように何度も繰くり返される。


　けれど、間宮さんが教室に入ってきた時の情景が重なった途と端たん、その柔やわらかでシャボン玉のようなふわふわとした気持ちは一気に弾はじけ飛んでしまう。


　俺の事なんてどうでもいい、といったあの瞳ひとみ。


　あの顔を思い出すだけで、なぜか不快な感覚が俺の胸を去来する。心の襞ひだがガサガサになっていく、そんなどうしようもなくイラつく思いが。


　仲良くなんて、なれるわけがないじゃないか。
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「今お配りしているレシピは『クラフティ』です。まあ、平たく言うと果物のグラタンみたいなものですね」


　俺達姉弟が通うお菓か子し教室も今日で三回目。


　丁度開始から二週間が経たとうという今日のレシピ：『クラフティ』は、楕だ円えん形の耐たい熱ねつ皿ざらに、瑞みず々みずしい生のサクランボ、プラム、アプリコット、そして洋ナシなどを敷しいて、その上に生き地じを流し込んで焼き上げるという、簡単でいて美味おいしそうな一品だった。


「中に入れるさくらんぼは種が入ったままでも、除いてもかまいませんが、プラムとアプリコットの種は取り除きます。洋ナシは一口大に切りましょう」


　間宮さんの説明を受けながら調理のポイントをメモしていた俺は、その後グループごとに配られた、今日のお菓子に使う果物の種類の多さにびっくりしてしまう。


　果物の値段が高い日本において、このレシピはかなり贅ぜい沢たくだ。俺がその事を傍らの姉に言うと、彼女は周りを見み渡わたしてから、幾いく分ぶん声のトーンを落として話し出した。


「ここの教室に普通のＯＬがいないのわかったわ。授業料、いいお値段しているもんね。その代わり、材料が上等でしょ？」


　成る程。俺は今まで料理教室に縁えんがなかったせいもあるけれど、授業料がどういう意味合いを持っているかなんて考えたこともなかった。姉が続けて言うには、高い授業料のところが、必ずしも質のいい授業内容を提供しているとは言えないが、やはり値段の低いところは、それなりな材料で間に合わせる事が多いという。


「その意味ではここの教室は完かん璧ぺきね。材料といいスパイスといい、最高のものを使っているわ」


　いくつもの料理学校やパティシエ達と取引を重ねているせいか、姉の観察眼は鋭するどい。ここの学校の授業料は、確かに一いつ般ぱんのＯＬが通うには少々高めらしいが、その代わり得るものは多いのだそうだ。


「でも、残念ながら教室の雰ふん囲い気きがね…まるで大奥みたい」


　姉は不器用な手付きで洋ナシを切りながら、ブツブツと文句を言い出した。どうも彼女は他ほかの生徒さん達の、間宮さん争そう奪だつ戦の如ごとき雰囲気が苦手なようだ。


「しょうがないよ。ココに来ている人たちってみんな先生のファンだし」


　俺は横目で、彼女の包丁を握にぎる手付きをハラハラして見ながらも、クラフティの生地作り──ボールに小麦粉と砂糖を入れると、その中央に卵を落とし、中心から木べらでかき混ぜていく──を開始した。


「ほら、見てよ！　奥の方にいる人達、授業始まってからずっと先生に色目使ってる！　彼を引きとめようと懸けん命めいになってさ！　毎回香こう水すいの臭においプンプンさせちゃって、あれじゃ、せっかくのお菓子の香かおりが台無しじゃん！」


「姉ちゃん、声がデカイ」


　興奮すると声が大きくなってくるクセのある姉を諫いさめつつ、それでも俺は彼女が言う『間宮さんに色目を使っている』人達とやらを見るために、ボールを抱かかえたまま何気なーく体を反転させてみた。


　俺達の作業台から三つ隣となりとそのすぐ後ろ。見るからに有ゆう閑かんマダム、といった感じの女性二組が、間宮さんに向かってしきりに質問をしている。しかも、対たい抗こうするように。


「ね、先生。これでいいのかしら？」


「先生！　こちらにいらして。生地の硬さはこれで合っているか見ていただけません？」


「あらあ！　どうしましょう！　先生！　すぐにいらして!!」


　グループＡのマダム達が一つの作業を進行する度に、いちいち確かく認にんを求めて間宮さんを引き止めると、グループＢのマダム達が彼の注意を引く。そうなるとグループＡはわざとじゃないかと思う程、何か失敗した様子を訴うつたえ、彼を呼よび戻もどすのだ。


　それはまるでどちらがより多く間宮さんを独どく占せんできるかを競い合っているようで、姉が表現した『大奥』──将軍（間宮さん）の寵ちよう愛あい（指導）をより多く受けるために、死に物もの狂ぐるいになっている──とは言い得て妙みようだ。


　最初俺はいつか彼がいつものように尊大な態度で彼女達にひどい言葉を浴びせるんじゃないかと期待…いや、心配していた。


　しかし彼は案外フェミニストみたいだ。呼ばれるとすぐにどちらのテーブルへも行き、それぞれマダム達の作業を紳しん士し的に手伝っている。穏おだやかな笑えみさえ浮うかべて。


　俺に対してはイジワルばっかするのにさ。


　教室が始まって以来、俺は間宮さんが繰り出すイジワル…というかセクハラに近い対応にすっかり調子を狂くるわされっぱなしだ。


　講師である彼が各テーブルを回っては進行状じよう況きようなどをチェックしてそれに合わせた指導をしてくれるのは当然のこと。


　けれど彼はなぜか俺達のテーブルに来る時、そして特に俺に向かって近付く時はいつも、微び妙みようなポイントに触ふれてくるのだ。


『混ぜ方はこう…手首をこの角度に曲げて…』


　例えば、混ぜ方の指導をする時。背中から抱だきしめるように覆おおいかぶさり、俺の腕に自身の手を添そえると、微妙なタッチで手首の脈の辺りを撫なで擦さすったり、説明を耳元で熱っぽく囁ささやいたりする。


　この間なんてテーブルの横を通り過ぎざま、誰の目にも留とまらぬ早はや業わざで俺のお尻しりを揉もんで行ったんだ！


　その時ビクン、と俺の体は跳はね上がり、傍そばにあった空のボールが派手な音を立てて床ゆかに転げ落ちてしまった。


『おや？　どうしたんですか？　顔が真っ赤ですよ、森下さん』


　おかげで俺は教室中の人達の好こう奇きの目に晒さらされるわ、その原因を作った彼にはチラリと肩かた越ごしに振ふり返られ、優ゆう越えつ感を見せ付けるような笑いを浮かべてそんな事を言われるわで、散々な目にあったのだ。


　あんにゃろう…紳士の皮を被かぶった野や獣じゆうだ！　女相手にはヘラヘラ笑いやがって！　いつか化けの皮を剝はいでやる!!


　姉や、他のマダム達に対しては至し極ごくにこやかに対応している彼に、俺は少し面おも白しろくない気分になる。いや、ものすごく面白くない。


　気がつけば生地を捏こねる手に力がこもり、グルグルと木べらを必要以上に回してしまう。


「まったく、あからさま過ぎて笑っちゃうわ。説明会の時に『酒本先生の授業じゃないと意味がない！』とかブーブー言っていたのに、彼が姿を現した途端、手のひら返したように色めき立っちゃって、さ！」


　静かに復ふく讐しゆうの炎ほのおを燃やす俺の背後で、そんな事に一向に気付かない姉は、間宮さんに色目を使うマダム達に対する文句をブツブツ言いながら、ダン、と、洋ナシを怒いかりに任せて一刀両断。


　しかし、まるで薪まき割わりか！　と言いたくなるようなその音は教室中に響ひびき渡わたり、他の生徒さんを始め、間宮さんまでがこちらを注目する程で。


　わわっ、ヤバイ！


「あのさ、姉ちゃんの包丁さばきは元より期待してないけど、食べられるように切ってよ？」


　彼と目が合った俺は慌あわてて視線を逸そらすと、姉にやんわりと注意しながら、若じやつ干かんかき混ぜすぎの生地に溶とかしたバターと牛乳、それから香り付けのラム酒を少々加えた。そして、『硬めのクレープ生地程度』というレシピの説明通りに、生地を完成させていく。


「わかっているわよ。はい、ここに生地入れて」


　事前に底にバターを塗ぬった耐たい熱ねつ皿ざらを冷蔵庫から取り出した姉は、切り終わった順に果物を敷き詰つめていく。俺はその作業が終わるのを待って、上から先程練ねった生地を流し込んだ。


「…後はオーブンに入れて…っと」


　耐熱皿を百八十度に温めたオーブンの中に入れたら、あとは焼きあがるまでの一時間は後片付けの時間だ。周りを見渡すと他のグループの人達もめいめいに片付けを開始していた。


「いい匂いだな」


　次し第だいに教室の中を甘い香りが流れだす。俺はいい気分で鼻歌を歌いながら、使ったボールや調理器具などを洗っていった。


　強ごう引いんに引きずり込まれた形で始めたこの教室も、（セクハラさえなければ）とても楽しかった。


　一番の楽しみは何と言っても作った後の試食タイム。今まで（まだ三回目だけど）間宮さんが紹しよう介かいしてくれたレシピはシンプルで、丁度、誰かの家に招待されて、そこのお母さんがおやつに作ってくれるようなものばかり。


　職人技の手の込んだスイーツも好きだけど、素しろ人うとの俺達が作るには難しいし、何より俺がいつも食べたいな、と思うのは、家庭的で心がふわっと幸せになるようなお菓か子し。


　大学の仲間には、『カズは男のクセにケーキ屋に行くのが好きだよな』とからかわれるけど、俺は雑誌などでおいしそうなケーキショップが紹介されていると、必ず一人でも出かけていく程、お菓子というものに特別な思い入れがある。


　ショーケースに綺き麗れいなケーキが並ぶ様は見ていてワクワクするし、美味しいお菓子を食べる、最初の一口に感じるあの、何ともいえない恍こう惚こつ感かん！


　俺は常々、『美味しいお菓子は人を幸せな気分にすることができる、素す晴ばらしいものだ』と思っているけど、そう思うのは、俺の育った環かん境きようにも由来しているかもしれない。


　俺の母方の祖父母は、小さなパン屋を経営していた。そこはいつも買いに来るお客さんで溢あふれ、俺は小学校が終わると走ってその店に行き、祖父が作るドーナツを味見させてもらったものだ。


　そして何といってもうれしかったのは、家族の記念日になると祖父母が共同で作ってくれるデコレーションケーキ。普ふ段だん、店ではケーキは作っていなかったから、俺にとってそれは特別なものと映った。


──わー！　すごい！　おばあちゃん！


　特筆すべきは、祖母にしかできないクリームで作ったバラの花。ケーキの上に広がる美しい花園は、俺の大のお気に入りで。


　残念ながら祖父母は数年前に相次いで他界し、もうその花園を作ってくれる人はいない。


　継つぐ人間のいなかった店はそのまま売りに出され、今は跡あと形かたもない。俺は、祖父母が亡なくなった事はもちろん、店がなくなった事が寂さびしくて、しばらくの間、店のあった場所に行く事ができなかったくらいだ。


　もし、あの時俺が今ぐらいの歳だったら、店を継ぐ事もできたかもしれない。


　お菓子教室に通うようになってから、俺はふとそんな事を考えることもある。けれどそんな事は夢のまた夢。好きなだけじゃ商売は出来ないこともわかっているし、何より、俺には才能なんてないから。


　間宮さんのような、素晴らしい才能が…。


　その時、チン、とオーブンが焼き上がりの時間を告げ、俺はオーブンの前にしゃがむと取っ手を握にぎり、手前に引いた。


「できている…かな？」


　中には狐きつね色いろに焼きあがった見事な完成品。俺は右手に鍋なべつかみを嵌はめると耐たい熱ねつ皿ざらを摑つかみ、テーブルの上に置こうとした。


「綺麗に焼けていますね」


　しかしクラフティの入った熱々の器をテーブルに置こうとした瞬しゆん間かん、一いち陣じんの風のように香かおる、ケーキとは違ちがう甘い香りとセクシーな声。


　視線を横に向けると、教室で再会してからかつてない程近くに寄せられた、間宮さんの顔がそこにあった。


　また何かされるんだ!!


「カズちゃん、危ない！」


　姉の注意も空むなしく、間宮さんの接近に動どう揺ようした俺の体はビクリと揺ゆれ、その途と端たん、持っていた耐熱皿が傾かたむいた。


「…あっつー!!」


　その結果、クラフティの中のフルーツから出た熱々の果か汁じゆうが、素す手での左手の甲こうに流れてしまった。まるでコントのような展開に混乱した俺は、火傷やけどした手を水に浸ひたす事もせず、ただ鍋つかみを嵌めた右手で左手を押さえただけで。


「早く！　こっちに来い！」


　このひどく慌てた声、誰？


　痛みと驚おどろきの中で俺は強い力で左手を摑まれ、気が付けば流し台へと連れて行かれていた。


　すぐさま滝たきのように流れ落ちる水道水の下に手を突つっ込まれ、それによって盛大な水しぶきが俺はもとより、俺の手を摑んだまま隣となりに立つ間宮さんのシェフコートをもびしょびしょに濡ぬらしていった。


　火傷をしたのは手のはずなのに。


　なぜか手の痛みよりも胸の奥から湧わき上がる、ジワジワとした痛みのほうが強くて。俺は震ふるえる胸を抱かかえたまま、俺の手を握る彼の横顔を見つめていた。








　流水で十分すぎるほど冷やされた俺の左手は、その時点でもう痛みもあまりなかった。けれど間宮さんは水を止めた後、俺の手を握ったまま教室を出て、薬箱のある控え室へすごい勢いで連行した。


　軟なん膏こうを塗ったガーゼを火傷の傷口に当て、包帯を巻いていく。お菓子を作る時と同じく、間宮さんの手付きは流れるように美しい。


　けれど俺はこの状じよう況きようにただただ戸と惑まどうばかりで、早く解放されたいとひたすら願っていた。


「…ありがとう、ございます」


　ぼそぼそ、と俺がお礼を口にすると、手当てをしてくれている間、ずっと視線を下げていた間宮さんの目が、そこでようやく上げられる。すんでのところで俺の目は彼の視線に搦からめ捕られ、いつものように目を逸らすことができない。


　膝ひざを突き合わせたこの距きよ離りでそれをするのは、あまりに勇気がいる事だったし、何より、俺は瞬しゆん時じに彼の瞳ひとみに魅み了りようされてしまったから。


　認めるのは不本意だけど、この人本当にハンサムなんだよな。


「あの、もう、平気ですから」


　どれくらいの間、そうして見つめ合っていただろう。急に恥はずかしくなった俺はパッと視線を逸らすとつっけんどんにそう言って、包帯を巻かれた手を引こうとした。


　しかし間宮さんは俺を見たまま、握った手を離はなしてくれない。ググ、とお互い引き合い、俺達は静かに綱つな引ひきのような状態に陥おちいる。


「…っ、離せよっ！」


　思わず声を荒あららげた俺に、彼はまだ俺の手を握って…というか摑んだまま、眉み間けんに皺しわを寄せた。


「それが手当てをしてやった人間に対して言う言葉か？」


「は!?　お礼ならさっき言っただろ？　それに俺はいつまでも男となんか手を握る趣しゆ味みなんてないんだ、よっ」


　アンタと違ってね！　と手を振ふり解ほどきながら嚙かみ付くようにそう言うと、間宮さんの眉間の皺は更さらに深くなる。


「痛った…！　何だよ！」


　素早い動きで俺の手を再び取った間宮さんは、ググッと握る力を強めて引き寄せる。形勢がはなはだ不利な俺はどんどん彼の方へ引き寄せられて。


「あの夜はそっちからしがみついてきたくせに…最近は無視の一点張りだ。俺をバカにしてんのか？」


　ゾクリ、と背筋に甘い痺しびれが走る。


　耳元に吹ふき込まれる凶きよう悪あくな声こわ色いろと、その後に耳じ殻かくをかぷりと嚙まれる感かん触しよくに。そして何より、彼が俺の事を覚えていた、という事実に。


「し、しがみついてなんてないっ！　それに無視なんてっ…そっちが最初にしたんだろ！」


　両手首を拘こう束そくされたまま、それでも俺は必死に虚きよ勢せいを張って間宮さんを睨にらみつける。力を入れていないと涙なみだが出てきそうなほど、彼の俺を見返す視線は冷たい。


「…俺が？　お前を？　いつ？」


「最初の授業だよっ！　教室に入ってきたときっ…アンタ、俺の顔見てすぐに逸そらしただろ！　俺の事誰だか気付いてたくせに、無視したんじゃないか！…わっ」


　フッ、と俺の手首が軽くなる。突とつ然ぜん離はなされた腕うでは引力の法則にしたがってガクンと急速に下へと落ち、俺は面めん食くらいながら上半身を起こした。


　目線を上げると、そこには、さっきまでの不ふ機き嫌げんこの上なかった間宮さんの顔が、今や顎あごに手を添そえた状態で、ニヤニヤと意地の悪い笑えみに変わっている。


「ふうん、そうか。俺に無視されたかと思って、カズちゃんは拗すねていたわけだ」


「…何でそういう解かい釈しやくになるんだよ!?」


　俺は間宮さんと話していると、開いた口が塞ふさがらない事だらけだ。目の前の男に対して俺は、言いたい言葉が多すぎて、何から言えばいいのかわからない。


「違ちがうのか？」


「んなわけないだろ!?　そっちが無視をしたのに、どうして俺がアンタに笑いかけないといけないんだ？　って話！　それと、俺のこと『カズちゃん』なんて呼ぶな！」


「…別に俺は笑いかけてほしいとは言ってないけど？　カズちゃん？」


　ムカつく！　ムカつく！　本当にこの男、ムカつく!!


　目の前に、たくさんの風車が回っているような錯さつ覚かくに陥る。くるくる、くるくる、と幻げん想そうの中の大回転に、俺は目を回して倒たおれそうだ。


「ホントお前、見ていて飽あきないよな。講師なんて仕事、大方退たい屈くつだろうって思ってたけど、お前をからかっていたら少しは楽しめる」


「み、みんなに言ってやるからなっ！　アンタがどんだけムカつく、セクハラ野や郎ろうか!!」


　我が慢まんしていた怒いかりが弾はじけ、座っていた椅い子すから憤ふん然ぜんと立ち上がった俺は、腕を組み、優然と俺を見上げる男の胸むな先さきへ左手の人差し指をのばした。


「言ってみな？　ま、どちらを信用するかは目に見えているけど？」


　綺き麗れいな歯を見せながら笑った間宮さんは、俺の人差し指を摑むと、いきなりその爪つめ先さきへ小さくキスをした。


「ぎゃー！」


　俺は叫さけび声を上げ、すぐに手を引いたが、混乱のあまりブンブンと腕を振り回した為ため、巻かれた包帯が解ほどけてしまい、また間宮さんに巻きなおしてもらうという屈くつ辱じよくを味わうハメになった。








　雨の日は嫌きらいだ。月曜日ならなおさら。


　春の長雨、とはよく言ったもので、朝、目が覚めると外はしとしとと雨が降っていた。静かに降り続く雨は、この分だと夜まで降り続くだろう。いつもは大学まで自転車で通っている俺も、こうなると移動の足を変へん更こうせざるを得ない。


「バスは遠回りだから、時間がかかるんだよなあ」


　俺は部屋のカーテンを開けながら、一日の始まりに憂ゆう鬱うつな気分になった。しかも、こんな日に限って一限から授業があるなんて、運が悪い。


　三十分後。普ふ段だんは歩いて駅まで通っている人々も、朝からの雨にバスを利用する人が多く、俺は利用客でぎゅうぎゅう詰づめのバスに揺ゆられる羽目になっていた。


　く、苦しい…。


『次は──』


　他ほかの乗客にもみくちゃにされながらも、車内を流れるアナウンスに耳を傾かたむければ、覚えのある街の名前。雨あま粒つぶの付いた窓ガラスの向こうに目を凝こらせば、間宮さんの家の近所だった。


──俺に無視されたかと思って、拗ねていたわけだ。


──お前をからかっていたら少しは楽しめるかな。


　途と端たんに先週の土曜日、医務室での彼とのやり取りを思い出して、俺は顔を顰しかめた。


　俺の人生の中で、あんなにも何度も怒りが沸ふつ点てんに達した事はなかった。アイツは人を馬ば鹿かにするのにも程がある！


　教室での初日、気のない素そ振ぶりを見せられたあの瞬しゆん間かん、俺達が出会った夜の出来事は、俺にとっては衝しよう撃げき的な事件だったのに、間宮さんにとってはただの戯たわむれでしかなかったのかと、俺の事なんて気に留めるに値あたいもしない存在なのかと思ったら、ひどくショックだったのに。


　でも、彼は俺の事を覚えていた。それが、今となってはいっそ忘れていてくれていた方がよかったと思っているんだから、俺の気持ちの激変はすごいものだ。


「…それもこれもあの変態野郎のせいだ」


　ふとバスの窓ガラスに映った自分の険しい顔に気付き、俺は咳せき払ばらいをして顔を緩ゆるめる。先週の土曜日の事を思い出すと、腹立たしい気分で一いつ杯ぱいになって、ただでさえ雨で憂鬱な気分がどんどん深くなっていく気がする。


　次の土曜日なんて来なけりゃいいのに。


　ああ、何だって俺はあんな安やす請うけ合いをしてしまったんだろうかと、俺は姉に一いつ緒しよに教室に通う事を承しよう諾だくした時の事を本気で後こう悔かいしていた。


「わっ！」


　そう考えていた矢先、バスがいきなり急発進し、大きく揺れた車内のあちこちから、不安定な体勢で立っていた人々の小さな悲鳴が上がる。そして俺もその内の一人だった。


　俺は本能的に何かに摑つかまろうと手を伸のばす。そして空を摑むはずだったその手が、どこからか伸びてきた力強い誰かの手によって、俺は床に倒れ込むという難を逃のがれる事ができた。


　ほぅ、と安あん堵どのため息をついたところで俺は、頰ほおに当たる布地の感触から、助けてくれた人が俺を守るように体を抱かかえてくれている事に気付いた。


「…あーっ！」


　お礼を言わなくては、と顔を上げれば、そこにいたのは何と、先程まで俺の心を占しめていた人。間宮さんとの偶ぐう然ぜんの出会いに驚おどろいた俺は、口から出たお礼が、途と中ちゆうから叫び声にすり変わってしまって。


「喉のどの奥、丸見え」


　白いＴシャツに黒のＶネックセーターという、上半身をタイトなスタイルできめ、それにワイドカーゴパンツを合わせた装いの間宮さんが抑よく揚ようもなく呟つぶやく。


　俺は慌あわてて口を押さえると、俺が先ほど上げた叫び声に、近くにいた人が何事かと振ふり返っているのにも気付いた。ああ、恥はずかしい。


「何だってアンタがこんなトコにいるんだよっ!?」


　まさかこの人、俺の事をイジメるためにワザと一緒のバスに乗り合わせたんじゃ!?


　俺は恥ずかしさのあまりに助けてもらったお礼そっちのけで、被ひ害がい妄もう想そう一いつ杯ぱいの声で間宮さんへ嚙かみ付いた。


「とっととあっち行けよ！」


　周りに気を遣つかいつつ、声を低くして彼を遠ざける言葉を言って彼を見上げた。


　それにしても顔が近い。近すぎる。


　この間、火傷をした時と同じ、すぐそばにある間宮さんの端たん整せいな顔に、脈みやく拍はくがランダムに飛び跳はねるような錯覚を覚える。


「俺は毎日この時間、このバスを利用しているんだ。それに、そんな恰かつ好こうで向こうへ行けといわれても、ねぇ…」


　そう言われて初めて俺は、自分の手が彼の着ているセーターの胸の辺りをギュッと握にぎっている事に気付き、カーッと頰に熱が集約される。


　この体勢で何を言っても説得力なさすぎ!!


「こっ、これは不ふ可か抗こう力りよくだ！」


「照れんなよ。なんだかんだ言ってお前、俺のこと好きなんじゃないの？」


「そんなわけっ…！　わっ！」


　またもや血圧が上がりそうな発言に、俺は強ごう引いんに彼の腕うでから逃れようと体を反転したが、その時、急停車したバスに俺の体は慣性の法則に従って後ろへ引っ張られ、俺はもう少しでひっくり返り、後頭部を床ゆかに強打する所だった。


「…そのまましっかり摑まっとけ、このバカ」


　そうならなかったのは他でもない、間宮さんのおかげ。彼は咄とつ嗟さに腰こしを低くして俺の首と背中を支えると、そのまま俺を抱だき起こした。そして俺の片手を強引に自身の腰に回させるという、恥ずかしい体勢のままで、バスは進む。


　ああどうしよう。こんな状態、恥ずかしすぎる！


　密着度を高めた二人の距離に、俺の焦あせりは益ます々ます高まり、ドキドキと心臓が跳ねる音が、彼に聞こえやしないかと、ハラハラする。


　しかもバスは雨の中、交こう通つう渋じゆう滞たいに巻き込まれてしまった。ノロノロと動いては止まる動きに、辺りから苛いら立だちに似たため息が聞こえてきた。


　周りとは違ちがう意味で俺はこっそりため息をつく。バスが小刻みに停止する度に目に入る、間宮さんの美しい鎖骨のライン。そこから漂ただようのは、いつもの通り、様々なスパイスや果実の甘い香かおりだ。


　弾だん力りよくと香り。触しよつ覚かくと嗅きゆう覚かくを刺し激げきされ、俺は何故なぜだかどうしようもなくそれらから官能を覚えてしまって…。


「なあ、どこの香こう水すい、使ってんの？」


「香水？　そんなモン、つけてない」


　必死で下半身のヤバイ昂たかぶりを散らそうとして俺は、どうでもいい事を尋ねると、返って来たのは意外な答えだった。


「でも何か、アンタからシナモンみたいな…あと、果物のような甘い香りがするんだ」


「たぶん職しよく業ぎよう柄がら、スパイスとか香こう料りようとかの香りが体に染み付いてるんだろ」


　そうか。よく考えてみたら、嗅覚が勝負の料理人が、自ら人工的な香りを体につけるなんてありえない事だ。


「…そんなに気に入ったんなら、もっと嗅かがせてやるよ」


「ぎゃっ！　ちょっ…と、バカ！　放はなせ！」


　そう言って間宮さんは込み合う車内で俺の体をギュッと抱きしめてくるから、俺は大きな抵てい抗こうもできない。それでも俺は必死に抵抗し、何とか彼の腕から逃れる事に成功した。


「もー！　アンタにはガッカリだよ！　あんなに綺麗な、素す晴ばらしいお菓か子しを作る人がこんなセクハラ野や郎ろうだなんて！」


「俺が？　何？」


　間宮さんは早口に捲まくし立てた俺の様子に少し目を見開いたが、すぐに冷静な顔つきに戻もどった。唐とう突とつ過ぎた俺の言葉に幾いく分ぶん疑問を残しながら。


「アンタが作ったお菓子！　俺、三年前に食べた事があるんだ。あと、この間雑誌で見た。大使館のパーティで作ったケーキとか、コンクールで優勝した時に作ったケーキとか…」


　怒りで興奮した俺の頭に浮うかんだのは、三年前の思い出のケーキと、姉から借りたファイルに納められた、彼の作品の数々。あれから毎日のようにそれらを眺ながめていた俺は、彼のプロフィールなど、もうそらで言えるほどだ。


「すごくすごく美味おいしくて、その上なんて綺き麗れいなんだろうって、思ったよ。見ていたら幸せになるって言うか…俺、ケーキが並んでいるショーケースを見るの、大好きなんだ。あ、もちろん、食べるのはもっと好きだけど」


　大使館のパーティに出されたという、色とりどりのミニマカロンで出来た、ピエスモンテと呼ばれる円えん錐すい状のケーキはもちろん、数々のコンクールで賞を獲とったデコレーションケーキは芸術的なまでの美しさで、ショコラティエでもある彼の作った奇き想そう天てん外がいな形や色使いのチョコレートなども、写真を眺めているだけでも楽しかった。


「そういえば、アンタのお父さん、すごく有名な建築家なんだってね」


　間宮さんの父親はその名前を聞いて、特にその世界に詳くわしい人物でなくても、たいていの人は、あっ、と声をあげるくらい、著名な人だった。


『パティシエは、菓子を作る職人であると同時に、菓子という作品を創つくり出す芸術家でもある』──間宮さんを評する文章は、そんな書き出しで始まっていた。そして彼の才能は後天的なもの（雑誌によると、間宮さんは絵画や演劇、そして本などからインスピレーションを得ることもあるという）によるものもあるが、彼には親から受け継ついだ先天的な芸術センスによるものが大きいと続いていた。


「プロフィールが載のっていた雑誌に、アンタの優ゆう秀しゆうな才能は『父親の高い芸術センスを引き継いだ賜たま物ものだ』って書いてあったけど、俺も読んだ時、その通りだなって思ったよ。だからアンタのそのふざけた言動、がっかりする…」


　興奮気味に一人で言葉を続けていた俺は、そこでギクリと体を震ふるわせた。


──何？


　窓ガラスに映る彼の、無表情と形容するにはあまりに空くう虚きよで荒こう漠ばくとした瞳ひとみ。憎ぞう悪おすら浮うかぶその昏くらい輝かがやきは、数ある感情を束ねた先を照らしていた。


　随ずい分ぶん長い間、間宮さんのそんな表情を見つめていたような気がしたけれど、本当はほんの一いつ瞬しゆんだったのかもしれない。


　窓ガラスにククッ、と可笑おかしそうに笑う間宮さんが映っているのを認めたと思ったら、いきなり俺の耳元に、彼の唇くちびるを感じた。


「…菓子に綺麗も何もない。ただの食いもんだしな。芸術性なんてあるわけないし、たとえこの世から菓子がなくなったとしても、誰も困らないね」


　しかし吹ふき込まれた熱い吐と息いきとは真逆の、耳に残る冷たい言葉。その時終点である駅前に着いたバスが停車し、ガクン、と車内が揺ゆれる。


　それが合図のように、間宮さんは俺からパッと体を離し、バスから降りていく。そしてその姿はどんどん俺から遠ざかっていく。


「すいません、通して下さい」


　考えるより前に、足が勝手に動いていた。俺はすぐさま大声を上げて人を搔かき分けるとバスを降り、間宮さんの後を追う。


「待てよ！」


　鉛なまり色いろの空からはまだ雨が絶え間なく降り注いで、吹きぬける風に煽あおられた雨あま粒つぶが俺の頰ほおを濡ぬらした。駅へと続くエスカレーターの前で間宮さんを捕つかまえると、腕を引かれた彼は立ち止まったが、振り返ったその全身からは重苦しいオーラが立ち込めていて。


「何」


　一いつ切さいを拒きよ絶ぜつしているかのようなのに、彼はそれでも摑つかまれた腕を振り払はらおうとせず、黙だまって俺の顔を見ていた。その表情からは相変わらず何も垣かい間ま見えなかったけれど。


「俺、何か失礼な事を言ったのなら謝る。でも、お菓子がなくなっても誰も困らないなんて、そんな事を言うのはやめろよ」


　俺の何が彼を怒おこらせたのか、わからない。彼の、芸術作品とも言える素晴らしいお菓子の数々に、俺が勝手な想像（彼はきっと、お菓子に対して強い思い入れを持っているに違いない、とか）をしたのは確かだ。


　でも、『菓子がなくなったとしても、誰も困らない』なんて。


　そんなの、認めたくない！


「別に、謝るような事は何もない。むしろ、お前の方が怒っているようだけど？」


　急に間宮さんがくすり、と笑えみを漏もらす。しかしその笑みはどことなく攻こう撃げき的で、とても親しみの持てるものではなく、この状じよう況きよう──俺がムキになって言い募つのるのをからかってやろう、という意地の悪さが透すけて見えるようだった。


「でも、残念だけど俺は持論を変える気はないね。まあ、突とつ然ぜん菓子がなくなったら最初は皆みなびっくりするだろう。でも、マリー・アントワネットが言った『パンがないならお菓子を食べればいいのに』って言葉の、その反対もありえるんじゃないかって思うだけだ。『お菓子がないならパンを食べればいい』…所しよ詮せん、菓子はただの嗜し好こう品にすぎない。なくなれば皆そのうち慣れるさ」


　冗じよう談だんなのか、本気なのかわからない。からかわれているだけだと思いたいのに、彼の口調は噓うそを言っているようには聞こえない。それがますます俺を苛立たせる。


「…そんなこと、ない」


　今まで交かわした、意地の悪い軽口の続きだって、思えばいい。けれど、何故だろう？　どうしても彼にわかってもらいたい、という気持ちが胸の奥から込み上げてくるんだ。


「お菓子がなくなったら、少なくとも俺と、俺の家族はものすごーく困る！」


　俺には、間宮さんの作ったお菓子が、まるで宝石のように思えた。きらきら、ふわふわ、夢のようなそれらを見ていると俺は、心が何か、温かくて柔やわらかいものに包まれているような気持ちになったんだ。


　それはまるで、ばあちゃんが作ってくれた、あのバラのクリームケーキが出来上がるのを見つめていた時のように。


「昔からクリスマスになると、俺ん家、どの種類のケーキにするかで絶対揉もめるんだ。父さんは生クリームのケーキが好きで、母さんはブッシュ・ド・ノエル、姉ちゃんはチョコレートケーキが好きで…」


『お菓子がないと困る』事を説明したい一心で、俺は必死にクリスマス時季になると巻き起こる、我が家の『ケーキ決定戦』を話し始めた。本来ならこんな話、他人には絶対話さない。あまりにバカバカしくて、けれど真しん剣けんな話だから。


「みんな一歩も引かないから、予約する時にアミダで決めるんだ。悔くやしい事に、俺は五年連続敗退中だけど。去年のクリスマスは母さんが当たりを引き当てて、姉ちゃんがどんだけ悔しがったか…！」


　俺はその時、姉が地団太を踏ふんで悔しがり、その横で母親が小こ躍おどりして喜んだ様子を大おお真面まじ目めに話して聞かせた。


「それで、あまりに負け続きだから俺、思ったんだ。もし家族にパティシエがいたら、クリスマスに何種類ものケーキを一度に作り放題なのに、って…」


　言わなくてもいいことまで言っているな、と思ったけれど、ソーダを振ふった後の泡あわのように勢いよく飛び出した言葉は、もう回収ができない。


「…ブッ…クッ、ククククッ…」


　いきなり、間宮さんが噴き出したと思ったら肩かたを震わせ、笑い出した。真っ赤な顔をして。


「あっは！　あははははは！」


　今までの石像のような冷たい、無機質な顔付きから一変、体を二つに折って笑い転げる間宮さんに、俺は摑んでいた腕うでを瞬しゆん時じに引っ込めるくらいびっくりして、そのまま呆ぼう然ぜんと彼を見つめる事しかできなかった。


「…クリスマス時季は戦争のような忙いそがしさだから、職人は家に帰っている暇ひまなんてない」


　やっとのことで上体を上げた間宮さんは、目じりにたまった涙なみだを拭ぬぐい、俺に向かって残念でした、と言った。


「だから、カズちゃんの言うようなケーキ作りたい放題、っていう環かん境きようには程遠いな」


　その上、『カズちゃん』の部分をわざとゆっくり言ってニヤリと唇の端はしを上げて笑う。


　カッ、と頰が紅潮するのが自分でもわかった。


「言いたいことはそんだけ！　じゃっ！」


　からかうというより、バカにされてる！　俺はキッと目の前の、まだ笑い足りなそうに口元を緩ゆるませている男を睨にらみ付けると、クルリと背を向けて立ち去ろうとした。


「ぐぇっ！」


　しかし一歩足を踏み出したところで、グンッ、と俺の上体は後ろへ傾かたむいた。何事!?　と振り返ると、何と間宮さんが俺の着ていたパーカのフードの部分を摑み、引っ張っていた。


「なっに、すんだよ！」


「…食べたいケーキは？」


「はぁ!?」


　問いかけられた言葉はあまりに唐とう突とつで、俺はむかっ腹を立てた勢いのまま、俺を見つめる切れ長の目を鋭するどい視線のままで見返した。


「クリスマスのケーキ。お前は、何が、好きなの？」


　リズミカルに区切って歌うように質問を重ねる間宮さんはからかうような口調なのに、表情はさっきとは打って変わり、真剣で。


「チーズ、ケーキ」


　その表情に俺はすっかり毒気を抜ぬかれてしまい、彼と同じくひどく真面目くさってそう答えてしまう。何でそんな事を知りたいんだろう？　と不可解な気持ちを抱かかえたまま。


「ふうん、そう」


　好きなケーキを聞いた間宮さんと、答えた俺。そして、聞いてきた割には素そっ気無い相あい槌づち。


　たったそれだけのことなのに、俺達は禅ぜん問もん答どうをしているかのような神しん妙みような顔で、しばらくその場に突つっ立ったままでいた。


　その間、立ち尽つくした俺と間宮さんの周りでは、通勤途と中ちゆうの人々が忙せわしなく行きかう。時折不思議そうに振り返る人もいて。


「今日、授業が終わったら、俺の家に来い」


　いいかげん人の目が気になるな、と俺が思い始めた頃ころ、いきなり間宮さんが、命令を下す司令官のようにきっぱりとした声で言った。


「は？　な、何でアンタの家に俺が行かなきゃいけないんだよ？」


　あまりに唐突な展開に俺は興奮してくる気持ちを抑おさえられず、間宮さんに対して敬語を使う事を忘れた。


「怖こわい？　また襲おそわれると思って？」


「なっ…！」


　しかしどこか挑ちよう発はつ的な笑みを浮うかべた間宮さんが言った次の言葉に、俺の興奮は最高潮に達した。


「こ、怖いわけないだろ！　別にあれしきの事…」


　言ってしまってから自分がいかに大だい胆たんな発言をしたのか気付き、俺の感情の昂たかぶりは急滑かつ降こうで滑すべり落ちる。


「ほー、カズちゃんはああいう事するの、俺が初めてじゃないんだ」


　見ると間宮さんは大おお仰ぎように目を見開き、腕を前で組んだ後、緩く首を横に振っている。目の色にほんの少し影かげが差したように見えたのは、俺の気のせいだろうか。


　そんなことは置いといて、この状況は完全に誤解された感が漂ただよっている。しかも、間ま違ちがえた方向に。


「じゃこれ、俺の携けい帯たいの番号。道とかわからなくなったら連れん絡らくして」


　どうやって間宮さんの誤解を解こうかと、頭の中で渦うず巻まく言葉を選んでいるうちに、彼はさっさと話に結論をつけてしまう。あまつさえ、俺のパーカのポケットに会った日に渡わたされたのと同じ名めい刺しを入れながら。


「お、俺、行けるかどうかわかんないよ。バイト、代わってもらえないかもしれないし！」


　本当は、今日はバイトにいく日じゃない。けれどこのまま流されてたまるもんか。


　うっかり名刺を受け取ってしまったが、俺は叫さけぶようにそう言って、ぷい、と踵きびすを返そうとした。しかしその瞬しゆん間かん、間宮さんの長い指が俺の指先に触ふれるから、体の動きは止まった。


「俺のケーキを見ただけで、幸せな気持ちになったんだろ？　また食べてみたくないか？」


　指を握にぎったまま俺の方へ、間宮さんが顔を近付けてくるのが、まるでスローモーションのように感じられた。彼の甘く、誘さそうような声こわ色いろが、焼きたてのレモンケーキに塗ぬるシロップのように、俺の耳から全身に染みとおっていく。


「…食べたい」


　泣なき喚わめくかの如ごとく心臓が、俺の左側で暴れだす。


　周りの音は、もう聞こえなかった。








　間宮さんの家の最寄り駅は何とか覚えていた俺だったけど、そこから先の記き憶おくは曖あい昧まいだった。俺は教えられた間宮さんの携帯の番号へ電話をかけると、彼はすぐに迎むかえに行くと言って電話は切れた。


　何か、おかしな展開になってきたな。


『間宮さんの家に招待されたぁ!?』


　俺は駅の入り口で間宮さんを待つ間、先程姉と電話で話した事を思い返す。


『ホンのジョークのつもりで言ったのに、こんなに早くチャンスが訪れるなんて…ラッキー続きだわ！』


　ああ、何か怖い！　と言いながら、彼女の声は異常なテンションの高さを響ひびかせていた。俺は単に今日は遅おそくなる、と伝えたかっただけなのに。


　しかし遅くなるって、どこへ行くの？　と姉に聞かれて、噓うそをつく必要もなかった俺は、咄とつ嗟さに間宮さんの家に行く事になった経けい緯いを話してしまって…。


「そういうわけだから姉ちゃん、母さんに夕飯いらないって言っといてよ。さっき家にかけたら買いモンでも行ってんのか、いないんだよ」


『わかった！　言っとく言っとく！　で、カズちゃん…機会があったら、例のこと話してみてくれない？』


「は？　例のこと？」


『契けい約やく！　やだ！　アンタ忘れてたの!?』


「いや、忘れてないけど、今日いきなりそんな話できないよ」


　本当は少し忘れてた。けれど実際問題、いきなり『姉とパティシエの契約してくれませんか？』なんて言えるもんか。


『うーん、それもそうね。でも、今日話すのが無む理りだとしても、もっと仲良くなったら言えるわよ。…いい？　カズちゃん、先生とこれからも個人的に会えるような関係になるよう、がんばるのよ！』


　しかし俺の意見など聞いていない我が姉は、更さらにとんでもない提案をつきつけてきたのだ。


　俺の中ではまだ、何であんな失礼な奴やつの所に行かなきゃいけないんだ？　どうして行くなんて約束をしてしまったんだ？　と自問自答を繰くり返していたが、結局どの問いも、ケーキを食べたい、という誘ゆう惑わくに勝てるものはなくて。


「…しっかし姉ちゃんも無茶な事次々と言うよなぁ…」


　誘惑に負けた俺は夕暮れの近付く駅前で、こうして壁かべにもたれている。そして数メートル先から歩いてくる間宮さんの姿を見つけた。


「こんにちは」


　朝、あれだけ彼と話した（口論？）というのに、こうして今、俺の傍そばまで来た間宮さんと向かい合った途と端たん、何だか硬かたくなってしまう。しかしぎこちなく挨あい拶さつをした俺に、彼は軽く笑うと、先に歩き出した。


　五、六分ほどして、覚えのあるタンポポ色の建物が見え、シンメトリーな糸いと杉すぎの植木が近づく。エレベーターに間宮さんの後から乗り込んだ俺は、彼の指が五階を押す前から、⑤のボタンをじっと凝ぎよう視ししていた。


　また、ここに来るなんて、なんだか噓みたいだ。


　エレベーターが昇のぼっていく短い間、チラリと間宮さんの横顔を盗ぬすみ見る。俺の背せ丈たけよりも、十数センチは高いだろうか、長身の彼を、気付かれない様に仰あおぎ見るのは正直しんどい。


「どうぞ」


「お邪じや魔まします…」


　中に入ると、室内にはもう甘い香かおりが漂っていた。沸わき上がる高こう揚よう感かんから俺は、森の中でお菓か子しの家を見つけたヘンゼルとグレーテルは、こんな気持ちだったのかな、と考えたり。


「そっちに座って」


　この間と同じく、キッチンと対面のカウンターテーブルに座ろうとした俺に、間宮さんは奥のリビングを指差した。


　リビングからテラスへと続く大きな窓には、目を引く大きなリーフ柄がらのカーテン。


　そこは寝しん室しつ同様、シンプルでいてデザイン性の高い家具──ソファとテーブル、床ゆかに置かれた大きなシェードランプの下に、一人がけのソファが置かれていた。


　それだけなら、この家がインテリア雑誌から抜け出たような、どこか無機質な印象しか与あたえないものだと思うところだが、テーブルの上に置かれた、陶とう器きのボウルに積まれた青リンゴ、中ぶりのガラスの花か瓶びんに無造作に生いけられたスズランの花などが、そこを『暮らし』が漂う空間だと感じさせる。


「スズランの切り花って、珍めずらしい」


　間宮さんは花を生ける習慣があるみたいだ。確かこの間もチューリップの花があったはず。


　俺はリビングの真ん中に立ったまま、後ろにいる彼を振ふり返る。


「ああそれ…もうすぐ Jour des Muguets だから」


　振り返った先の間宮さんは、キッチンカウンターに並べた、白地に青いプラムが描えがかれたコーヒーカップへコーヒーを注いでいた。


「何？　ジュ…？」


　馴な染じみのない単語に、俺は首を傾かしげる。


「ジュール・デ・ミュゲ。スズランの日。フランスでは五月一日にスズランの花を贈おくり合う習慣があるんだ。貰もらった人には幸せが訪れるってね。ただ、渡すのは五月一日当日じゃないといけない。…その前に贈ると、逆に不ふ吉きつなんだ」


　間宮さんは注ぎ終わったコーヒーポットをシンクヘ置きながら、フランスでは有名らしい習慣を話してくれた。


「へえ…」


　日本で五月一日といえば、よく知っててメーデーぐらいしか思いつかない。（大たい抵ていはゴールデンウィークの中日、くらいだ）国によって色んな習慣があるんだな、と思いながら俺は、テーブル上のスズランを眺ながめた。


「やろうか？」


　随ずい分ぶんと長い間、俺はスズランを見つめていたらしい。後ろから間宮さんがそう俺に声をかける程に。


「それ。スズラン」


「な、何で？」


　さっき聞いた、『スズランを貰った人には幸せが訪れる』という言葉を思い出して、俺は間宮さんの心こころ遣づかいに胸を熱くする。


　もしかして間宮さん、けっこういい人なのかも？


「そんだけ物欲しそうに見てたら、誰でもやろうって気になる。その花瓶のヤツ、持って帰っていいぞ」


　でたよ、性格極ごく悪あく大だい魔ま王おう発言。


「五月一日より前に貰うと、不吉なんじゃなかったの？」


　ほんの少しでも彼がいい人かも、なんて思った俺が浅はかだった。冷たい目線と共に俺が振り返ると、そこに間宮さんがトレイを持って立っていた。


　確信犯的にニヤリと唇くちびるを曲げながら。


「よく聞いていたじゃないか」


　あはは、と間宮さんは笑いながら、コーヒーと焼きたてのチーズケーキをテーブルの上に置いた。


「クワークチーズケーキだ。どうぞ」


　ドイツのレシピだというそれは、クワークという硬めのヨーグルト状のチーズを使ったクリームを焼き上げた下地に流し込み、もう一度焼くというものらしく、俺が想像していたより素そ朴ぼくな外見のケーキだった。


「…いただきます」


　さっきの今で、変に警けい戒かい心を強くした俺は、何か変なカラクリとかないだろうな？　と用心しながら、目の前のケーキにフォークを入れた。ケーキの表面は艶つややかな焼き色がついていて、クリームの部分はやわらかなレモン色。


「おいしい！」


　口に入れた後、思わず声を上げた俺は、一口、一口と味わうほどに長い一息をついてしまう。下地のサクサクとした香こうばしい食感と、新しん鮮せんなチーズクリームの味が広がっていく。


「何か、これならホールごと食べられそうだ…」


　甘みが強いのに口当たりはさっぱり。チーズケーキが一番好きなケーキとはいえ、どっしりとした食感やこってりとした味は、どうしてもたくさんの量は食べられない。けれど間宮さんの作ったこのケーキにはそれがなく、危険な程にどんどん口に入る。


「クワークはクリームチーズより脂し肪ぼう分が少ないのに栄養価が高いから人気がある。ドイツでは脂肪含がん有ゆう量の違ちがう色々なクワークがあるんだけど、日本で普ふ通つうに手に入れるのは難しいのが残念なところだな」


「そうなんだ…」


　手に入りにくいチーズを使った、この上なく美味おいしいケーキ。それが、俺だけの為ために作られたものだと思うと、俺の胸は感動と戸と惑まどいで一いつ杯ぱいになる。


　彼は、どういう気持ちでこれを作ってくれたんだろう？


　そう思った俺は、けれどすぐさま自分の考えを笑い飛ばす。


　別に特別な何かなんて、あるわけない。パティシエである彼にとって、お菓子を作ることなんて日常茶さ飯はん事じなのだから。


「ほら、どんどん食え」


　フォークを動かす手が止まった俺の腕うでを、間宮さんが軽く叩たたく。俺は再びケーキを口に入れると、この上ない幸せをもたらすものを嚙かみ締しめた。


「おいしい」


　食べている間中、何度この言葉を口にしたかわからない。ふと目を上げると、間宮さんが俺の顔を見つめていた。


「何？」


「あ？…ああ…なんかお前、すげー美味うまそうに食うんだな、って思って」


　ぼんやりと眺めているようで、けれど穏おだやかで優やさしい色を帯びた瞳ひとみが、俺へと注がれていた。普通、じっと見つめられていたら居い心ごこ地ちの悪いものなのに、彼からの視線は不思議と不ふ愉ゆ快かいさを感じない。


「どうせ食い意地が張ってますよ」


　ただ、頰ほおがぼぉっと、熱くなってくる。俺は調子が狂ってくるのを感じながら下を向き、ケーキを食べる事に集中しようとした。


　夕日がリビングに差し込み、部屋の中が、紅あかくなっている俺の頰と同じ色に染まっていて、今の俺の顔色が彼にバレないのがありがたかった。


「なあお前、新作のケーキ、考えるのに付き合わないか？」


「え？」


　突とつ然ぜんの依い頼らいに俺が顔を上げると、間宮さんがテーブルの向こうから身を乗り出していた。


「俺が勤めている店、年に二回、新しいケーキを発表する事になっているんだ。そのレシピができたらメールで送ってくれって言われているんだけど、試食してくれるヤツがいなくて」


　いつもはスー・シェフを始め、店のスタッフ達が試食をするそうだ。しかし考えたレシピを片っ端ぱしからメールで送っていたのでは効率が悪い。だからこっちで試食して、厳選したものを最終的に発表したいのだと彼は続けた。


「教室に来ている生徒さんたちに食べてもらえばいいじゃん」


　俺は間宮さんの事を噂うわさしていた時のマダム達の顔を思い浮うかべた。彼のケーキを食べるためにパリに行くくらいだ。涙なみだを流して協力してくれるだろうに。


「あのな、店の新作だぞ？　レシピはトップシークレット。誰かれ構わずほいほい食わせられるか」


　依頼された事は俺にとって願ったり叶ったりな事なのに、俺は今ひとつ素直に喜びを表現できない。…彼の口の悪さのせいで。


「じゃあ、何で俺を？　立場は同じだろ」


　そう言った途端、彼が俺の瞳を覗き込む。少しの間があり、やがて彼が口を開いた。


「お前は裏切らない。こと、菓か子しに関しては。…だろ？」


　間宮さんの口から零こぼれ出た、たった一言。真しん摯しな瞳と共に彼の口から出たそれは、俺の心臓を一いつ瞬しゆんだけ止めた。


「マズイならマズイって言ってもいいぞ。ま、俺の作るケーキに、そんなのありえないけど」


　けれどそれは本当に一瞬。次の言葉で俺は思い切り顔を顰しかめる。


「…自うぬ惚ぼれんのも大たい概がいにしろよ。それに俺、まだ試食係やってもいいって言ってないけど？」


「嫌いやなのか？　新作だぞ？　お前が大好きだって言う、ものすごーく綺き麗れいで、ものすごーく美味しい、俺のケーキを、誰よりも早く食べる事が出来るんだぞ？」


　ものすごーく、と間宮さんはその部分をやけに力を込めて二回も言った。三年前の、光り輝かがやくようなケーキの残像が俺の頭を去来する。


　食べたい、食べたい！


「…しようがないな」


　やってやってもいいよ、と素っ気無く言いながらも、俺は胸の中を渦うず巻まく、ワクワク感とドキドキ感が顔に表れないようにするのにどれだけ苦労した事か。


「おかわりは？」


　おかわりを促うながされ、この気持ちを見み透すかされないように、俺は下を向きつつケーキ皿を間宮さんの方へ突つき出した。新しく盛られたケーキを受け取り、またも俺は幸せな気分になる。


　この部屋にいる間宮さんと俺。まるで小さな世界に二人きりになったようだ。


「うん。やっぱりお前の食べてる顔、いいよ」


　そう声をかけられて上うわ目め遣づかいに顔を上げると、彼と目が合った。


　ただ、それだけのことなのに、金色の光を纏まとった彼が微ほほ笑えむその姿を、俺は美しい絵画のようだと思った。
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　それから俺は、間宮さんの新作ケーキの試食係として、毎日のように彼の家を訪れるようになっていった。


　この事を知った姉は大喜び。彼女としては俺が契けい約やくの橋はし渡わたしの為に彼の家に行っていると考えているらしく、俺が間宮さんの家から帰ってくると満面の笑顔で出で迎むかえてくれる。


　俺としてはそうじゃないんだ、と言いたい所だったが、まさか彼女に間宮さんの新作の事を話すわけにも行かず…。


　まあ、折を見て間宮さんに契約の事を話してみようかな、と考えつつ、俺は、ゴールデンウィーク最後の土曜日、間宮さんと二人、教室が終わった後に彼の家へと二人で歩いていた。


「今日のレシピは変わってたね。サボワ地方ってどこにあんの？」


　エレベーターの中で俺は、今日の教室で作った『ＭＡＬＡＫＯＦＦ』という名前の、メレンゲを熱々のキャラメルと合わせて冷やし固めたお菓子について、傍かたわらの間宮さんに尋たずねた。貰もらったプリントには『フランス・サボワ地方に伝わる祝い菓が子し』としか紹しよう介かいされていなかったから。


「フランスの東の方。スイスとの国境近くだ」


「ふうん…。でもなんで『マラコフ』なんてロシア風な名前なんだろ？」


「…クリミア戦争で激戦地になった要よう塞さい都市・セヴァストポリにあったマラコフ砲ほう台だいにちなんでさ。そこは今のウクライナらへんだからそういう名前なんだ」


　間宮さんは、舌を嚙かみそうなヨーロッパの都市の名前を美しい発音で言いながら、俺の疑問に対して淀よどみない説明をしてくれる。


「クリミア戦争って…ナイチンゲールが活かつ躍やくしたあの？」


　十九世紀中なか頃ごろ、近代史稀まれに見る大戦争として有名なクリミア戦争。俺は高校の時に選せん択たくしていた世界史の授業を思い出した。


「そう。丸い型に入れたら砲ほう丸がんみたいだろ？」


「そう言われれば…そうだね！　そう見える！」


　舌した触ざわりはふわっとしていても、外見はキャラメルの濃こい茶色がどことなく無骨な砲丸をイメージさせなくもない。俺が感かん嘆たんの声を上げて深く頷うなずいていると、なぜか間宮さんは軽く肩かたをすくめた。


「すぐにひっかかる…噓うそだよ」


「ウソ!?」


　あまりにもっともらしく言うもんだから、俺はすっかり信じていたのに！


　口を開けたまま勢いよく間宮さんの方を見上げれば、彼は横目で俺をチラリと見て、苦笑いを浮かべていた。


「おい和明、気をつけろよ？　外国じゃお前みたいなのがコロッと騙だまされて、どっかに売り飛ばされるんだ」


「うるさい！　『噓つきは泥どろ棒ぼうの始まり』なんだぞ！」


　エレベーターが五階に着き、俺がそう叫さけんだ声が開いたドアより漏もれて、マンションの廊ろう下かに響ひびき渡わたる。


「俺はフランス育ちなもんでね。あっちでは『騙すより騙される方が悪い』っていうのが常識なんだ」


　そして、後から降りた間宮さんのバカ笑いも。


「んっとに、減らず口だな！…あれ？」


　間宮さんのイジワル攻こう撃げき（口こう撃げき？）にプリプリしながらも俺は、一番奥の彼の住居まで慣れた足取りで進む。しかし途と中ちゆうで、黒地に金色の枠わく取りがしてある間宮さんの家のドアの前に、人ひと影かげがあるのを見つけた。


　年は俺とそう変わらないだろう、スリムジーンズにＴシャツというシンプルな服装をした長身の青年が、ドアに凭もたれる様にして立っている。


「遅おそい、歩」


　彼は俺達の足音に目線を上げると、少し驚おどろいた様子で俺の後ろからやってきた間宮さんに視線を定めた。しかしすぐに眉まゆ根ねを寄せると、待ちくたびれた、と言いたげな声を上げる。


「何だ、お前か」


　ゆったりとした靴くつ音おとを立てて歩いてきた間宮さんは、青年の出現にも別段驚いていないようだった。俺の脇わきを通り過ぎ青年の傍らに立つと、ドアを解かい錠じようした。


「来るなら前もって連れん絡らくしろよ」


「携けい帯たい鳴らしても出なかったくせに、よく言うよ」


　ドアを開けるとそう言って当然のようにすぐ中へと入っていった青年に対して、俺はその場から動けず玄げん関かんドアの手前で突っ立ったままだった。


　誰だ？　俺、このまま入ってもいいのかな？


「和明？」


　中へ入る事に戸と惑まどう俺に、しかし間宮さんは不思議そうな顔をしてドアを開け放したまま、俺を待っている。俺は少し迷ったが、彼に促されるまま、中へと入った。


「初め、まして」


　そのまま奥へ進むと、リビングのソファにドカリと座っていた青年と目が合った。ぎこちなく挨あい拶さつをした俺に対して、青年は無言のまま軽く頭を下げる。


　さっきは暗がりなのでよくわからなかったが、明るい部屋の中で改めて目にしたその人は、どこか日本人形を思わせる、上品な顔立ちをしていた。


　滑なめらかな陶とう器きのような肌はだに、濃い睫まつ毛げに縁ふち取どられた黒くろ真しん珠じゆの如ごとく大きな瞳ひとみ。そこからは意志の強さを物語る光が輝かがやき、じっ、と俺を見つめてくるその目力に、俺は正直、圧あつ倒とうされそうになった。


「で、チカ、何か用か？」


　薄うす手でのジャケットを脱ぬいだ間宮さんはキッチンに入ると手を洗い、冷蔵庫を開ける。そしてアイスティーの入ったデキャンタを取り出しながら青年へと声をかけた。


「その前に、俺にはお茶、出してくれないの？」


『チカ』と呼ばれた青年は、ソファの上で膝ひざ立ちになると、間宮さんが俺に注いでくれているアイスティーのグラスを見て、不服そうな声をあげる。


「彼はお客だ。お前とは違ちがう」


「えー？　差別だ！」


　欲しけりゃ自分で入れな、と間宮さんは続いて自分が飲む分をグラスに注ぐ。途と端たんに青年は恨うらめしそうに俺のグラスを見つめてくるから、俺は居たたまれず、目の前のグラスをつかんで『俺はいいですからどうぞ！』と差し出したくなる衝しよう動どうにかられた。


「まったく、幼おさな馴な染じみに対して随ずい分ぶんな応対だこと」


　幼馴染み？


　どう見ても年下の彼が、間宮さんに接する態度に屈くつ託たくがないのはそれでわかった。俺がチラリと彼に視線を送ると、その視線に気付いた青年はソファから立ち上がり、まっすぐ俺に近づいてきた。


「俺、酒本智とも嘉ひろ。よろしく」


　あと、チカはあだ名、と青年は唐とう突とつに自己紹介をして唇くちびるだけで笑う。しかし見つめる目には、どこか俺の反応を試すような色を滲にじませていた。


「…サカモト・トモヒロさん…って、酒本クッキングスクールの方ですか？」


　俺は彼の苗みよう字じを聞いた瞬しゆん間かん、彼が何者なのかピンときた。その反対に酒本さんは、俺の問いかけは予想外だったらしく、おや、と眉を少し上げたけれど。


「そう。よくわかったね。正確には、酒本クッキングスクールは俺の母親が経営してんの。ところで君の名前は？」


　聞きながら彼は身を翻ひるがえし、猫ねこのように軽い足取りでキッチンの中に入りキャビネットからグラスを取る。


「えっと、森下和明です。今、間宮さんの教室に通ってて…」


「あんたが!?　ウチの教室に通ってんの？　歩！　モノ好きもいるんだな！」


　俺が言い終わらないうちに酒本さんの素すっ頓とん狂きような声が被かぶさる。彼は冷蔵庫からトマトジュースを取り出してグラスに注ぎ終わると、マジマジと俺を見てから堪たえ切れない、という風に爆ばく笑しようした。


　何か、さっきから俺、随分な扱あつかいじゃないか？　初対面だっていうのに？


「チカ、急ぎの用件がないならとっとと帰れ」


　眉み間けんに深い皺しわを寄せた間宮さんは、首を玄関の方へ向ける。言い方といい、声のトーンに含ふくまれる、あからさまに退出を促うながす彼の態度に、トマトジュースを飲んでいた酒本さんはムッとした表情を浮うかべた。


「用件？　あるよ」


「じゃ、さっさと言えよ」


「まったく、せっかちなのはあいかわらずだなー。知ってる？　眉間の皺は一度定着したら、なかなか取れないって…わかったよ！　そんな怖こわい顔して睨にらむな！　用件は、母さんが来週退院する事を伝えに来たんだ」


　酒本さんは腕うでを組んで呆あきれたように間宮さんに対して『短気は損気』と忠告したが、ギロリと睨まれると、両手を上げて降参のポーズを取り、やっと用件を話し出した。


「退院…そうか」


　間宮さんの顔から、眉間の皺が消えた。その代わりに浮うかんできたのは安あん堵どと、喜びの表情。それに応こたえるように酒本さんの顔もまた、柔やわらかな微ほほ笑えみに変わっていく。


　そういえば、間宮さんはその〝酒本先生〟が入院したから代理で講師をしてたんだっけ。間宮さんとは古くからの知り合いって言ってたから、彼も心配していたんだろう。


「母さんったら『歩君に迷惑かけてるから早く元気にならなきゃ』ってすぐにでも働き出しそうな勢いでさ。…それとごめん、歩。俺があの時、咄とつ嗟さにお前に電話しちゃったせいで、色々と面倒な事に巻き込んじゃって。でも、もう少しの我が慢まんだから」


「面倒なんて思ってないさ。…当然の事をしたまでだ」


　二人が言っているのは、スクールの講師の件だろう。間宮さんは自分の店を放り出してまで依頼を受けたって話だから、きっと俺にはわからない絆きずなが二人にはあるのかもしれない。


　酒本さんと間宮さんが話す時の口調、態度、そして表情を見ているだけでもわかる。それは俺の知らない彼らの付き合いや歴史の深さで、俺は二人との間に見えない薄い膜まくが張られているような気がした。


　それからも二人はしばらくの間、俺がわからない話をし続けていたが、後で時計を見たら、そんなに長い時間ではなかった。


　でも、俺にはまるで永遠のような気がした。


「じゃあ俺、帰るわ。…じゃね、森下君」


　暇いとまを告げた酒本さんが、俺の横を通り過ぎざま、微笑みながらバイバイ、と手を振ふる。そのまま玄関の方へ去っていく彼に俺はさよなら、と言うと、その後を間宮さんが送っていくのを見送った。


　気のせいだろうか、最後俺に手を振った時、俺を見つめた彼の瞳の奥が、ちっとも笑ってないように見えたのは？


「待たせたな。すぐに試食のケーキ、用意するから」


　声をかけられて振り返ると、そこにはいつの間に戻ってきたのか、間宮さんがいて。


「別に急がなくていいよ。でもよかったの？　あの人、何かまだ話したそうだったけど？」


「突とつ然ぜん来るのが悪い。チカは昔から神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、そして大たい抵てい、間が悪いんだ」


　玄関の方へ目を向けた俺に、間宮さんは幾いく分ぶん辛しん辣らつな言葉で酒本さんを評した。その言葉の端はし々ばしに二人の繫つながりが透すけて見える。


「酒本さんとは…」


　ただの幼馴染み？　と聞くにはあからさまな気がした。けれど間宮さんは言い淀んだ俺に気付かず、再びキッチンへ入ると、酒本さんが出しっぱなしにしていったトマトジュースを冷蔵庫へしまいながら、俺に彼の事を説明してくれた。


「元々、チカの母親…料理学校のオーナーなんだけど、その人と俺の母親っていうのが同級生なんだ。家も近所だったから、フランスに行くまで、よくお互たがいの家を行き来してた。チカとはまあ、幼馴染みというか…兄弟みたいなもんだな」


「そうなんだ」


　間宮さんに親しくしている人がいるなんて意外な気がした。けれど考えてみたら彼だって普ふ通つうの人間だ。家族を始め、そこから繫がっている人達もいるだろう。


「で、今年の二月に、あいつがいきなりパリまで電話してきて…母親が倒たおれたってパニックになっているから、急いで帰国したんだ。チカの父親は小さい時に亡なくなっているし、彼の母親は俺にとっても大切な人だから…まあ、幸い大したことなかったんだけど、さすがに授業は無む理りだから、俺が講師の代行を買って出たってわけ」


「へえ…」


　じゃあ、酒本さんのお母さんが復帰したら、彼は講師をやめちゃうのかな。


　間宮さんが代行の講師を務めることになった経緯いきさつを聞かされて、俺は何となくそんな考えが浮かんだ。


　ほんの少し、寂さびしい気持ちと共に。


「酒本さんにも残ってもらって、ケーキの試食してもらったらよかったのに」


　冷蔵庫の中から昨日作ったという新作候補のケーキを取り出している間宮さんに、俺はそう声をかけた。


　そもそも、あれだけ親しい間あいだ柄がらの彼の方が試食係に適しているんじゃないのだろうか？　しかも彼は、プロの料理研究家の息むす子こさんなのだし。


「チカにケーキ？　冗じよう談だんじゃない」


　しかしすぐさま間宮さんから返ってきた言葉は、俺が予想してなかったもので。彼は露ろ骨こつに顔を歪ゆがめると、目の前に大きな虫が飛んでいるかのように手を大きく払はらった。


「チカは味オンチなくせに『甘さが足りない』だの『焼き加減がイマイチ』だのやたらと文句が多いんだ。そんな奴の為にわざわざ菓子作るほど、俺は慈じ善ぜん家じゃない」


　間宮さんの作ったお菓子にケチをつけるだなんて信じられない。


「どうせなら、ウマイって喜んでくれる奴の為に作りたい。食べさせがいがあるからな」


　間宮さんは同じく冷蔵庫から取り出したフルーツ──イチゴや、桃もも、そしてキッチンの窓辺で栽さい培ばいしているアップルミントの葉──を手て際ぎわよくお皿の周りに盛り付け、俺の目の前に出してくれる。


「お前にだから、食べさせたいんだ」


「あり…がと」


　うわ、何？　すげー胸が、ドキドキする…。


　お皿に載のせられた、ブルーベリーとピスタチオを使ったフロマージュケーキ。フォークを入れるとふるると揺ゆれて、舌に載せるとほんのりとラム酒の風味がする。


　胸が痛いくらいに高鳴るのは、美味おいしいケーキのせいだけじゃない。ケーキよりも甘い、間宮さんの言葉のせいだ。


「聞くまでもないけど…ウマイだろ？」


　俺は熱くなる頰ほおを感じながら、舌の上でとろけるケーキを食べる。けれど先程までの態度が夢のように、尊大な口調の間宮さんの声が聞こえてきて、俺は彼に向かってイーッと歯を見せた。心のどこかで、いつもの調子に戻もどった事に安心しながら。


「ムカつくくらい、ウマイ」


　意地の悪い間宮さんの態度には閉口するけど、彼の作るお菓子を食べると、本当に幸せな気分になれる。それとも、お約束のような彼の憎にくまれ口に慣れただけだろうか？








「和君」


　六月に入って最初の土曜日。俺はお菓子教室の時間まで時間を潰つぶそうと、大学の学食横のホールで、最近お気に入りのアイスピーチティーを飲んでいた。そこへ、同じクラスの三み山やま理り香か子こがやって来た。


「何？　どしたの？」


「帰ってなくてよかった～」と言いながら三山は、俺が座っていた一人掛がけのソファの向かいの席へ腰こしを下ろす。彼女とは取っている講義が同じ事が多く、さっぱりとした彼女の性格も相まって、行動を共にする事が多かった。


　三山は鞄かばんから一冊の本を取り出すと、それをカフェテーブルの上に置いた。


「図書館で借りていた本返しに行ったらさ、これ見つけたの。月曜日に渡わたそうと思ったけど、さっきそこで高野君とすれ違ちがった時、和君がここにいるって聞いて」


「これ！　もしかして俺が言ってたヤツ!?」


　手元に引き寄せると、その本は来週提出するレポートに必要な資料となるものだった。先週借りようと思って図書館に行ったら生あい憎にく貸し出し中だったのだ。


「そう。早くしないと他ほかの人にまた借りられちゃう、って思ったから、あたしのカードで借りておいた」


「うわ～！　ありがと、三山！」


「どういたしまして。…そういえば今日だよね？　例のお菓か子し教室？」


　三山は俺がお菓子教室に通っている事を知っている唯ゆい一いつの友人だ。彼女は口が堅いから無責任に言いふらさない、と思って話したのだが、これが別のヤツなら腹を抱かかえて笑い、次の日には学部中の人間が知るところになる…まではいかないがそれに近いものはあるはずだ。


「うん。今日はレモンのムースを作るんだ。あー、残念。焼き菓子だったら三山にやれたのに」


　ムース・グラッセ・オ・シトロンという名前のそれが、先週発表された今日の授業のレシピだったが、残念な事に冷蔵庫で冷やし固めて作るそれを、月曜日に彼女に渡す事はちょっと無む理りだ。せっかく、本のお礼にぴったりなのに。


　俺がそう言ってくやしがると、三山は笑って手を顔の前でひらひらと振ふる。


「いやいや、そんなの気にしないでよ。でも珍めずらしいよね、お菓子教室の先生が男の人って。しかもその前に和君のバイト先で会っているんでしょ？　偶ぐう然ぜんっておもしろいねー」


　更さらに三山には、あの夜から現在に至る俺と間宮さんの事を話していた。もちろん、送っていった時にされた事は言わず、ただ、彼を介かい抱ほうするために一晩泊とまって、その後、偶然お菓子教室で再会した、という、大部分をはしょった話をしただけだ。


「ね、その先生ってどんな人？　なんか大人おとなでかっこよさそう！」


　三山が興きよう味み津しん々しん、といった感じでソファから身を乗り出して聞いてくるけど、俺は思い切り顰しかめっ面つらになり、すごい勢いで首を横に振った。


「は!?　全然！　ま、顔はいいけど…でも、性格は超ちようサイアク！　何を考えているのかサッパリだし、途と方ほうもなくイジワルだし！」


「え、じゃあ何でその人のトコに行くわけ？　仲良くなったんじゃないの？」


　三山は、俺が如何いかに間宮さんから迷めい惑わくを被こうむっているか、という話を聞くと、目をぱちくりと瞬まばたかせる。確かに、それだけ彼の悪口を並べ立てている俺が彼の家に出入りしているというのはおかしな話だ。


「うーん…その、仕事の手伝い、頼たのまれているし…まあ、イジワルだけど、パティシエとしての腕うでは超一流で、尊敬できる所もないわけじゃないっていうか…」


　そう。実際、ケーキを作っている間宮さんを見ているとすごく圧あつ倒とうされる。ケーキのデザインを考える絵コンテを描かいたり、実物を作製中の彼は正にプロ中のプロ。芸術品を生み出す指先や真しん剣けんな目線に、俺は見み惚とれてしまうこともしばしば。


　俺が今まで試食したケーキはどれも『Ｈ[image: ]ＲＩＳＳＯＮ』のイメージを崩くずさず、伝統的な味を残しつつも必ずどこかに新しい──味はもちろん、使う材料など──ものが含ふくまれていた。


『これは、ナシだな』


　けれど俺には食べる毎ごとに、このケーキが新作に選ばれるんだろう、と思えても、間宮さんはそう言って首を振る。


　老舗しにせ店のシェフ・パティシエとして、いい加減な作品を世に送り出すわけにはいかない、というのもわかるけど、順次ボツになっていくケーキ達を見るにつけ、俺は何だか愛いとしい我が子が重要なオーディションに合格できなかったみたいな、どこか憐れん憫びんの情が湧わいてしまうんだ。


　もったいないよなあ…こんなに綺き麗れいで、美味おいしいのに…。


　そんな風に思いながらも、俺が間宮さんの家に出入りするようになって約一ヶ月。日々はあっという間に過ぎていく。


　その期間を通して俺は彼の様々な面を知っていき、それは俺の心にある種の変化を巻き起こしていった。


『──メシ、作ったから食べていけよ』


　間宮さんの家に行くと、大たい抵てい彼はキッチンに入っていて、試食のケーキの他ほかに昼食や、時には夕食までご馳ち走そうしてくれる。もちろん俺も隣となりで手伝うけど、それは手伝いというより、観察、といったほうが正しい。


『フランス料理はパンとアスパラガス以外は手で食べちゃいけない。骨付きチキンも、果物もダメだ』


　食べながら間宮さんは、時折俺にフランス式のテーブルマナーを教えてくれるが、別にその通りにしろと言っている訳じゃない。出てくる料理も野菜に肉を詰つめて（ファルシ、という料理名らしい）トマトソースをかけたものや、ジャガイモをゆで、ピュレ状にしたものと卵を混ぜて、フライパンで焼いたものなど、肩かたが凝こらない、おいしいものばかりだった。


　気がつけば俺は間宮さんと過ごす時間──ご飯を食べたり、他た愛わいもないおしゃべりをするのが日常のように感じ始めていた。そしてそれと同時に彼の表情に浮うかぶ些さ細さいな感情の変化にも気付くようになって。


『フランスのカボチャは、日本のものと違って、繊せん維いと水分が多いんだ。ポタージュやグラタンには適しているんだけど、煮物には向かない』


　ある日、キッチンでカボチャを切っていた間宮さんは、包丁を使っていた手を止め、そう言いながら傍かたわらにいる俺の方を見た。


　全ぜん寮りよう制せいの学校に入学した頃ころ、日本食が恋こいしくなった彼は、クリスマス休きゆう暇かに帰省した際、マルシェ（市場）で買ったカボチャを煮てみたらしい。しかし宿題をしながら一時間、二時間と待てどもカボチャは軟やわらかくならず、三時間たっても硬いまま。


『間宮少年、絶望す！　って感じ？』


『茶化すなよ。本当にショックだったんだからな』


　俺はその時、間宮少年がいつまでたっても軟らかくならないカボチャを前に、途方に暮くれている姿を想像してクスクス笑いが止まらなかった。そんな俺を横目に見た彼は拗すねたように口を尖とがらすから、ますますおかしくて。


『で、どうしたの？　その不味まずそうな煮物』


『ヤケクソになって食べたけど、それから二度と作ることはなかったよ』


　だから日本に帰ってきた時、真っ先にスーパーで買ったのは日本のカボチャだった、と間宮さんはそう話を締しめくくった。


　しかしそう話す間、彼の顔にチラリと垣かい間ま見えた寂じやく寞まくの光。それは初めて彼を見た時の、あのどうしようもない寂さびしさを抱えた姿を思い出させるもので。


『…まあでも、作ったお母さんもがっかりだったろうね。そんだけ不味かったんじゃ』


　どうしたんだろう？　何が彼をそんな表情にさせるのかわからない俺は、チラチラと小刻みに彼の横顔へと視線を投げかけながら、わざと軽い口調で家族を示し唆さする質問を投げかけてみる。


　以前から気になってはいた、彼の家族の存在。フランスに行ったのはお父さんの仕事の関係だということは知っているけど、間宮さんの口から両親の話を聞いた事はないから。


『一人で作って、一人で食べたから誰も困らなかったよ』


　ひとり？　母親の力を借かりずに作ったっていう意味？


『食べたって、どれくらいの量？』


『小さめのヤツを買ったけど、少なくとも五人分くらいはあったかな』


　五人分のカボチャの煮物（失敗作）。俺は目の前に山盛りのそれに奮ふん闘とうした後、苦しそうにしている間宮さんと、苦笑いの表情でそれを見ている彼の家族を想像した。


『…ああ、困っていた人間が一人だけいたな。通いのお手伝いさんは明らかに迷惑そうだった。カボチャを煮ている間、俺がキッチンの作業台をずっと占せん領りようしていたから』


『お手伝いさんって、お母さん、フランスで何か仕事してたの？』


　それなら夜、仕事から帰ってきた彼女はカボチャの生ゴミを見て、苦笑いを浮かべたことだろう。後で旦だん那なさんに面おも白しろおかしく話して聞かせたかもしれない。


『親はフランスに行く前に離り婚こんした。その前からも家族揃そろって食事をした記き憶おくはないな。父親はいつも家にいなかったし、いても大たい抵てい母親とケンカしてた』


　すっかり家族と結び付けて間宮さんの話を聞いていた俺は、最終的に知らされた真相──両親は離婚をしていて、温かい家庭とは縁遠い生活の中で育った──を聞いて、グッ、と言葉を詰まらせた。


『ま、誰もが知っている「有名な建築家の家庭」も、蓋ふたを開ければそんなもんだ』


　しかし話した当の本人はサラリとそう言った後、唇くちびるの端はしを軽く上げるだけ。


　それは大人の笑えみ、というか、どこかシニカルな感じで。俺は彼がその笑みを体得するまでに、どれ程の寂しさを味わい、それを強さに変えていったのかと思うと、心に大きな岩が伸のし掛かかってきたような痛みを感じた。


『ごめん…あ、えっと、その…』


　俺は咄嗟に謝ったものの、間宮さんが変に誤解しなかっただろうかと心配になる。彼はかわいそう、という同情をされたいと思って俺に個人的な話をしたのではないはずだから。


『親の離婚なんて、よくある話だ。特別な事じゃない。…理り不ふ尽じんな事なんて、この世の中には溢あふれかえっているし』


　彼はそのままカボチャを切る作業を再開し、切ったものを耐たい熱ねつ容器に入れて電子レンジへと入れた。それは俺の動揺した態度に気付かないフリをしてくれているようにも見えて。


『父親は俺を自分と同じように建築家にしたかったらしいけど。ま、ヤツにとって勝手に学校を辞やめて家出した俺は、今でも不ふ肖しようの息子でしかないんだ』


　早く一人で生きていける技能を身につけたかったから──それが学校を辞めた理由。そしてそれが原因で父親から勘かん当どう同然にして彼は家を出たらしい。


　ひとり。たぶん本人は気付いていないと思うけど、間宮さんはその言葉を言う度に、右の頰の上の辺りが、少しだけ震えるんだ。


　それは俺がじっと彼の顔を見つめているうちに知り得た、彼のクセ。


　でもそのクセはまるで留守番をしている子が、一人で待つ事なんて何でもない、寂しいなんて思うワケないじゃないか、と必死に思いながら家族の帰りを待っているかのようで。


　俺は隣に立つ間宮さんに腕を伸ばしたい衝動にかられるも、実際俺がそんなことをしたら、彼はせっかく垣間見せてくれた心の奥から、俺の存在を締め出してしまうだろう。


『学校は好きだったよ。でも、早く家から…あれこれ縛しばり付けてくる父親から解放されたかった。俺は幸運続きだったって感じかな、パティシエの道に進んでからは…』


　過去を振り返る彼の、どこかアンニュイな表情。それを見ていた俺の中で、前に彼が言った、『菓子なんてこの世からなくなっても誰も困らない』という言葉が蘇よみがえってきた。


　人の考えは簡単には変えられない。でも俺は、間宮さんが本当にそんな事を考えてお菓子を作っているのなら、何でもない風に捉とらえることができなくて。


　親しくなるほどに見えてくる彼のアンバランスさ。俺はその原因が何なのか知りたいと思うのに、一歩踏み出す勇気はなかったのだけれど。


『さて、と。できた』


　カボチャと玉ねぎ、そしてオクラをカレースパイスで煮込み、それを豚ぶた肉にくのソテーにかけた食事を摂とった後、デザートとして出された試作品は、ピンクグレープフルーツとオレンジを使った、ジュレ風ケーキ。


『ウマイだろ？』


　間宮さんは心持ち首をかしげて俺の返事を──おいしいという事が予あらかじめわかっている、と自信に満ちた笑みを浮かべて、わざと聞くんだ。


『その自信満々、っていう顔、やめろよ』


『だって本当に自信あるから。…作っている時から、和明がおいしいって、幸せそうに食う顔が見えるんだ』


　その瞬しゆん間かんの、伏ふせた睫まつ毛げが影かげを作る目元に、俺の心はざわざわと音を立てる。丁度今の季節の、若葉が眩まぶしい木々が風に揺ゆれるように。


　彼の事をもっと深く知りたい。


　俺は最近、そんな事ばかり考えていて──。








「和君？」


「へ？」


　急に三山に肩を押されて、俺は我に返る。


「『へ？』じゃないよ。どうしたの？　突とつ然ぜん黙だまり込んじゃってさ」


　間宮さんとのやり取りを思い出していた俺は、それがほんの少しの時間のような気でいたのに、実際はどうやら三山が不ふ審しんに思う程長い時間だったようだ。


　どうしたんだろう、俺？　この頃、いつも間宮さんのことばかり考えている。そのくせ、彼にその事を悟さとられるのを酷ひどく恐おそれてもいて。


「まあいいや。で、話変わるけど今日の夜、教室終わった後ってヒマ？　さっき高たか野の君達と言ってたんだけど、久しぶりに出かけないか、って」


「あー、だめだ。今日は教室が終わった後、間宮さんの家でＤＶＤを観みるんだ」


　俺は気を取り直して三山との会話を再開させたけれど、会話の流れはまたもや俺に間宮さんの事を考えさせる展開になってしまう。


「ＤＶＤ？」


「ああ。この間間宮さんに貰もらったんだ。せっかくだから一いつ緒しよに観ようってことになって…」


　間宮さんは俺の話を聞いていないかのようで、その実すごく俺の話した事を覚えている。この間も、俺が観たいと思っている海外のＴＶシリーズの話（ＤＶＤ‐ＢＯＸを探しているのに見つからない、という内容だったと思う）をしたら、次に会った時何とそのＤＶＤ‐ＢＯＸを手て渡わたされた。


『一体お前、どんな探し方してたんだ？　普ふ通つうに見つかったぞ』──いつもの傲ごう慢まんな態度で間宮さんはそう言ったけど、不思議と彼は俺が出したＤＶＤ代のお金を受け取ってくれないばかりか、ごねる俺の頭をあの綺麗な長い指でワシャワシャッとかき回した。


「…で、『俺が年上なのはどうしたって変わらないんだから、黙だまって甘えときな』って、言うんだ。その時の顔が最高に偉えらそうでさ！」


　俺が間宮さんより年下なのは明白だけど、理由もなくモノを貰ったりするのって、何だか気に食わない。何か対等じゃない気がする。


「でも、『対等でいたいからお金を払はらわせてほしい』なんて言ったらまた鼻で笑われて、『お前が俺と対等になる日なんて、永遠に来やしない』とか何とか言うに決まってる！　なあ三山。どうしたら自然な形でお金、受け取ってもらえると思う？」


　俺はふう、とため息をついて三山の答えを待った。しかしいくら待ってもコメントがないので顔を上げると、彼女は口をぽかん、と開けて俺の顔を見ていた。


「どうした？　俺、何か変な事言った？」


　俺が声をかけると、三山は夢から醒さめたように小さく体を震ふるわせると、ぱちぱち、と目を瞬まばたかせた。


「いやー…最近評判だったんだよね。和君可愛かわいくなったねーって。あ、もちろん前から可愛かったけどさー」


「は？」


　可愛い？　なんじゃそれ？


　頭の中を幾いくつもの『？』マークが飛び交かう俺を尻しり目めに、三山は一人難問のテストの答えが分かったように晴れ晴れとした顔をしている。


「和君、恋してんだねー。そーかぁ、なるほどねぇ…」


「恋？　何言ってんだよ三山？」


　その上彼女は呼び止める俺の声など耳に入ってないかのように立ち上がると、しきりに唸うなりながらホールを出て行ってしまった。


「おーい…」


　後に残るは、疑問を抱かかえたまま残された俺。誰かが窓を開けたのか、ホールを雨の匂においがする風が吹ふき抜ぬけ、俺の前まえ髪がみを揺らす。その中に微かすかに混じってくちなしの花の香かおりがした。








　恋してるだって？　しかもあの傲ごう慢まん野や郎ろうに？　まったく三山め、俺をからかって！


　俺は間宮さんの家に着いてからというものの、火ほ照てってきてしょうがない顔を冷たい水でバシャバシャ洗っていた。頭の中では学校で三山に言われた、『恋してんだ』発言がグルグルと回っている。


　確かに、間宮さんはカッコイイ。そんじょそこらにいる並の男ではない。ここに来るまでの間、すれ違ちがう何人もの人々が彼を見ていた。


　その上、俺は最近、間宮さんと会う度、胸がキュッ、と締め付けられるような苦しい気持ちになる事を自覚している。けれど、それは彼の立派さに比べて、いかに俺が子供で、何のとりえもないのかを思い知らされるからであって…。


　そうだ。これは恋こいとか、そういうものでは決してない！


「和明、ＤＶＤは？」


「あ、ここにあるよ！」


　俺が強く心の中で宣言していると、リビングから間宮さんがそう声をかけてくる。俺は急いで顔をタオルで拭ふくと、足元に置いたバックパックを手にして洗面所を離はなれた。


　俺のバックパックには、この間、間宮さんから渡わたされたＤＶＤが入っている。今度一緒に観よう、と彼と約束した俺は、今日、教室が終わった後、その約束を果たすために、こうして彼の家に来ているのだが…。


　リビングに行くと、ソファの前のテーブルには、彼が用意したのかカウチポテトさながら、お菓か子しが並べられていた。もっとも、お皿の上には定番のスナック菓子ではなく、サンドイッチを始めとする軽食や、ショコラとキャラメル、二種類のコーティングが施ほどこされた艶つややかなエクレアが載のせられていた。


「ＤＶＤなら、ここに…」


　俺はそう言いながらバックパックの中のＤＶＤを取り出そうとして、チャックを大きく開いた。その途と端たん、中に入っていたものを床ゆかにザララーッと落としてしまった。


「コントか」


「わー！」


　呆あきれたように間宮さんに言われた俺は、慌あわててしゃがんでリビングの床に散らばったノートや教科書を始めとした、バックパックに入っていたものをかき集めた。


　しかしその途と中ちゆう、ふと横を向くと、片かた膝ひざを突いた間宮さんが一冊の本を持ったまま、微び動どうだにしていないのが目に入る。


「ちょっと、何勝手に見てんだよ？」


　間宮さんが手にしていたのは、俺が今日三山から借りたレポートの資料だった。しかし彼がじっと凝ぎよう視ししていたのはそれではなく、本に挟はさまれていた彼女からのメモで。


『和君へ。お疲つかれ様。今週も授業キツかったよねぇ？　さてさて、いつも理香に親切にしてくれる和君へプレゼントです。これでレポートがんばって仕上げてね！　理香子より』


　気配り上手な彼女らしい文面の、二つ折りのそのメモは、ホールで本を開いた時に見つけたものだが、俺はそのメモを読んだ後、そのまま本に挟んでおいたのだ。


「…このメモ書いた子、お前の彼女？」


「え!?　ち、違うよっ」


　いきなり何を言うんだ？　とばかりに俺の声はひどく裏返ってしまう。俺は間宮さんの手からメモを取り返そうとしたが、すんでのところで彼は腕うでを高く上げ、メモを俺から遠ざけてしまう。


「何だよ、別にいいじゃないか、内ない緒しよにしなくても」


「ちがうってば！　彼女とはただの友達で、探してた本を見つけて借りてくれただけなんだよ！」


「焦あせるところが怪あやしいな」


　俺は弁明するように必死になって、三山とはただの友達だと言い張る。けれど俺が彼女との関係を否定すればするほど間宮さんは首を振ふり、信じてくれないばかりか、不思議と目付きがどんどん鋭するどくなっていく。


「お前、女もいけたんだ？　俺が触さわったくらいで真っ赤になるくらいだから、てっきり…」


「『も』ってなんだよ！　俺は別に男になんて興味ない！　その…彼女と付き合ってるんだから！」


　何度言っても信じてくれないばかりか、どこかバカにしたような間宮さんの言い方に苛いら立だちを覚えた。俺は自棄やけ気味にそう怒ど鳴なり、テーブルの上のエクレアを一本手に取ると、ムシャムシャと頰ほお張ばる。


「…おいし」


　やっぱり間宮さんの作るお菓子は、食べると幸せな気分になるから不思議だ。さっきまで怒いかり心しん頭とうだった俺なのに、エクレアを食べた途端、口の中に広がるチョコレートフォンダンの舌した触ざわりに頰ほおが緩ゆるむ。


「これ、すげーおいしい」


　あっという間にお皿の上のエクレアを二つ平らげてしまった俺は、さっきまでケンカまがいな事をしていた相手というのもすっかり忘れて、傍かたわらの彼を振り返った。


「…！」


　いきなり腕をぐい、と引かれ、俺はソファの上に引きずられる。とっさに身を起こそうとした俺の行く手を塞ふさぐように突かれた、間宮さんの両の腕。


「さっき言った事、噓うそだろ？」


　恋こい人びとなんていないんだろ？　彼の静かな声が頭上から降ってくる。噓だと決めてかかっている口調に腹が立つも、上から見下ろす彼の目は恐おそろしい程の気き迫はくに満ちていて、俺はその瞳ひとみに射すくめられた。


「どっちだっていいじゃん、そんなの」


　いつもは見つめられると吸い込まれそうになる程魅み力りよく的な彼の瞳が、今は何だか怖こわくて、俺は視線を間宮さんから逸そらし、軽く笑い飛ばそうとした。


　すぐにバレる俺のつまんない噓なんかを気にしたりして、どうしたんだよ？　そう言ったら、彼はシニカルに笑って、俺の髪かみをクシャリとかき混ぜるんだ──それがいつものパターンだったし、そうされるのが普ふ通つうだって、思ってた。


「もしかして、俺に恋人がいるのが嫌いやなんだ？」


　顔を横に向けたまま、俺は薄うすく笑って間宮さんに憎にくまれ口めいた問いかけをする。語ご尾びの声が微かすかに震えるのを感じながら。


　俺は一体何がしたいんだろう？　彼が俺の事をどう思っているのかを試すような聞き方をしてまで。


「嫌だって言ったら、どうする？」


「…っ」


　ひどく冷静な間宮さんの声が耳に入り、突とつ然ぜん、ペトリ、と唇くちびるに零こぼれる冷たい感かん触しよく。反射的に舌で唇を拭ぬぐうと、さっき口にしたチョコレートフォンダンの味がした。


「なに…」


　起こった状じよう況きようを確かく認にんするのと同時に、それを作り出した彼を問いただそうと薄く口を開いたら、そこへクリームが落とされた。


　今度は、彼の指で。


　ちゅ、と音を立てて、俺の口の中へクリームを運んだ指が、離れていく。そこにはもう、クリームは付いてなくて。


「あ…」


　くらり、と、眩暈めまいのような感覚が襲おそう。歪ゆがんだ視界の先、もう一度たっぷりとクリームを纏まとった間宮さんの中指が俺へと近付いてくるから、反射的に俺はもう一度口を開ける。


　彼の指。あの、長くて綺き麗れいな指が、俺の口の中に、いる。


「ん…ん、ぅ…」


　間宮さんの中指が俺の上うわ顎あごをゆっくり、何度も撫なで上げ、今度はクリームが俺の口の中で溶とけてしまっても彼の指は離れていかなかった。


　気が付けば俺は夢中でそれを舐なめていた。指先から根元、指と指との間をクリームが残っているかのように舌を尖とがらせて舐めていく。


　そのうち、ちゅく、ぢゅっ、と何とも卑ひ猥わいな音が耳に入ってきた。それは間宮さんの指をしゃぶる俺の舌の音なのだと理解するのに、少し時間がかかった。気が付いたのは、溢あふれ出る唾だ液えきが、口の端はしから滴したたり落ちるのを感じたから。


「ソ、ファー、汚し、ちゃう…」


　ちゅぽん、と音を立てて間宮さんの指から唇を離すと、俺はずり上がり、身を起こそうとした。唾液で立派なソファを汚よごしちゃいけない、と感じるのと同時に、どうしようもない体の熱さから解放されたくて。


「う…ん…」


　しかし気にするな、と耳元で囁ささやく声がしたと思ったら、再び間宮さんの力でソファへと沈しずめられクリームが口に運ばれる。


　どうしよう、体が熱い。


　クリームを口にすればするほど、体に熱が渦うずを巻く。そしてやがてそれは下半身へと溜たまっていき、ジワジワとした疼うずきがますます俺をおかしくさせてしまって…。


　きっと、このクリームには何か不思議なクスリが入っているんだ。俺の体の芯しんまで、こんなにもいやらしく乱れさせる、何かが。


　口こう腔こう内を指で優やさしく撫でられ、抜ぬき差しされるたびに俺は体を激しく震ふるわせて身み悶もだえる。ズボンの中の俺の欲望はもうさっきから布地を押し上げ、窮きゆう屈くつさにすすり泣いていた。


「はっ…ぁ…」


　もっと、もっと欲しい。


　とろん、となる視界を必死に開けて、俺は次のクリームを待つ。しかしそれを与あたえてくれるはずの間宮さんは、俺の体の上でエクレアの中からクリームを掬すくい取っているのに、それを口へと運んでくれない。


「ちょうだ、い…もっと、クリー、ム…」


　俺は再び身を起こそうとし、今度は成功する。片かた肘ひじをついて体を支えると、間宮さんの手首を両手で摑つかまえ、その指に自分から舌を這はわした。


　一本一本の指に舌を絡からめ、ぴちゃぴちゃと、音を立てて舐める。間宮さんは無表情のまま俺に舐められるままになっていたが、クリームがなくなると新しいものを掬い、今度は自分の右頰へとなすりつけた。


　すぐさまその頰へ唇をよせた俺は、そのまま彼の指がもう片方の頰、鼻、顎あごへとクリームを載せていくのに合わせて、舌で、唇でそれを拭い取っていく。


「んぅ…んっ…」


　最後に間宮さんは自身の唇の端へとクリームを付け、舐めようとするから、俺はそれを阻そ止しするように舌を突つき出した。その途と端たん彼の舌が俺のそれを摑まえ、強ごう引いんに口の中へと誘いざなう。


　彼の口腔内で舌をめちゃくちゃに愛あい撫ぶされて、俺の体を支えていた肘から力が抜けた。


「…っ…ぁ…」


　声にならない声が唇の端の唾液と共に滴り落ち、間宮さんは俺の背中を抱かかえるようにして俺の半身を起こすと、流れ落ちる唾液を舐めながら、顎から首筋にキスを落としていく。


「ああっ…あっ…ん…！」


　Ｔシャツを捲まくり上げられ、そのまま乳ち首くびにキスをされて、体がぴく、ぴくん、と小刻みに揺ゆれる。あの夜も、今と同じ様に唾液が絡んだ舌で舐められたはずなのに、今の俺の感じ方は、あの時とは全然違ちがう。


「やっ…んっ…」


　こんな風に甘い声を上げ、快感に身を震わせるなんて、あの時の俺なら心の内で絶ぜつ叫きようして己おのれの反応を否定していたはずなのに。


「あっ…はぅ、ん」


　両方の胸を舐められ、弄いじられながら、俺は熱い息を吐はき出し天てん井じようを見上げる。何もかもが白く霞かすんで、まるで綿わた菓が子しに包まれている感じ。吸い込む空気は甘くて、少しベトついている。


「んっ、あっ、ん！」


　しかし穿はいていたふくらはぎ丈たけのカーゴパンツの前立てが外され、するりと間宮さんの手が俺の下着の中に入れられると、握にぎり込まれた感触に俺は現実に引き戻もどされたかのようにビクリ、と体を震わせた。


「早く擦こすって欲しい…だろ？」


　震える瞼まぶたをソロリと開けると、俺を見下ろす、この上なく獰どう猛もうでどこか蠱こ惑わく的な、彼の瞳。


「ほら、こうされるの…嫌じゃないはずだ」


「あ、あぁ…」


　ぐち、ぐちゅ、と間宮さんの手の中で、蜜みつの絡んだ俺のペニスが音を立てる。そのままゆっくり擦る彼の掌てのひらが、俺の意識をまた淫いん靡びな空間へと引き摺ずり下ろし、俺は体の力を抜いた。


「ふっ…ぅん…ああ…ん…」


　しばらくの間間宮さんは、俺のペニスをゆるゆると弄りながら、時折胸の飾かざりを舐めたり、甘く嚙かんだりしながら俺に緩ゆるやかなリズムの快楽を与えていた。


　どうしようもなく気持ちいいのに、どうしようもなくじれったくて、俺はゆるり、と首を振ふる。とくとくと俺のペニスからは快感を示す蜜が次から次へと溢れているのに。


　でも俺は、もっと強い刺し激げきがほしくてたまらない。


「まみ、や、さんっ…」


　でも、それをストレートに彼に伝えるのは恥はずかしい。俺は荒あらい息を抑おさえつつ、少しだけ体を起こす。


「なんだ？」


「あ、あ、の…！」


　目線を上げた間宮さんの顔を見るために目線を下にずらした途端、カッと頰ほおが燃える。


　自分でさえロクに弄った事のないペニス──今や赤く膨ふくらみ、蜜に塗まみれたそれを、他人の手が、弄ってる。その事実が視界にダイレクトに入ってきて、俺の体はカタカタと震えた。


　羞しゆう恥ちと、興奮で。


「お前のコレ、もうこんなになってる。ほら」


「ひっ…やぁ、ん！」


　俺の恥ずかしがる様を楽しむように、間宮さんは唇だけで笑いながら、くちゅくちゅっ、と少し強く俺のペニスを擦ると、亀き頭とうから滲にじみ出る蜜を人差し指で掬い、そのねっとりとした液体を口に含ふくむ。


　ぺろ、と彼の舌先が俺に見せ付けるように動く──その倒とう錯さく的なビジュアルに、俺はひどく感じてしまって。


「恥ずかしいか？　でも、その方が感じるだろ…？　和明は、恥ずかしい事をされるのが好きだもんな」


「ちがっ…う…」


　俺の耳へと、くすぐる様に吹き込まれる間宮さんの吐息が──唇に、瞼に、頰に、顎へと小さく音を立てて送られるキスと共に、ますます下半身の昂ぶりを上げていくのに、俺は否定の声をあげてゆるゆる、と首を振る。


「噓うそつけ。お前の、ますますベトベトに濡ぬれてきてるぞ」


「ひぁっ…あ…」


　間宮さんは詰なじる様にそう言って俺のペニスの鈴口に唇を寄せると、湧き上がる蜜をじゅるっ、と啜り上げるから、俺は死ぬほど恥ずかしくて、泣きたくなる。


「足、開けよ」


　カーゴパンツと下着が取り払はらわれ、ソファの背もたれに体を預けられた俺は、舌を耳の中に入れながら囁く彼の声に、そろ、と閉じていた足を開いた。


　間宮さんの手が両内うち腿ももに下から滑すべるように触ふれると、筋肉が引きつれるように痙けい攣れんする。そのまま大きく足を開かれると、股またの間に、床ゆかに座った彼の上半身が入り込んできた。


「んっ…ぅ…ううっ！」


「ああ…さすがに…硬いな」


　そのまま膝ひざを折り曲げ、踵かかとをソファの縁ふちに置いた姿勢を取らされた後、つ、ぷっ、と間宮さんの左手の中指が、俺の後ろ──もちろん、誰にも触さわられた事なんてない──にゆっくりと挿そう入にゆうされる。しかし固く閉ざされた俺の後こう孔こうは、彼の指を頑かたくなに拒こばみ、それと同時に襲おそった胃の辺りに差し込む気持ち悪さに、俺は唇を嚙み締しめた。


「カズ…こっちに集中しな。そう、それでいい」


「う、う…あ、ああっ！」


　ひたすら嘔おう吐と感と闘たたかっている俺に、間宮さんは指を後ろから一いつ旦たん抜ぬくと、すっかり縮こまってしまった俺のペニスにキスをする。そしてそのままそれを口に含むと、舌を巧たくみに巻きつかせ、俺のペニスを扱しごき始めた。


「ふっ、う、んっ！…う、ぅん！」


　ちゅる、ぢゅくっ、ぢゅっと濡れた音を立てる舌した遣づかいは、頭がおかしくなるくらい気持ちがいい。俺の体から力が抜けたところを狙ねらって、ズクッ…と後ろに指が埋うめ込まれても、気にならない程に。


　さっきまでは指が入り込んできたのが、ものすごく気持ち悪かった。だけどペニスに絡みつく舌が麻ま酔すいのように痛みや気持ち悪さを払ふつ拭しよくしていく。


「あっ…あ、やあ…ぁ…」


　ズズッ、と奥まで侵しん入にゆうを果たした指が、何度か抜き差しを繰くり返した後、内部の襞ひだを確かめるように細かく揺らされる。それと同じ動きでペニスを舌で扱くから、俺は堪たまらず甘く鳴いた。


「はぁ…ん、んっ…んっ、うぅん…っ」


　ものすごく気持ちがよくて、何も考えられない。


　くぷん、くぷっ、と内部をかき回すように、拡ひろげるように後ろを弄る指が増やされていく。後ろと前を同時に責められ、俺の体は下へとずり下がり、もう半分ソファから体が落ちそうになっていた。


「んっ、んんぅ…」


　底なし沼ぬまのような快楽に溺おぼれ、ずぶずぶと沈しずみゆく感覚に、俺は残っている欠片かけらほどの理性をかき集め、両手を口元へ伸のばして口を塞ふさぐ。このままじゃ、あられもない言葉を言ってしまいそうで…。


「ふぅ…ん、んあ！」


　急にペニスに絡む舌の動きがなくなったと思ったら、間宮さんが体を起こし、手を伸ばして口を塞いでいた俺の手首を摑つかまえた。


「声を殺すならこの手、縛しばるぞ。めちゃくちゃ感じてるって…イキたくて堪らないって、声に出して俺に言え」


「ひ、んっ…んあ、ああっ…！」


　口を覆おおっていた俺の手をはがし、嚙み付くようなキスをして俺に命令すると、するりと体を元の位置に下ろした間宮さんは、再び俺のペニスを銜くわえた。


　唇を窄すぼめ、蜜を啜すすり、舌先を亀き頭とうへ押し付ける動きを繰り返し、それからペニスの根元を柔やわらかく嚙みながら双そう球きゆうを揉もまれる。


「ダメ…も、でちゃう…でちゃう、よ…っ」


　ペニスをしゃぶりながら後ろを弄いじる指の動きに思考能力が麻ま痺ひされて、舌足らずに訴うつたえる。そんな俺に追い討ちをかけるように、くい、と折り曲げた彼の指が何かを探すように内部を擦り、しばらくすると左奥の、少しだけ硬かたいそのスポットを探さぐり当てた。


「あ、あ！　ひ、あぁん！」


　その部分を擦られた途と端たん、体が跳はね上がり、チカチカと目の前に星が飛ぶ。一体、何が起こったのかわからないけど、ぶわっと俺のペニスが一気に膨れ上がり、爆ばく発はつ寸前の感覚が俺の体を駆かけ巡めぐった。


「イク時の顔、しっかり見届けてやるよ」


「ふ、あっ!?　あっ、ああああっ！」


　ペニスから唇を離はなした後、ぐしゅ、と間宮さんの親指が、俺のペニスの先せん端たんを強く押すと、どくん、と体が揺ゆれた。その途端、ビュルッ！　と迸ほとばしった白い飛ひ沫まつがお腹なかの辺りの皮ひ膚ふを濡らしていく。


「あ…っはぁ、…はぁ…」


　どこまでも高くトリップしていきそうだった頭の中が、吐はき出した熱と共に急速に滑かつ降こうする。


　俺は大きく胸を上下させて息を吸い込むと、目め一いつ杯ぱい肺の中に空気を送り込もうとした。


「あ…っ…ん──────！」


　けれど急に体を起こされ、キスをされた俺は、ちょっとした呼吸困難になりそうだった。でも、舌を絡めて、掬すくい上げるように口の中全体をとろん、となるまで舐なめる間宮さんのキスは甘く、すぐに俺を酩めい酊ていへと誘いざなう。


　そのまま横よこ抱だきに抱かかえ上げられ、彼の寝しん室しつへと運ばれているのも、わからないくらいに。


「…っ」


　それでも、ベッドに俯うつぶせで寝ねかされた俺は、お腹の辺りに枕まくらを何個か入れられた後、腰こしをグイ、と起こされ、お尻しりを高く突つき出すような姿勢にされると、さすがに戸と惑まどいと恐きよう怖ふで体が強こわ張ばり、無意識のうちにシーツを摑つかんで逃にげを打った。


　特に、着ていた服を脱ぬいだ間宮さんの裸ら体たい──大きくて太い、彼の下半身の欲望を目にした後では。


「逃げるな」


　体を抱だきこまれ、ねろり、と耳みみ朶たぶを舐めながら下される、熱く、甘い命令。間宮さんは俺の上に覆いかぶさり腰を固定すると、逃げようとする俺を罰ばつするように、指先で俺の胸の粒つぶを、きゅう、と摘つまむ。


「ココ…こうされるの、イイだろ？」


「はあっ…んっ！」


　痛みだけじゃない、快楽に繫つながるボタンを押されたような感覚に俺はまた嬌きよう声せいを上げ、伸びをする猫ねこのように背をしならせた。


「ん、あ…」


　首の付け根から尾びてい骨こつまで、間宮さんの唇が背筋に沿って薄うすく長くそろりとつたい、俺の肌はだを粟あわ立だてさせる。それがさっきまで指で嬲なぶられていた後ろまでくると、その部分にちゅぷ、と濡れたキスを落とした。その後、ひくひくと蠢うごめく孔あなをつつく舌先の感かん触しよく。


「ひぁっ！　あ、や…っ」


　唾だ液えきと共に俺の後孔を再び解ほぐそうとする尖とがった舌の淫いん猥わいな動きが、俺の羞しゆう恥ち心しんのキャパを確実に超こえ、俺は腰を跳ね上げて抵てい抗こうしようとした。


「やだ、よっ…それやだぁ…ひっぅ、ううっ…」


　しかし俺の動きを予測していたのか、間宮さんは俺の腰を両手で力強く押さえたまま動きを封ふうじ込めたばかりか、後ろを舐める動きを止やめてくれない。


　その上、イタズラのように双球にも舌を這はわせ、袋ふくろから、立ち上がったペニスの裏側をじっくりと嬲なぶるから、俺は恥はずかしさと強すぎる快感にどうしたらいいのかわからず、すすり泣いた。


　こんな刺し激げきに満ちた行こう為いがあるなんて知らなかった。大人おとなで、俺みたいな子供とは違ちがう間宮さんには、当たり前の事なのかもしれないけれど。


「…っ…ひどい、よ。やめて…って…うっ、言って…」


　やめてほしいって、言っているのに。俺がしゃくり上げながら濡ぬれた目のまま、間宮さんを睨にらみ付けると、彼の瞳ひとみに困ったような、けれど今まで見たことのない、強い光を放つ感情が浮うかび上がってきた。


　深い森の奥から現れた獣けもののような、本能が剝むき出しの、抑おさえの利きかない強い欲情が満ちた瞳──。


「お前の泣いた顔…堪らないな…。もっといやらしい事をしたくなる…」


　耳に間宮さんの唇くちびるが触ふれ、その、サディスティックに濡れた声にじぃ、ん、と腰の奥の辺りが熱くなる。


「ぐちゃぐちゃのトロトロになるまでお前の後ろ、舐めてやろうと思ったのに──」


「ひぁっ、あっ、あ────」


　もう我が慢まんできない、と切せつ羽ぱ詰つまったような声でそう言われて、ぶるり、と身を震ふるわせていると、俺の後ろに突とつ然ぜんズッ…と鈍にぶい衝しよう撃げきが襲おそう。ぎち、ぎちりと、俺の後ろへゆっくりと分け入る強きよう烈れつな熱さに、俺は声にならない悲鳴を上げた。


　火ひ柱ばしらが、俺の体を二つに裂さいていくみたいだ。


「いっ、ああっ！」


　火傷やけどさせるその塊かたまりが俺の後ろにすべて納まった後、ゆさ、と緩ゆるやかに間宮さんの腰が動き、全身を鋭するどい針で突かれるような痛みが俺の意識を苛さいなむ。しかしその痛みに耐たえるために歯を食いしばったのも束つかの間、彼の指が前に回り、俺のペニスを包み込んだ。


「あっ、ああんっ…」


　さっき欲望を吐き出したばかりだというのに、彼の指がミルクを搾しぼるようにペニスをいやらしく揉み扱しごくから、俺はクラクラとなる目の前に痛みを忘れた。


　突かれる動きと同じ速度の手の動き。最初はゆっくりと、徐じよ々じよにランダムに速く。


「すげ…絡み付いてくる…」


　間宮さんの掠かすれた、けれど驚きよう嘆たんしたような声の響ひびきに、ぐにゅん、と彼を受け入れた俺のアソコが大きくうねる。意識しているつもりはないのに、そこは彼が突く動きが激しくなるにつれて、ドロドロに溶とけていきそうなくらい熱くなっていく。


「んんっ、ん、んっ、んっ…あっ、ああっ、あ！」


「くそ、もっていかれそうだ…」


　それから先の事はよく覚えていない。ただ、揺すぶられ、擦こすられ、内部を抉えぐられる様にして激しく突かれて。俺は打ち付けられる間宮さんの腰の強い動きに翻ほん弄ろうされ、ただなす術すべもなく嬌声を上げる事しかできなかった。








　月がいつの間にか東の空から西の空へと移動していた。


　そろり、と瞼まぶたを上げた俺は、隣となりで静かに寝ね息いきを立てている間宮さんを見て、何故なぜだかとても安心した。


　もし、彼が横にいなかったら、きっと俺はものすごく落ち込んでいただろう。けれど彼は隣にいてくれたばかりか、あの夜と同じくしっかりと俺を抱きしめるようにして眠ねむっていた。一つだけ違ちがうのは、二人とも柔やわらかな羽根布ぶ団とんに包まれている事。


　落ち着いて見ると、かわいいな。


　寝顔を見るのは二度目。月明かりの中、目を閉じた間宮さんの顔を眺ながめ、そこに見えるいつもの彼より幾いく分ぶんか幼い表情に俺はふふふ、と忍しのび笑いをもらす。


　──俺は、この人が好きなんだ。


　そう心の中で呟つぶやいた瞬しゆん間かん、切ないまでの愛いとしさが、俺の胸に湧わき上がる。


　それと同時に、今までの不可解で、そしてどこか否定的でもあった気持ちが、波に浚さらわれる砂の城のようにサラリと崩くずれていく。


　俺は、彼が好き。ものすごく好きで、恋こいに落ちているんだ。


　恋に落ちる。


　その言葉通り、俺はどこまでも間宮歩という人間に落下していく。今はもう、急速に。


「好きだ、よ」


　聞こえるか聞こえないかギリギリの声で、俺は彼の耳元で囁ささやいて、キスをする。


　きっと目が覚めて、彼に面と向かって言う事はできないだろうから。


　でも、口にせずにはいられないから。




　５　ＣＡＲＡＭＥＬ　～キャラメル～







　どうしよう。


　机の上に置いてある携けい帯たいがブブブ…と音を立てて震えていた。俺は携帯を取り上げる前から、誰から掛かかってきているのかわかっていたけれど、一応液えき晶しよう画面を開き、名前を確かく認にんする。


　昨日からきっちり二時間おきに鳴る俺の携帯へ着信を告げるのはすべて『間宮歩』。しかし俺はそのどれも応答するどころか、折り返しの電話もしないままで。


　嫌いやだとか、話したくないとか、そういうわけじゃない。寧むしろその逆で、俺は二日前、彼の事が好きだと確信してからというものの、片時も彼の事を考えない時はないんだ。


「…出ないでいいの？」


「わぁ！　な、何だ…姉ちゃんか！」


　携帯を手にしたまま、もう片方の手でラグランスリーブのシャツの胸むな元もとをぎゅっと摑んでいたら、突然俺の肩かたに触れる指先。飛び上がりそうなくらいびっくりして振ふり返ると、そこには怪け訝げんな姉の顔。


「何か用？」


　デニムの後ろポケットに携帯を突つっ込むと、少しの間携帯はそこで震え続けていたがやがて止まる。


「あのさ、間宮さんに例の契けい約やくの話、してくれたかなー、って思って」


「ま、間宮さん!?…えっと、まだ言ってない」


　今の俺には『間宮』という単語は心臓に悪い。声が裏返りそうになるのを何とか堪こらえると、俺は首を振った。


「ええ？　まだ!?　三日にあげずに会ってるくせにさ。一体何してんのよ!?」


「何って…」


　姉は何気なく言ったに過ぎないが、俺はうっ、と言葉を詰つまらせた。脳のう裏りに浮かぶのは、一昨日の土曜日に間宮さんとした、あれやこれや…。


　話したら卒そつ倒とうしちゃうかも…いや、絶対話さないけど！


　土曜日。夜中に目が覚めた後、俺はもう一度眠りに落ちてそのままお昼過ぎまで寝ねてしまい、次に目覚めた時（間宮さんに起こされた）にはもうバイトに行かなきゃいけない時間で。


　結局俺は慌あわてふためきながらシャワーを浴び、情けない事にまた間宮さんが用意してくれた新しい下着を着けて、彼の家を飛び出したのだ。


　おかげで店に着いてから腰に残る鈍どん痛つうや、あらぬ所が妙みように痛むのを自覚し、改めて恥はずかしい思いに包まれたのだが。


「って言うかさ、契約の話はそもそも姉ちゃんの問題だろ？　急ぐなら自分で話せばいいじゃないか」


「出来るならそうしてるわよ。でも、酒本クッキングスクールは今行ってる会社と契約してるからね。あたしが独立のために間宮さんに声かけてる、なんてことがばれたら非常にマズイ」


　だからあたし自身が動くわけにはいかないのよ、と姉は言うが、自分にとって都合のいい話をでっち上げて、濡れ手で粟あわを目もく論ろんでいるんじゃないかと少々疑わしく思ってしまう。


「ともかく、あと一回で教室も終わりだし、この後も間宮先生が講師を続けるかわからないし…」


「え、どういうこと？」


　俺は言いながらチラリと時計を見る。今日は休講だったから、バイトのシフトを早めたのだ。その様子に気付いた姉は、一いつ緒しよに出よう、と出勤時間には少し早いが、俺と共に家を出た。


「授業って三ヶ月一区切りでしょ？　普ふ通つうなら次のターンの申し込みが始まっているのよ。でも、この間事務所で確認したら、間宮さんの名前はなかったの。元々代行だから当たり前なんだけど。カズちゃん、先生がこれからどうするかも知らないの？」


「うん、知らない」


　噓うそをついてもしょうがないので、素す直なおに俺が頷うなずくと、姉は少し呆あきれた顔をした。


「和明、今日授業終わったら先生のとこに行きなさい。んで、契約の話をするまで帰ってくるんじゃないわよ？」


　姉は早口に俺にそう指令を下すと、そんな横暴な！　と俺が抗こう議ぎしようとする前に、とっとと目的の電車のホームへと歩き出していた。


　電車がホームへと滑すべり込み、彼女は乗り込んでからくるりと俺の方へ向き、ドアが閉まる瞬間、策士の笑えみを浮うかべた。


「じゃ、カズちゃん。頼たのんだわよ」


　俺は笑えなかったけど。








「お疲つかれ──」


　俺は着き替がえを済ませると、夕暮れ迫せまる中ちゆう途と半はん端ぱな時間──お茶をするには遅おそすぎて、お酒を飲むには早すぎる──で空すいている店内を横切ると、周りのスタッフ達に声をかけながら帰ろうとした。


「あ、和明、ちょっと待って」


　カウンターの中にいたなっちゃんが、思い出したように俺を引き止めた。カウンターに近付くと彼は俺の方へと顔を寄せる。いつになく至近距きよ離りまで近付いた従兄弟いとこの顔に、俺は小首を傾かしげた。


「どしたの、なっちゃん？」


「お前、いつか酔よっ払ぱらった客、送って行った事があっただろ？　その時、何かあったのか？」


「えっ…な、何もないよ」


　どうして今日は誰かれ構わず、俺に間宮さんの事を思い出させるような事を言ってくるんだろう。俺は努めて彼の事を考えないようにしているのに。


　背中を冷たい汗が伝うようなヒヤッとした気分に陥りながら、それでも俺が知らない、と首を振ると、なっちゃんは苦虫を嚙み潰したような顔になった。


「ホントに？　まあ、こんなに月日がたってからクレームをつけてくるなんてこと、普通はないのになあ…」


「クレーム？　俺に？」


　なっちゃんは姉よりも年下だが、俺に降りかかった災難（かどうかは不明だが）を心配する顔は保護者のそれで、俺はつくづく年長者に構われる星の下に生まれているみたいだった。


「いや、そういうんじゃないんだけどさ。昨日、突然お前が送っていった男が店に来てさ、お前はいるかって聞いてきたんだよ。お前、帰った後だったし、そのまま伝えたら、次はいつ来て、何時に終わるんだ？　って聞いてきて…」


　間宮さんが、昨日俺を訪ねてこの店に来た。その情報を聞いた俺が、ただただ驚いて目を見張れば、なっちゃんは少し心配そうに眉根を寄せる。


「俺が何でそんな事を聞くんだ、って逆に問いただしたら、すごい凶きよう悪あくな目で睨にらまれてさー。気き迫はく負けして、思わず本当の事を言っちゃって…」


　その時俺はなっちゃんの話を真しん剣けんに聞いていたせいで、店の扉とびらが開いた音はおろか、一人の人物がこちらに近寄ってくる靴くつ音おとさえ、耳に入ってこなかった。


「なっちゃん？　何か顔色が…」


　顔を上げた従兄弟の顔色が、徐じよ々じよに変わっていっている事に気付いた時には、俺は腕うでを摑まれていた。そして間宮さんの顔を確認する間もないまま、後ろ向きに店の外へと引っ張っていかれる。


「放せ、よ！」


　店から数メートル引きずられた所で、俺は渾こん身しんの力を振り絞しぼって摑まれた腕を振り解ほどく。


「一体どういうつもりだ？」


　俺が振り解いた手をそのままに、彼は俺を見つめていた。背にオレンジ色の夕日を背負い、逆光のせいか、その表情はわからない。


「どういうつもりって…」


「シカトの次は、他ほかの男といちゃついてるのを見せ付けるとは、お前も根性が悪いな」


「何バカな事を言ってんだよ!?　なっちゃんは…さっきの人は店長で、俺の従兄弟だ」


　声の調子から、明らかに彼が苛いら立だっているのがわかる。けれどあまりに見当違ちがいな物言いに、俺は思わず笑ってしまいそうになる。


「従兄弟？　ただの従兄弟があんなにもしつこく絡からむか？　昨日俺はさんざんお前とどういう関係なんだって尋じん問もんされたぞ」


「…彼は一応、俺の雇こ用よう主だし…ああもう！　何で俺が弁明しなきゃいけないんだよ!?　なっちゃんはアンタがクレームをつけに来たのかと思って警けい戒かいしたんだ」


「クレーム？」


「春先の…あの日のことだよ。俺と間宮さんの関係なんて、なっちゃんは知らないんだから、そう思うのは当然だろ？」


　俺達の関係。口にはしてみたものの、なんて曖昧で不透明なんだろう。


　俺の気持ちは決まっているけど、彼の気持ちは…？


「で…何の用？」


　彼が俺の事をどう思っているのか、聞いてみたいけれど、聞くのが怖こわい。そしてそんな風に思う自分が恥ずかしい。俺はわざとぶっきらぼうにそう言って地面に目を落とす。


　お前を抱いたのはただの気まぐれからだ、と彼に言われたら？　電話が掛かってくる度に、そんな風に想像して、怯おびえていた自分を曝さらけ出したいのに、恥ずかしくて言えない俺。


「…来いよ」


　間宮さんは逆光の中、俺の顔をじっと見つめているようだったが、また俺の腕を摑むと、足早に歩いていく。


「…っ」


　どこに何があるのか分かっているような足取りで、彼は俺をビルとビルの間に出来た路地裏へ引き込むと、俺の背を壁かべに押し付け、まるで囲いのように両りよう腕うでを俺の顔の横に突いた。


　そして、スローモーションのようにゆったりとした動作で彼は俺の頰ほおに手を添そえると、そっとキスをしてきた。


　傾かたむけた顎あごの、すっきりとした美しいライン。俺はそれに魅み入いられていた。キスをされて、目を閉じるのも忘れる程。


「…ぁ…」


　柔やわらかな感かん触しよくが俺の唇くちびるを覆おおい、下唇を甘く嚙んでいた間宮さんの唇が静かに離れていく。キスにぼうっとなりつつも、俺はなぜ突然彼がこんな行動をとったのだろうと混乱の狭はざ間まに考える。


「俺と寝ねた事、後こう悔かいしてるんだろ？」


「え…」


　掠かすれた様な彼の呟つぶやき。突つきつけられたようなその言葉に、キスの甘い余よ韻いんが急速に冷めていく。弾はじかれたように顔を上げると、目の前の間宮さんは片方の唇の端はしを少しだけ上げて、俺の顔を見ている。


　それは、俺とキスをする事なんて、何の意味もない、と言っているような気がして。


「後悔って…どういう意味だよ？」


「言葉通りさ」


　俺の弱々しい問いかけにも、間宮さんは短くそう言って俺の顔を見ているだけ。それは穴に逃げ込んだ兎うさぎが出て来るのを、その前でじっと待つ狐きつねのような狡こう猾かつさ。


「何言ってんのか、わからない」


　その態度に苛いら立だち、カッ、と頰に熱いものが込み上げる。精一杯平静を装おうとしても、どうしようもなく声が震えてきてしまう。


「ただ流されて俺としただけなんだろ？　そう言えばいい」


　間宮さんはそんな俺に気付いているのか、わざと気付かないフリをしているのか表情も変えない。


「電話に出なかったの、怒おこってんの？　あれは…」


「別に。ただ、それが答えなのか、って思ったから確かめに来た。案の定…って感じだったけどな」


　考えうる中で一番彼の機嫌を損そこねただろう出来事を持ち出してみるが、間宮さんは俺の言い訳めいた言葉など聞きたくない、という風に遮さえぎり、ますます冷淡に俺を突き放す。俺の襟えり足あしをいたぶる様に撫なで上げる指先は、まるで捕とらえた俺の心を雁がん字じ搦がらめに縛しばり上げているかのようだった。


「…俺、帰る」


　どうすればいいのかわからない。喉のどの奥がギュッと絞られたように苦しかったけれど、俺は何とか絞り出すようにそれだけ言って彼の腕が創つくり出した檻おりから出ようと体を反転させた。


「これ以上俺をイラつかせるな」


　間宮さんが軽く舌打ちするのが聞こえ、次の瞬しゆん間かん、強く肩かたを押さえつけられた。ぐい、とかなり強ごう引いんに壁へと縫ぬいとめられた俺は、そのまま嚙みつくようなキスをされる。


「あっ…ぅん…ん、ぁ…」


　すべてを奪うばい去るような口付け。ちゅ、ちゅくっ、と舌が絡まりあう音が響ひびき、俺の上うわ顎あごを間宮さんの舌が性急に擦こすり上げる。そのまま上唇を舐なめられ、唾だ液えきさえも甘く変化していく様な気がした。


「…ぁ…」


　キスの終わりは始まりとは違い、ゆったりとしたものだった。その代わり、キスの熱情を示すように透とう明めいな唾液の糸が、俺と間宮さんの間で細く引かれる。


　俺は彼のキスに酔いしれていて、少しの間、彼の唇が離れた事に気が付かず、薄うすく唇を開けたままだった。


「泣くな」


「え…」


　そう言われて俺は、初めて自分の目から涙なみだが流れている事に気付く。慌あわてて手の甲こうで拭ぬぐおうとしたところを、また間宮さんの手が、俺の自由を奪う。


「ひっ…ぅん…」


　目元に濡ぬれた吐と息いきが迫せまり、すぐにザラリとした感触を頰に感じたと思ったら、間宮さんの舌で涙を拭われていた。ビクリと首をすくめた俺を宥なだめるように、すぐに頰から目元を柔らかな唇が上へと伝う。


「そうやって睨にらみ付ける目はキツイのに、泣いているんだから…」


　たまらない、とこんな時なのにひどく冷静な声で彼がそう言うから、俺の、間宮さんを見つめる目から、止め処どもなく涙が零こぼれる。


「そんな、のっ、アンタのせいっ、だろぅ…俺はっ…後悔なんて、してないの、に…！」


　手首を摑つかまれたままの状態で、それでも必死に俺は間宮さんの胸を叩たたく。ひどいよ、と嗚お咽えつと共に叫さけぶと、ぎゅっ、と広い胸に包み込まれた。


「流された、なんてっ…どうして、どうしてそんなこと言うんだよ！　バカヤロウ…」


「和明…」


　傷つけるような事を平気で言うくせに、俺を抱きしめてくる腕の強さと、耳元で囁ささやく声がものすごく優やさしいから、俺は混乱したまま声を上げて泣いてしまう。


　そうして泣けば泣くほど、間宮さんが俺を抱きしめる力が強くなっていくのを感じながら、俺は肌はだ触ざわりの良い彼のシャツに頰を埋うずめた。








　甘い香かおりがする。


「…ん、ぁ…」


　鼻び腔こうを震わせた俺が、薄うっすらと目を開ける前、羽根のように軽く、ベルベットのように柔らかなキスが、俺の首筋に落とされた。


「おはよう」


　背中から覆いかぶさるように口付けていた間宮さんを肩かた越ごしに振ふり返ると、彼は少し色の褪あせたデニムにグレーのＴシャツ姿でベッドに腰こし掛かけていた。


「おはよ…」


　くしゃくしゃ、と彼の長い指で髪かみをかき混ぜられた後、俺の目の前に差し出されたのは、グラスに入ったオレンジジュース。俺は起き上がりそれを受け取ると、甘あま酸ずっぱい果か汁じゆうを飲み干す。


　喉を通り抜ぬける冷たいそれに、俺はものすごく喉が渇かわいていた事を知った。


「これ、朝から作ったの？」


　次に差し出されたのは、トレイに載のっていたプレート皿。そこには、手のひらに載る小ぶりのサイズのカップケーキがいくつも載っていた。


「昨日のお詫わび。メシもご馳ち走そうしないままだったし」


　間宮さんのマンションへ帰ってきた早々に始まった、昨夜の濃のう厚こうな行こう為いがもたらす記き憶おくの方が強くて、俺はどうやってここへ来たのか、ぼんやりとしか思い出せない。


「…ありがとう。わ…すごいな」


　俺はくすぐったい思いで焼きたてのそれらに目を落とす。驚おどろく事に、ケーキ一つ一つには、アイシングとクリームで飾かざられたデコレーションが施ほどこしてあり、まるでおとぎ話に出てくるお菓か子しのように愛らしい。


「前に和明が話してくれただろ？　お祖母ばあさんが作ってくれたバラの花のケーキ。どんなものかわからないけど、俺なりに考えて作ってみたのが、これ」


　トッピングの中でも、一ひと際きわ目立つ、クリームとシュガーペーストで作った、立体的な花のデコレーション。カップケーキの上に咲さいた花園は、食べるのを躊躇ためらうほど綺き麗れいで。


「食べるのもったいないよ。このままいつまでも眺ながめてたい」


「それじゃ、作った意味がないだろ」


　俺はお皿をくるくると回転させて、しばらくの間、様々な角度からケーキを眺めては深々とため息をついた。


「なあ、間宮さん、日本でお店を始めたりしないの？」


　ふと思ったことでしかなかったが、口にした途と端たん、俺はそれがものすごくいいアイディアのような気がした。


「店ぇ？」


「うん、そうしたら俺、毎日買いに行くのにな」


「店ね…まあ、そういう話も過去なかったわけじゃないけど…」


　俺の質問に、興味ない、と言わんばかりの間宮さんの態度は予想の範はん疇ちゆうだったから、俺は彼の言葉を半分受け流すようにしてケーキのお皿をサイドテーブルに置くと、そのまま話を続ける。


「俺、もっとたくさんの人に間宮さんのお菓子を食べてもらいたいよ。食べたお客さんも俺と同じ事を考えると思うんだ」


「同じ事って、いつもお前が言っているアレだろ？　和明お得意の、『青い鳥症候群シンドローム』」


　俺はいたって真しん剣けんだったが、仰あおぎ見た先の間宮さんは鼻先で笑う。そしていつも俺が言っている『お菓子は人を幸せな気分にさせるものだ』という持論を、『青い鳥症候群』（幸せを求めて彷徨さまよっている、と言いたいのだろう）と呼んでからかう。


「バカにするなんてひどい！　俺なりに考えてのことだったんだからな。だって…アンタ講師やめたら、フランスに帰っちゃうんだろ？　もしそうなったらもうケーキ、食べられない…アンタとこうして会えなくなるんだよ…」


　間宮さんがフランスへ帰る日は必ず来る。それは覚悟していた。帰ったら、彼は俺の事なんてすぐに忘れてしまうかもしれない。でも、彼がもし日本でお店を持ったら、ずっと傍そばにいられるのに、と、俺は、彼恋しさからそんな自分勝手な願いを持ってしまうんだ。


「飛行機乗ればパリなんてすぐだぞ」


「距離の問題じゃねぇよ！　もういい！　アンタなんて、とっととフランスへ帰っちまえ！」


　俺は腹立ち紛まぎれに手元にあったクッションを摑むと、それで間宮さんを殴なぐろうとしたが、ムカつく事に彼はその攻こう撃げきをヒョイとかわすと、腰掛けていたベッドから降りた。


「俺はせっかくできた恋人を置いていくような、薄はく情じよう者じゃないよ」


　避よけるなよ！　と喚わめく俺に、間宮さんは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべてそう囁くと、俺の頰ほおに悪戯いたずらなキスをして部屋を出て行った。


　恋人って…俺のこと、だよな？


　甘い言葉に誤ご魔ま化かされたような気もするけど、俺は心の奥から湧わき上がる嬉うれしさにベッドへ勢いよく寝ね転ころがると、はしゃぐ気持ちを抑おさえきれず勢いよく寝返りを打った。


「あ、そうだ」


　しばらくゴロゴロしていた俺だったが、思いついたある事を実行するためにすぐさま起き上がると、サイドテーブルを振り返った。


　そしてベッドの周りに散らばった──昨夜間宮さんが剝はぎ取るようにして脱ぬがせて放り投げたから──服をかき集め、その中からズボンを拾うとポケットの中を探さぐり、携けい帯たい電でん話わを取り出した。


　綺麗に写りますように…！


　パシャリ、とシャッター音に似せた電子音と共に、カップケーキの写真が、俺の携帯のアルバムの中に収められた。


「何やっているんだ？」


「あっ！」


　綺麗に撮とれた画像を満足気にいつまでも眺めていたのが悪かった。いつの間に戻もどってきていたのか、足音もなく忍しのび寄り、俺の肩かたに顎あごを載せた間宮さんが後ろから覗のぞき込む。


「この写真…」


　素す早ばやく携帯電話を取られ、俺は瞬しゆん時じに血の気が引く思いがした。そおっと肩越しに振り返った俺の目に、俺の携帯を手にした間宮さんが驚きよう愕がく、という顔をしていて。


「あ、あの、ごめん、なさい。勝手に撮って…」


　俺の携帯には、教室で作ったものを含ふくめ、間宮さんが作った料理なども画像として残されていた。それだけなら、問題はないと思う。


　写メの保存画像の中には、間宮さんの試作品のケーキの数々も含まれていた。それは、俺に試食を依い頼らいしたときに彼が言った、『レシピはトップシークレット』という事に対しての明らかな裏切り行為で。


「でも俺、誰にも見せてないから！　誰にも…秘密だって、間宮さん言ってたから…」


　どう言っても醜みにくい言い訳にしか聞こえない、と唇くちびるを嚙かんでいた俺の頭に、彼の掌てのひらが載せられるのを感じた。ポンポン、と合図のように軽く叩かれて俺は首を捻ひねると、彼を見上げた。


「…別に、写真に撮っていたのを責めているわけじゃない。ただのケーキをこんな丁てい寧ねいに保存するなんて意味がないんじゃないか、って思っただけだ」


　俺のした行為を怒おこっているわけじゃなく、理解が出来ない、と言いたげな間宮さんに、俺は首を振る。


「何言ってんだよ！　俺にとってはすごい意味のあるモンだよ！　新作のケーキがどんなものになるのかわからないけど、今まで作ったのはボツってことだろ？　かわいそうだよ…」


「かわいそう？　何だそりゃ？」


　間宮さんはますます訳がわからない、という顔をして俺の顔──ボツにされたケーキ達の事を考えすぎて、眉まゆが八の字になっている──と携帯の画像を代わる代わる見ている。


「せっかく作品として生まれてきたのに日の目を見ないなんて、かわいそうだ…だから俺、全部撮っておいてやりたかったんだ。それにアンタにとってはただのケーキでも、俺には特別なんだよ」


　自分で作ったものは記念、という意味しかないが、彼が作ってくれたお菓子の数々は俺にとってかけがえのないもの。俺は毎日だってそれを眺めていたい。そうしたらいつでも幸せな気分になれるから。


「…？」


　そう答えた俺の目に飛び込んできたのは、表情が止まった、間宮さんの顔。俺の顔を見つめたままの彼は、まるで悪い魔ま女じよにかけられた呪のろいのせいで、時を止められてしまった美しい騎き士しのようだった。


「…何だよ？　笑いたきゃ笑えよ」


　また、さっきのように笑われて、からかいの言葉を掛かけられるに違ちがいない、と思っていたのに。俺は肩をすくめて間宮さんの様子を訝いぶかしんだ。


「いや…ただ、びっくりして…特別だなんて、そんな事、本当に考えているのか？」


「噓うそついてどうなるんだよ？　俺はアンタの作るお菓子が大好きなの！　何度も言わせんなよ、恥はずかしい！　それにそんなの、言われ慣れているだろ？」


　驚きのあまり言葉が出なかった、とあまりに真剣に間宮さんが言うから、俺は不思議な気分になる。彼の態度は有名な店のシェフ・パティシエで、幾いくつもの大きなコンクールで優勝したことのある人じゃないように思えたから。


「…俺は和明や、周りの人間が口にする賞賛がよくわからないし、俺にはそんな事を言ってもらえる資格はないと思う」


「何で、そんな事言うんだよ？」


　ふいに耳に入ってきた間宮さんの、明らかに謙けん遜そんとは違う言葉に、俺の笑みは止まる。急いで体を反転させると、正面から彼に向き合った。


　間宮さんは口元に手をやったまま、もう片方の手で俺の頰を撫なでる。それから前まえ髪がみに指を突つっ込むと一息をついて、下した唇くちびるを嚙んだ。


「俺は…」


　空からだから、と乾かわいた声で間宮さんはそう言った。どこか途と方ほうに暮れたような表情を浮かべて。


「空？　どういうことかわかんないよ」


「そのままさ。俺の内面は空っぽ。自分の仕事に大した信念なんて持ってない。たまたま学校を退学して目に付いたのがパティスリーだったってだけで、もし、目にしていたのが美容院だったら、今いま頃ごろは誰かの髪を切っていたかもしれない。…だから、俺は和明が思うような立派な人間じゃないんだ」


　彼が話し終わっても、俺にはやっぱり彼の言わんとする意味がわからなかった。


「俺は、たとえ間宮さんが美容師でも、きっと好きになってたよ。立派だからとか…そういう理由で、俺は人を好きになったりしない」


　たとえ今、彼を好きになった理由を問われて言葉を並べたとしても、きっとどれもその場かぎりの、薄うすっぺらいものに聞こえるだろう。


　きっと誰に対しても説明なんてできない。人を好きになるのは──間宮さんを好きになったのは、理り屈くつじゃないんだ。


「和明…」


　しばらくそのまま黙だまっていた彼が、口を開き、切ないため息をつくように俺の名前を口にする。彼を見上げる俺の頰を両手で包み込むようにして、顔をゆっくりと近寄せながら。


「間宮さん…」


　柔やわらかなあのキスが、また降りてくる。


　俺は甘い期待を胸に、うっとりと目を瞑つぶ──れなかった。


「そんな事、とっくにわかってる」


「ひょっと！　ふぁに!?」


　ぶにゅ、と頰を両側から圧あつ迫ぱくされて、俺はタコのように口を尖とがらせた顔になる。びっくりして目を見開くと、さっきまでのシリアスな表情はどこへやら、間宮さんは変な顔、と俺を見てケラケラと笑っている。


「…あの夜に聞いたの、空耳だったのかと思ったけど、やっぱりな…俺は間ま違ちがってなかった」


「あああ、『あの夜』って!?」


　まさかまさかまさか。


　ふざけた事しやがって！　と怒りに真っ赤になった俺も、間宮さんが唇の端はしを上げ、勝ち誇ほこったように言う言葉に、一気に青あお褪ざめる。


「ん？　和明、俺の耳元で『好きだ』って言っただろ？　これでも寝ねたフリするの、苦労したんだ。…なのに次の日からシカトだもんな。まったく、素直じゃないって言うか…」


　気付いていた!?


　俺は恥ずかしさのあまり言葉を失い、酸欠の金魚のようにパクパク、と口を開閉することしかできない。


「和明？」


　グラリと体は傾かたむき、俺はそのままボスリ、と柔らかな枕まくらに顔を埋うずめた。このままズブズブと深く沈しずんでいきたい、と願いながら。


「おい、まさかバレてないと思っていたのか？」


　襟えり足あしのあたりを、間宮さんの悪戯いたずらな指先がからかうように撫でる。俺はイヤイヤ、と首を振ふり、彼の指先を払はらいのけ、唸うなるように一言「イジワル野や郎ろう」と言った。


「イジワルされるの、好きだろ」


　とんでもない事を言いながら、彼は俺を枕から引き剝はがすように体を起こすと、ベッドの上に胡坐あぐらをかいた状態の上に乗せ、彼を睨にらみ付ける俺の目元に、ふくれっ面つらの頰ほおに、尖らせた唇に。順番にちゅ、ちゅっ、ちゅう、とキスをして。


「嫌きらいだ。イジワルされるのも、アンタも！」


「俺には『好き』って聞こえるな」


　嫌い。嫌い。そう口にする俺に、間宮さんは自信たっぷりに笑ってから、俺をぎゅっ、と抱だきしめる。


　傲ごう慢まん野郎。


　底そこ抜ぬけの自うぬ惚ぼれ屋。


　俺は思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを心の中で呟つぶやいたが、彼の腕うでの中に包まれていると、そのうち何もかもどうでもよくなってきてしまう。


「俺の事、好きだろ？」


「…大嫌い」


　好きって言うまで、このままだ、と間宮さんが言うから、まだもう少し彼に抱きしめられていたいと願うバカな俺は、ワザとそう言って間宮さんの背に腕を回すと、同じくらいの強さで彼を抱きしめた。


　途と端たんに間宮さんは忍しのび笑いを漏もらすと、「意地っ張り」とからかう様に言って俺の髪に口付けた。
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「しまった」


　玄げん関かんの鍵かぎ穴あなに鍵を差し込んだところで、俺はハタ、と気がついた。


「姉ちゃんに言われていた事、すっかり忘れてた」


『契けい約やくの話をするまで家に帰ってくるな』と昨日言われた事を思い出す。思い出したのはいいが、俺は間宮さんに話をするどころか、そんな話題に触ふれもしないでそのまま家に帰ってきてしまった。俺は鍵を回しそっとドアを開けると、まずは玄関にある靴くつを確かめる。


「ない」


　そこには姉の靴らしきものはなく、それは彼女がまだ帰宅していないと俺に知らせるもので、俺の肩かたから一気に力が抜ぬける。


「ただいまー」


　安心した心持ちで家の中に入りながらそう言うも、反応はない。両親は先週から海外旅行へ行っていて今週一いつ杯ぱいは留守だし、そもそもだからこそ俺はこうして誰に何も言われず家を空けていたわけで…。


　今日は金曜日。それもあと数時間もしたら土曜日になるという時間だ。俺は今週の月曜日からこっち、間宮さんの家からバイト先や学校へ行ってはまた戻もどる、という、何とも濃のう密みつな時間を彼と過ごした。


　さすがに週末のように何度も…ってわけじゃないけど、俺は毎夜間宮さんに抱かれて、彼の腕の中で眠ねむり、そして目覚めた。


　眠い。体もだるいし…ちょっと、いやかなり俺、ガッつき過ぎだ。


　自分から望んでそういう毎日を送っていたのだが、そんな生活はやっぱり無む理りがある。今朝はよっぽど休もうかと思ったが、間宮さんは普ふ通つうに出勤して行くのに（俺からしたら脅きよう威いだ）、俺だけサボるわけにもいかず、結局大学もバイトも休むことなく行く事にした。


『ゆっくり家で休むといい。…週末はまた眠れないだろうから』


　今朝、着き替がえを取りに一いつ旦たん家に戻る事を告げた時、俺を玄関先まで送った間宮さんは、ニヤリと笑ってそう言った。


「…まったく、エロオヤジめ」


　その時の間宮さんの俺を見つめる目はすごくセクシーで、それと共に、サラリと卑ひ猥わいな予告を告げられた声が耳に蘇よみがえり、俺の頰は熱くなる。


　俺は廊ろう下かから直でキッチンへと繫つながるドアを開けると、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出した。冷えたペットボトルを頰に当て、熱を冷ますようにしてそのままリビングへ移動した俺は、壁かべにあるスイッチをパチン、と押した。


「わあ!!」


　パッとついた明かりがリビング全体を明るく照らし、その途端目に飛び込んできた光景に、俺は持っていたペットボトルを取り落とすぐらい、驚おどろきに満ちた大声を上げてしまう。


「姉ちゃん!?」


　リビングに、大きな塊かたまり…もとい、姉が横たわっていた。お気に入りの黒のワンピースに麻あさのジャケットを羽は織おり、バックストラップのヒールの靴を履はいたまま、ほとんど行き倒だおれ、といったポーズで。


「ちょっと、姉ちゃん？　姉ちゃん！」


　足元に転がったバッグからは家の鍵や携けい帯たいを始め、中身がほとんど外に飛び出していた。これで部屋の中が荒あらされていたら、強ごう盗とうにでも押し入られたのかと思っただろう。


　しかし、リビングは姉の惨さん状じようとは裏腹に整然としたものだし、俺は鍵を開けて家に入った。どう考えても強盗という線は薄うすい。


「うーん…カ、ズちゃん…？」


　とにかく救急車！　と携帯を取り出したところへ、俺の存在に気がついた彼女がごそ、と身じろいだ。


「姉ちゃん!?　何があったんだよ！」


　ほとんどパニックになっていた俺に、姉は「おかへり～」と呂ろ律れつの回らない舌でそう言うと、へらら、と笑う。


「もしかして酔よってんの!?」


　姉ははっきりいってザルだ。その彼女が泥でい酔すいとも言えるこの状態になるには相当飲んだに違ちがいない。


　やっぱり救急車呼ぶか？　と考えていた俺の横で、いきなり姉が起き上がった。靴は履いたままだったが、リビングを出て行く足取りはしっかりしている。


「ちょっと姉ちゃん、靴！」


「あたし、会社辞やめたから」


　後を追いかけた俺に、やけにきっぱりとした姉の声が聞こえ、それは俺に、『誰に何を言われようとも、お菓か子し教室に行かなくちゃ』と彼女が言った時の事を思い起こさせた。


「辞めたって…え!?」


　歩きながら靴を脱ぬいだ姉が、ゴロン、ゴロン、と左右の靴を床ゆかに置き去りにしていくから、俺はそれを拾い上げる。


「だって姉ちゃん、俺まだ間宮さんに契約の事…」


　リビングを出て廊下、階段、二階の廊下から自室までを、姉はまるでホラーゲームに出てくるゾンビの如ごとくゆら、ゆら、と歩いていく。俺は彼女がただならぬ状態だとはわかっていたが、咄とつ嗟さに口について出たのはさっきまで頭の中にあった問題で。


「それももういいの。みんな終わった事よ」


「…っ！」


　突とつ然ぜんクルッと首だけ俺の方へ向けた姉に、すんでのところで叫さけび声を上げそうになるのを堪こらえた。彼女はまたふらりふらりと歩いていき、自室の中へと入って行く。


　終わった？　どういうことだ？


　俺は姉の靴を胸に抱かかえた間ま抜ぬけな状態のまま、しばらくの間一人、二階の廊下に立ち尽つくしていた。








　教室を覗のぞき込んだその女性の顔を見た時、俺はあれ？　と目を見張った。


　最後の授業のある土曜日。俺は間宮さんを待って教室に一人残っていたんだけど、その女性の面おも影かげには、どこかで見たことある…かも？　と軽いデジャ・ヴともいえる感覚が俺の目の前を通り過ぎた。


　年の頃ころは五十代前半くらい。背が高く、聡そう明めいそうな目元が印象的な顔立ちと、上品なセットアップを纏まとう姿は往年の女優を思わせる、凜り々りしい美しさだった。


「あ、ごめんなさい」


　ゆったりと教室の中を眺ながめていた彼女は俺に気付くと、首をすくめて小さく笑う。その照れたような微び笑しように、俺はますます彼女に対して親しみを覚えた。


「いえ、俺はただ人を待っているだけですから」


　教室はとうの昔に終しゆう了りようしていて、俺は控ひかえ室に着替えに行った間宮さんを待っていたのだが、すぐに来ると言った彼は、もう三十分も経たつのにまだ姿を見せない。俺は座っていた椅い子すから立つと、戸口に立っていた彼女に同じように微笑んだ。


「…今日の授業は…クロカンブッシュだったの？」


　女性は尚なおも戸口に立ったまま、授業が終わったばかりでまだ消していないホワイトボードを見ていた。授業最終日の今日は有終の美を飾かざるに相応ふさわしく、生徒全員でクロカンブッシュを作り、そしてそれを皆みなで食べたのだ。


　残念な事に、姉は二ふつ日か酔よいなのかそれとも他ほかの理由からなのか、様子を窺うかがいに行った俺にベッドに寝ねたままの状態で、『悪いけれどお菓子教室に行く事はできない』と言った。


　授業の最終回とはいえ、俺の目から見ても彼女の様子は優ゆう雅がにお菓子を作れる風でもなかったから、俺は姉をそっとしておく事にして、一人で教室に来たのだけれど。


　大だい丈じよう夫ぶかな、亜沙ちゃん…間宮さんが来たらちょっと相談してみよう。


　そんな風に俺は間宮さんを待つ間、ずっと姉の事を考えていた。


「丁てい寧ねいな授業内容ね。講師の方はどなた？」


　ホワイトボードに書かれた文字を目で追っている様子の彼女は、その内容に感かん嘆たんしたように声を上げ、そのままボードを見ながら俺に尋たずねてきた。


「間宮先生です。酒本先生の代理の…」


　俺はてっきり彼女は、教室に通っている生徒さんなんだと思っていた。彼女の醸かもし出している雰ふん囲い気きは、俺が今までに接していたマダム達と同じだったから。


「間宮…先生」


　しかし俺が間宮さんの名前を口にした途と端たん、その女性はゆっくりと俺を振ふり返ると、唇くちびるを薄く開けた状態のまま、氷の彫ちよう像ぞうのようにピクリとも動かなくなってしまった。まるで『マミヤ』という言葉が、体を動かせられなくなる魔ま法ほうのように。


「待たせたな」


　俺が彼女と見み詰つめ合うように立っていたその時、ふいに後ろのドアから間宮さんが顔を出す。その瞬しゆん間かん、目の前の女性が魔法を解かれたようにビクリと体を震ふるわせた。


「あゆ、む？」


　間宮さんの方へ振り返った俺の耳に、どこか信じられない、といった声で女性が間宮さんの名前を呼ぶ。


　驚きは伝染したかのように俺へ、そして間宮さんへと移っていく。振り返った先の彼は、今度は彼が魔法をかけられたかのように微び動どうだにせず、ただ、まっすぐに数メートル先の女性を見詰めていた。


　しかし俺は気付いてしまった。


　彼の唇が微かすかに動き、それが『おかあさん』という言葉を形作るのを。








「間宮さん！」


　すごい勢いで歩いていく彼の背中へ、俺はほとんど叫びながら追いかける。しかし彼は俺の声など耳に入っていないかのように、大おお股またに足を動かし、スピードを緩ゆるめようとはしなかった。


「待ってよ！　一体どうしたんだよ!?」


　教室の出入り口を出て、門へと通じる道の上は葡萄ぶどうの木が上部を覆おおうアーケードのようになっていた。


　夏が近い午後の光を受けたそこには、ぎっしりと実った青い果実がぶら下がっている。俺はその途と中ちゆうで間宮さんを捕つかまえると、上がる息を整える暇ひまもなく彼に向かってワケを問いただした。


「あの女の人…お母さんなんだろ？　何で…」


「違う。あんな奴やつ、俺の母親じゃない」


　鋭するどい矢のような彼の一言が、俺の言葉を遮さえぎる。間宮さんは前方を見み据すえたまま、ギリリ、と奥歯を嚙かみ締しめていた。それはまるで野生の狼おおかみが攻こう撃げきを仕し掛かける刹せつ那なの唸うなりにも似て。


『歩！』


　去っていく間宮さんへ、さっきの女性が呼びかけた悲鳴のような声が記き憶おくに残っている。間宮さんを追って教室を出る前に見た、紙のように白くなった彼女の顔も。


「呼んでたんだよ！　それなのに、何で無視して行っちゃうんだよ!?」


「お前には関係ない！」


　関係ない。


　その言葉はナイフのように俺の心を抉えぐる。たったその一言が、今まで間宮さんと俺を繫つないでいた意思の間に巨大な壁かべをつくり、心を遠くに別わかつような気がした。


「歩！」


　その時、母屋の方から酒本さんが駆かけて来るのが目の端に見えた。俺に腕うでを摑つかまれたままの間宮さんも酒本さんの声に反応し、振り返った。


「今…教室の前であの人を見たけど…」


　少し息が上がった酒本さんは喘あえぐように言葉を紡つむいでいたが、自分が言った『あの人』という単語に、間宮さんの片方の眉まゆが苛いら立だたし気に上がるのを見て、眉根を顰ひそめた。


「…会った後だったか…」


　どうして二人ともそんな顔をするんだろう？　あの女性が一体何をしたというんだ!?


　俺は先程見た彼女の微笑を思い出す。その、俺にとっては心が柔やわらかくなるような彼女の存在が、彼らには嫌けん悪おとしか思えないという状況に、どうしようもなく悲しくなる。


「間宮さん。お母さんのところへ行ってあげよう？　少し顔を見せるだけでも…」


　どうしても諦あきらめきれない俺は今一度間宮さんの腕を取り、彼を説せつ得とくしようと試こころみた。


　そうだ。彼女の微笑みは間宮さんを思わせるんだ。さっきは彼らの関係を知らなかったからはっきりとそう思えなかったけれど、親子だと分かった今、俺はどうして彼女に親しみを感じたのか分かったような気がした。


「お前…！」


　酒本さんが、今まで俺など目に入っていなかったけれど、俺が発した言葉によって存在に気付いた、とでもいう風にひどく驚いて瞳ひとみを見開いていたが、徐じよ々じよにその目には驚きの他に嫌悪感が宿っていく。


「よくここに顔が出せたな。歩から離はなれろ！」


　酒本さんはすぐさま間宮さんの背中に手を添そえると、俺から引き離そうとする。俺は一瞬何が起こったのかわからなかったが、謂いわれもなく向けられた攻撃的感情に、怒りが爆発する。


「何ワケのわかんない事言ってんだよ？　邪じや魔ますんな！」


　俺は酒本さんが進む方向へ回り込むと、彼の肩かたを強く押した。なぜか彼の手が間宮さんにふれていると言う事が我慢ならない。


「邪魔なのはお前の方だ」


　この人は、間宮さんの事が好きなんだ。


　黒く煌きらめく彼の瞳が、俺を憎にく々にくしげに睨にらみ付けるのを見て、俺はそう実感する。最初に出会った時の彼が俺を見てきた、探さぐるような瞳が始まりなら、今は何とかして俺から彼を遠ざけようという事なのかもしれない。


　俺はその激しさにも怯ひるまずに睨み返していたが、その後続いた彼の言葉が、心臓に、太い杭くいを打ち込むような衝撃を俺に与える。


「どのツラ下げてそんなことが言えるんだよ。この裏切り者！」


「は…？　何言って…」


「これ以上、歩の周りをウロチョロするつもりなら、今度はお前の姉貴にした以上の事をお前にするぞ」


　何だって？


　突然の話の方向転換に、俺はたじろぐ。そんな俺に酒本さんは勝ち誇ったような表情になり、燃えるような瞳を俺に向けた。


「おいチカ…」


「いーから歩も聞けって！　お前達、姉弟の企たくらみなんてバレてんだよ。自分が独立したいからって会社に内緒でコソコソと教室に潜もぐり込んで、その上歩に取り入ろうとするなんて、最低な女だな、お前の姉貴は」


「何だと？　取り入るだなんて…姉ちゃんはそんな事してない！」


　咎とがめる間宮さんを振り切って、姉の事を悪あし様に罵ののしる彼に、俺は瞬時に怒りを覚えた。


　彼女がしようとした事は別におかしなことじゃない。仕事の話をしようとしただけだ。


　けれど俺が言い返した言葉を、彼は鼻で笑った。まるで俺がそう答えるだろうとわかっていたかのように。


「じゃ、言い直すよ。お前の姉貴は、弟を…お前を使って歩に契けい約やくの話をさせようとしていたんだろ？　俺は全部聞いてんだよ。お前の姉貴の同どう僚りようのヤツからね」


　教室に通えるように手配してくれたのは、姉の同僚である営業の女性の口くち利ききだったことは俺も知っている。その人からどういう話を聞いたのかわからないが、俺はそれよりも彼が姉に何かをしたという事が気になってしょうがない。


「さっき、『お前の姉貴にした以上の事を…』って言ってたな？　どういう事だよ？」


「ルールを守らないヤツは罰ばつせられる。お前の姉貴もそうなっただけだ」


『みんな終わった事よ』──昨日振り返った時に姉の瞳に張り付いていた、絶望の色を思い出す。根こそぎ希望を奪われたような彼女のあんな顔、俺は今まで見た事がなかった。


「…何したんだよ？　お前、姉ちゃんに何をしたんだ!?」


　高波のような強いうねりが、俺の体の奥から押し寄せてきた。それによって誘いだされた怒りの感情に、カッ、とこめかみの辺りが発火したように熱くて。


　しかし俺の激げき昂こうを酒本さんは気にすることもなく、冷静に俺を見み据すえ、それはどこか侮ぶ蔑べつとも言える眼まな差ざしだった。


「人聞きの悪い事言うな。俺は何もしてないよ。…ただ、バカみたいに迷っているヤツが決心するのに、軽く背中を押してやっただけ。…あの営業の女、死ぬほどプランナーになりたいのに、お前の姉貴がいる限り、なることができない、なんて思い込んでいるようだったからさ。だからこの間、立ち話のついでにちょっと言ってやっただけ。『森下さんのしようとしている事を社長が知ったら、彼女、プランナーの仕事から外されるかもね』って」


　ハッとするほど美しいはずの酒本さんの瞳が、今は不ふ愉ゆ快かいな程ほどだ。自分では直接行動を起こさないで、他人の欲望を利用して目的を遂とげた彼の狡こう猾かつさが、より一層の不快を俺に与える。


　姉が会社を辞やめた原因を作ったのは目の前の、俺を憎むように睨んでいるコイツで…。


　そしてそうさせたのは…俺？


「仕組んだのと同じじゃないか。よくもそんな事…！」


「うるさい!!」


　堪たまらず酒本さんの胸むな倉ぐらを摑もうとした俺の手首を、横から伸のびた間宮さんの手が捕らえる。


「…本当なのか？」


　興奮した俺の感情を一瞬で冷やす、間宮さんの静かな声。振り返ると、驚きと疑惑の入り混じる瞳を向けた彼の姿があった。


　どうして、そんな目で俺を見るんだよ？


　俺を見る、彼の激しい感情を宿した瞳の意味がわからない。それはさっき彼の母親へと注がれていた憎しみと同じだったから。


「ちがう…！　姉ちゃんは関係ない！　俺は本当に間宮さんのことを…」


「始めから、そのつもりで近づいたのか？」


「……！」


　姉から契約の話を頼まれていたのは事実だ。だけどそれと俺が間宮さんを好きになったことはまったく関係ない。


　それをどうにかして伝えたいのに、彼の瞳は俺の言葉を遮しや断だんするように暗く陰かげり、俺は何も言えなくなってしまう。


「大した演技だな」


　誰か、知らない人が話しているようだった。けれどいくら目を凝こらしても、皮肉気に口を歪ゆがめる口元も、肩を竦すくめる動作も、すべて俺の愛いとしい人のもの。


「さすがの俺も、すっかり騙だまされていたというわけだ」


「え…？」


　騙していた？


　俺が…間宮さんを？


　彼が話す言葉がまるで聞き慣れない、異国の言葉のようで、俺はその意味をわかろうと何度も頭の中で反復するが、理解には程遠い。


「ケーキの写真を撮っていたのも、姉貴に言われてしたのか？…俺の作る菓子が好きだ、なんていう世辞を並べれば、コロッと堕おちて、言う事を聞くとでも思ったか？」


「ちが…」


　違う、と大声で叫びたかった。けれど間宮さんの全身から発するオーラは、俺に言葉を発する事を許さないとでも言うように鋭するどさを孕はらんでいて、俺は恐ろしさのあまりただ壊れた人形のように首を振ることしかできなかった。


「もういい。…今は、何も話したくない」


　彼は低く、唸うなるようにそう言うと、俺から背を向けた。


　そのまま去って行く間宮さんに、俺は追いかける事もできなかった。
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「カズちゃん、新しく出来たお店にケーキ食べに行かない？　今日からバイトお休みでしょ？」


「…姉ちゃん、俺、試験勉強中なんだけど？」


　月曜日に後期の試験が始まるという土曜日。


　俺の部屋に来た姉は美味おいしいケーキショップが特集された雑誌を広げるから、俺は迷めい惑わく千万、という顔でノートから目を上げた。


「ベッドに寝ね転ころがってるくせに、よく言うわ」


「これが俺の勉強スタイルなの。悪いけど一人で行ってよ」


「おかしな子ねえ…前ならどんな事があっても飛びついてきたくせに」


　再びノートに目を落として勉強をしている（姉の言うとおり、元よりフリだったが）俺を見て、彼女はどこか納なつ得とくがいかない様に首を傾かしげていたが、そのまま部屋から出て行った。


　だめだ。何にも頭に入ってこない。


　再び一人になった俺は、ノートを顔の上に載せると、大きなため息をついてしまう。


　今は何も話したくない──間宮さんにそう言われた日から一週間。俺の中では彼に言われた言葉、その時の彼の表情は薄うすれることはなく、日が一日、また一日と経たつにつれてどんどん心に深く突つき刺ささり、まるで抜ぬけない棘とげのようにジクジクとした痛みを伴ともなっていた。


──あんな風に誤ご解かいをされたままでいいのか？　ちゃんと話せば彼はわかってくれるはずだ。


　心の中でもう一人の俺がそう励はげましてくれるが、それと同時に聞こえてくるのは、諦あきらめたようなまたもう一人の自分。


──契けい約やくの話なんて、彼との諍いさかいの根本的な問題じゃない。彼は俺に『関係ない』って言った。そんな事を言われた人間が、今いま更さら何を言っても無む駄だだ。


　何が原因でここまで物事がこんがらがってしまったんだろう？　考えれば考えるほどに俺は出口のない迷路に迷い込んでしまったかのような心持ちになる。


　もう間宮さんの事は考えないようにして、いっそ忘れてしまおう。心の中で何回もそう繰くり返した。今、この瞬間だってそう思っている。


　でも、そう考える傍そばから思い出すのは、彼のことばかり。


　さっき姉に誘われた、以前は大好きだったケーキ屋めぐり。それももう、行く気になれない。ケーキを見たら、彼の作ったものや、彼とかわした会話が蘇よみがえるし、食べれば尚なお一層、痛感してしまうだろう。


　間宮さんの作ったケーキに勝まさるものはないのに、俺はもう二度とそれを食べることはないのだ、と。


　どうにかしてこの膠こう着ちやく状態を打ち破って、前に進みたいと思うのに、実際はどうしようもなく立ち尽つくしているだけの俺。


「カズちゃん!!」


　どうしたらいいんだろう、とベッドの上で体を丸めていると、いきなり大変！　と叫びながら姉が、ドアを蹴け破やぶる勢いで入ってきた。


「あのさ、姉ちゃん…」


「どうしよう！　酒本先生が来た！」


　深いため息をつきながら起き上がった俺は、今更言ってもしょうがないとは思いながらも、今一度姉の大声に苦情を申し立てようとしたが、続けて彼女が言った事に、息を呑のんだ。








「何から言えばいいのか…まずは、状じよう況きようを把は握あくするのに時間がかかって、こちらにお伺うかがいするのがこんなに遅おそくなって…」


　リビングには妙みような緊きん迫ぱく感かんが漂ただよっていた。俺達姉弟の前には、酒本クッキングスクールのオーナー・酒本弘ひろ子こさんが座っていた。姉が淹いれたお茶にも口を付けず彼女は、緊張した口ぶりで早口に言葉を連ね出す。


「あの、先生…？」


　困こん惑わく、といった表情の姉が、様子を窺うように先生に視線を投げかけた後、横にいる俺へと振ふり返った。


　本来なら俺はこの場にいるのがおかしいのだが、一人で応対したくない姉は、さっき強ごう引いんに俺を部屋から引っ張ってくると隣となりに座らせ、この会合に同席させたのだ。


　できるなら俺は、この場から逃げ出したかった。しかも相手はあの酒本さんの母親だし。けれど困った姉を見捨てる事もできなくて…。


「本来なら息むす子こを…智嘉を連れてここへ来るべきなのに、お恥はずかしい話、事情を問いただした時、喧けん嘩かになってしまって…そのまま息子は家を出て行ったっきり、戻もどってこないんです。取るものもとりあえず私だけでもお詫わびをと…」


　自身の息子の名前を出した先生は、一層思いつめた面おも持もちで弱々しく言葉を繫つなぐと、最後に頭を下げた。


「今回の事は何と言ってお詫びしていいのか…本当にごめんなさい」


「あの、先生!?　そんな、困ります。謝罪をしなくちゃいけないのは私の方なんですからっ」


　深く頭を垂れた先生に仰ぎよう天てんした姉は、すぐさま彼女の近くに飛んで行くと、何とか彼女の頭を上げさせようと必死になった。


「でも、森下さんあなた、会社を…」


　ようやく顔を上げた彼女は、自分の息子がした行こう為いが姉の立場を悪くし、そのために会社を辞やめたのだと思って、慌あわてて来たのだと、今回の訪問理由を告白した。


「元々辞めるつもりだったんです。だから息子さんは全然関係ありません。私こそ、常識足らずで…ご迷惑をおかけしました」


　姉は咄嗟に噓うそを言う。彼女は一週間前、同僚の口から独立の計画が社長にばれ、責任をとって会社を辞めてきたのだ。けれどその噓は先生の顔色を少しだけ良くした。


「そう言っていただけると…本当に智嘉は、歩君の事を昔から兄のように慕したってて…彼の事となると人が変わったようになるんです。…随ずい分ぶん不ふ愉ゆ快かいな思いをされたでしょう？」


　先生は言いながら、そっと視線を俺の方へ向けた。それは一週間前、学校の前で起こした諍いさかいの事を指しているのだと俺は感じた。しかし事情を知らない姉がいる手前、俺は小さく首を振るだけにとどめた。


「先生、本当に何でもないです。仕事は私、これからフリーでやっていくつもりです。ですから、先生にも依い頼らいをするかもしれませんが、構いませんか？」


「喜んで。…実はね、一つ森下さんにプランニングをしていただきたいパーティがあるんです」


「え？」


　突とつ然ぜんの仕事の依頼に姉は面めん食くらったようだった。けれど先生は力強く頷うなずくと姉に向かって概がい要ようを話し出した。


「依頼者は笹ささ野の蓉よう子こさん。私の学生時代からの親友なの。娘むすめさんが来年の春に結けつ婚こんをする事になったので、私がウェディングケーキを作ることになったのよ」


　それから話の内容は一変。先生と姉はすっかり意気投合して、パーティのプランニングについて話し始めた。








「すっかり長居してしまって…ごめんなさいね」


「いえ。何だか夢みたいです。フリーになろうと決めた傍から、お仕事をいただけるなんて！」


　玄げん関かん先さきで暇いとまを告げる先生に、姉はまだ興奮した様子で話していた。俺は途と中ちゆうで席を外したのだが、バイトに行く時間になって自分の部屋から一階へ下りてきたのだ。


「あ、カズちゃん。バイトに行くなら、先生をＪＲの駅まで送ってくれない？」


「あ、うん」


　本当は何か理由をつけて断りたかった。けれど俺を見つめる先生の顔に、『お願いだから一いつ緒しよに来てほしい』という懇こん願がんのようなものを見つけた俺は、そのまま一緒に家を出る事にした。


「…本当は歩君にケーキを焼いて欲しいと思っていたの」


「え、それは…？」


　家から数メートル歩いたところで、先生はポツリ、とそう言った。突然出た間宮さんの名前に、俺は少し混乱する。


「あなたのお姉さんに依頼したパーティ。依頼者はね、歩君の母親なの」


「じゃ、娘さんって、間宮さんの妹さんですか？」


「いえ、再婚した旦だん那なさんの亡なくなった前の奥さんとの間の子供さんだから、血のつながりはないわ。彼女が…蓉子が離り婚こんをしたのは歩君が十二歳になる頃ころだったかしら」


　バイトに行くには少し早かったので、俺は歩調を緩ゆるめ、ゆったりとした足取りで駅までの道すがら、彼女の話を聞いた。


「この間、病院に彼がお見み舞まいに来てくれた時、彼に尋たずねたのよ。『お母さんと会いたくないか』って。丁度その頃、蓉子から何年かぶりに連れん絡らくがあったから。でも、拒きよ絶ぜつされたわ。『今更会ってどうなるものでもない』ってね。でも、私ってば事を性急に進めすぎたのね。どうにかして二人を会わせようとしてこの間、二人が会うようにしたんだけど…見事に失敗」


　あなたも知っているように、と先生は後こう悔かいの色を滲にじませてため息をついた。


「あの日、待てど暮らせど、彼女が来なくて…」


　先生によると、約束の時間を過ぎても現れない間宮さんの母親を捜しに出たところ、教室の廊下で泣なき崩くずれていた彼女を見つけたらしい。何があったのか問いただしたが、取り乱していた彼女はそのまま逃げるように帰ってしまったという。


「その後、彼女の家族から電話で事情を聞いて…。とんだお節介を焼いてしまったわ」


　苦い表情の先生の横顔を眺ながめながら俺は、幸せな家族関係ではなかった、と間宮さんが話してくれた時の事を思い出す。


『特別な事じゃない』と彼は言ったけれど、あの時俺の目には、彼がどうしようもない寂さびしさに負けまいとして、気を張り詰め続けているみたいに映ったんだ。


「…あの、どうして俺に今の話を？」


　もうすぐ駅に辿たどり着く、というところで、俺は先生の話を聞きながら、ずっと気になっていた事を聞いた。


　先生は少し黙って俺の顔を眺めていたが、やがて小さく笑う。何かを思い出したように。


「歩君、お見舞いに来てくれる度たびにあなたの事を話していたわ。ケーキの試食をしていたんでしょう？」


「はい」


　意外だった。間宮さんが俺の事を第三者に話しているなんて。


　俺が頷くと、酒本先生は泣き笑いのような笑え顔がおを浮うかべた。


「『すごく真しん剣けんに、しかもこの上なく美味おいしそうな顔をして食べてくれるから、作りがいがある』ってものすごく嬉うれしそうだったわ。彼が、あんなに幸せそうな表情を見せる人だなんて、知らなかった。彼は優やさしいけれどどこか冷めていて、人を信用していないような感じがしていたから…」


　喉のどの奥がチリチリと、燃えるように痛い。


　先生の口から、俺の事を語る間宮さんの様子を聞かされた俺は、もしここが外じゃなかったら、目の前に先生がいなかったら、確実に大声を上げて泣いていた。


　会いたい。


　会いたいよ。


　今すぐ間宮さんに会いたい。


　けれど俺の言葉よりも酒本さん──『間宮さんに近づいたのは姉貴に言われたから』と言った智嘉さんの言葉の方を信じた彼に、今いま更さらどうして会える？


　こんなにも強く、彼を愛いとしいと思っている俺の気持ちが、彼に届かないのだと思うと死ぬほど苦しい。


　どうしたら…と俺はこの一週間何度となく呟つぶやいた言葉を、今一度心の中で反はん芻すうした。


「…先生？」


　一緒に改札をくぐった俺達の行く先は同じ方向のはずだった。なのに先生は反対側のホームへと行こうとするから、俺は思わず声をかけてしまう。


「今から蓉子の家に行くわ」


　彼女はさっきよりも少し明るい表情で俺に微ほほ笑えむと、所信表明のように言った。


「歩君がパリに…向こうのお店に戻る前に、何とかもう一度会えるように。今度は失敗しないようにしなきゃ」


　パリニ　モドル。


　俺は、できたばかりの恋こい人びとを置いていくような薄はく情じよう者じゃない──あの時、間宮さんはそう言ってくれた。けれど先生の言った言葉で俺の心は早はや鐘がねのように打ち、体中の血が一気に凍こおりついて、指先に感覚がなくなっていく気がした。


　でも、元々間宮さんは酒本先生の具合が悪かったから、日本に来たんだ。こうして彼女が快復した今、そして俺の事を切り捨てた彼が、このまま日本にいる意味はもうない──。


　向かいのホームへ電車が到とう着ちやくするアナウンスが聞こえてきた。先生は手を上げて俺に別れを告げると、急いで反対側へと向かって行った。


「さよなら」


　先生の背中を見送った後、すぐに俺の立つホームにも電車が音を立てて滑すべり込んでくる。目の前のホームに来る電車に乗って、バイト先へ行く。それが当初の目的だった。


　彼が去っていく。


　あの日、俺に背を向けたあの姿のままに。


　このまま何もしないでいたら、もう二度と、彼には会えない──そう叫ぶ声が俺の全身を包み込む。螺ら旋せんを描えがくように、ぐるぐると。


　すぐさま俺は踵きびすを返し改札を出ると、近くの地下鉄の駅へと走った。間宮さんのマンションへ向かうために。


　彼を失いたくない。


　それだけを考えながら。








　夕暮れの街が薄うす闇やみに覆おおわれる頃、俺は間宮さんのマンションに辿り着いた。彼が部屋にいるのかなんて考えるより先に俺は近きん所じよ迷めい惑わくも顧かえりみず、ベルを押したすぐ後、ドアをガンガンと叩たたく。


　しばらくして、誰かと話している声が遠くから近くへ──ドアのすぐ向こう側から聞こえる声は紛まぎれもない、俺が今一番会いたい人のもの。


「間宮さん」


　ドアを開けた彼は、携帯電話を耳に当てていた。防犯のドアロックの隙すき間まからでも彼の姿が見えた事が嬉うれしくて、俺は思わず彼の名前を呼んでいた。


「…っ」


　けれど喜んだのも束つかの間、驚きに目を見張った間宮さんがドアをバタンと閉めた。激しい拒絶のようなそれに、俺は奈な落らくの底へ突き落とされたような気持ちになる。


　やっぱり、俺の事を許してくれないんだ。


　当然の反応だとは思うけれど、厳しい現実を突きつけられたショックはやはり大きい。もう立ち去るのみと背中を向けた俺の背後で、ガチャリとドアが開く音。


　けれど俺はすぐさま振ふり返って、そこにいるはずの間宮さんの顔を見る事がものすごく怖こわい。


　振り返って、もし彼が冷たい目で俺を見ていたら？　そう思うと、体が動かない。


「…ちょっと一緒に来てくれ」


　しかし風のように俺の傍そばへと来た彼は、そのまま俺の肩かたを抱だくようにしてエレベーターへと連れて行く。そして駅までの道、電車の中、そして目的地らしい場所につく間中、肩を抱く手を離はなしはしなかった。


　まるで、俺がどこかへ行く事を恐おそれるように。








　一体、どこへ行くんだろう？


　間宮さんは俺を連れて街路樹が並ぶ路みちを歩いていく。


　しばらく道なりに進んでいたが、やがて彼はビルとビルの間にある、抜ぬけ道のような細い路地へと入り、突き当たりにある小さな建物──石造りのクラシカルなビルの前で立ち止まった。


　ひっそりとした袋ふくろ小こう路じに立つ二階建てのそれは、小さなドアと、横に広がる大きなガラスのショーウィンドウが印象的で、まるで童話の中に出てくる秘密のお店のようだった。


　どうしてこんなところへ？　と思う暇ひまもないまま、間宮さんは俺の肩を抱いたまま、間宮さんはポケットから鍵かぎを取り出すと、小さなドアを解かい錠じようする。


「まだ一階は雑然としているけど、明後日には内装の工事が始まる」


　中に入ると、奥へ広がる空間は意外に広い。工事の前、といった、どこかゴチャゴチャとしたフロアの真ん中で、彼は静かに言った。


「…店を出すなら表通りより、こういう目立たないところがいいって、前から思ってた。だからこの場所に決めた」


「店って…」


　そこで初めて間宮さんは俺から離れると、壁かべにあるスイッチを押す。すると天てん井じようからぶら下がっていた、まるで置き去りにされたような裸はだか電でん球きゆうが明かりを灯ともし、真っ暗だった室内に鈍にぶい明るさが広がる。


「今の所、十二月には開店する予定だ。ケーキとチョコレートはもちろん、週末にはクロワッサンやペストリーも焼くつもりでいる。気取った店じゃない、あくまで普段使いな感じの店が理想だな」


　間宮さんは再び俺の手を握ると、ここがカフェスペース、あっちが厨ちゆ房うぼう…と彼の頭の中で考えた店のイメージを話しながら、室内をゆっくり歩き回った。


「パリのお店は…？　フランスには戻もどらないの？」


　十二月に開店予定、と聞いて、俺が真っ先に思い浮かべた事は、今まで勤めていた店はどうするつもりなのか、という事で。


「戻らない。来週、新作の発表会と同時に、俺が辞任する事を公表することになっている」


「どうして?!　どうして急にそんな事…！」


　自分の店を始める、ということはパリのお店を辞やめるという事。そんな単純な構図も頭に入ってこない程、俺は彼の意い図とがわからなかった。


「お前と毎日会いたいから。俺が店を始めたら毎日でも買いに来る、って言っていただろう？」


　お店なんて、面めん倒どうくさい事はしたくない。そう思っていると思ってた。けれど俺の問いに答えた彼の答えは、驚おどろくべきものだった。それはしばらくの間、俺の中の時を止める程。


「なっ…」


　俺は確かにそう言った。けれどそんな事を彼が覚えていて、尚なお且かつ実行に移すなんて思いも寄らなかった。しかも、一週間前、俺に背を向けた彼がだ。


「わからないよ…アンタが何考えてんのか。俺に騙だまされたって…思ったんじゃないのかよ？」


　俺の頭の中は、新しい情報をどんどんインストールされた古いパソコンのように、ショート寸前だった。けれど言葉をぶつけた相手の表情は、この行為が冗じよう談だんでも酔すい狂きようでもないと俺に教える。


「確かに、騙されたって思った。チカの口から、和明が俺に近づいたのは姉さんの為なんだって聞いた時は。俺のケーキを撮とった写真について言ったあの言葉さえ、噓うそなんだって…」


「違うっ！　俺はそんな…噓なんてついてない。俺がアンタを好きになったのは、姉ちゃんの事と全然関係ないんだ！」


　けれど俺の心に刻らく印いんのように刻きざみ付けられた、あの瞬間を突きつけてくるから、俺はすぐさま間宮さんの言葉を遮さえぎると、あの日言えなかった思いを必死に叫んだ。


「わかってる…冷静になればわかることだ」


　凪ないだ海のような目で、間宮さんが俺を見つめていた。その瞳ひとみに吸い込まれるように俺の体は彼の方へと引き寄せられ、低音の心ここ地ちいい彼の声が耳に響ひびく。


「でも、あんな酷ひどい事を言って…お前にすぐに連絡する勇気がなかった。それで…バカみたいな思い付きだけど、店を作ろうって思ったんだ」


「バカだよ…そんな事考えるなんて。俺はアンタが会いに来てくれたら、それでよかったのに」


　俺達二人は、同じように悩んで、後悔して、そしてものすごい回り道をしていた。そう思うと、この一週間の短いようで長かった苦しさが、切なさに変わる。


「前に店を出さないかって言われた時に、場所だけは色々と見ていたんだ。だから店を出すって決めてからすぐに希望地のオーナーに連絡して…昨日、正式に契約した」


「俺、間宮さんに会って、誤ご解かいだって話したかったけど、拒絶されたらって思うと怖かった。でも、酒本先生からアンタがパリに帰るかもしれないって聞いて…俺、二度とアンタに会えなくなるのは嫌いやだったんだ」


　俺が間宮さんの胸にぎゅっと抱きつくと、頭の上から、苦く笑しよう混じりの声が聞こえてきた。


「…ドアを開けた俺が、どれだけ驚いたかわかるか？　これから会いに行こうとしていた本人が目の前に立っていたんだから」


　夢かと思った。そう囁ささやいた彼から、ゆっくりと優やさしいキスが降りてくる。彼の唇くちびるが俺のへと重なっていくのを感じながら、俺も彼と同じ、この瞬間が夢のようだと思った。


　唇が離れた後、彼の胸に顔を埋うずめて言葉を紡つむいだ俺の、髪かみから耳、そして頰を間宮さんの指先が滑すべり、顎あごにかかったそれがそっと俺の顔を上へ向かせる。


「許してほしい。あんな…最低な事を言った俺を…あの日、教室にいる母親の姿を見て、瞬時に自分を見失ってしまった俺を…」


　ああ、また、あの瞳だ。


　見る度に俺の心を瞬時に捉とらえる、あの、どうしようもなく寂さびしい光が、見上げた先にあった。


「俺は、一番見せたくない自分を…初めてお前と会った日のように、みっともないくらい情けなくて、弱い自分を…これ以上お前に知られたくなかったのに…」


　喘あえぐように言葉を吐き出す間宮さんへ俺はそっと手を伸のばすと、彼はその手に頰を寄せた。


「何が…あったんだよ？　あの日、店で間宮さんを見た時俺、すごく気になったよ。家まで送っていったのも、アンタを一人にしたくなかったから…」


　あの、苦く悩のうと焦しよう燥そうで一いつ杯ぱいの彼の姿を思い出すと、俺は胸が苦しくなる。今だってそうだ。彼は俺を抱きしめているのに、その指先はどこか縋すがるような力がこもっていて。


「本当に、偶ぐう然ぜんだった。あの日入ったレストランで、俺は隣となりのテーブルに座った家族連れの中に、自分の母親がいることに気付いたんだ。その瞬間、全身が凍こおりついたようになって…でも、体は動かないのに、目だけは無意識に隣を見つめ続けるんだ。笑い合い、幸せそうに娘の結婚を祝う、自分を置いて出て行った母親の姿を…。そのうち、俺はどれだけその風景──家族が一つのテーブルを囲んで笑い合う事──に憧あこがれていたのか、思い知った…」


　隠かくしていた本心を言葉に変える度、その言葉が刃やいばとなって、彼を傷つけていくようだった。見えない血を流す彼に、俺は彼の顔を両手で包み込むようにして触ふれると、苦しそうに眉根を寄せる眉間へ口付けた。少しでも痛みを和やわらげてあげたくて。


「自分がそこで何をオーダーしたのかも覚えてない。…ただ、隣で、お祝いのケーキに立てられたロウソクが揺れるのを見て、俺は母親が俺の十二歳の誕生日を迎えたその日に、家を出ていった事を…その日に、俺が初めて自分でケーキを焼いた事を思い出した。そうしたらもう長い間忘れて…忘れようとしていた思い出の数々が、一気に押し寄せてきたんだ」


　それは長く長く、あまりにも長い間、間宮さんの悲しみをしまい込んでいた心の箱が壊れた瞬間。俺はその時の彼の気持ちを思うと、知らずに涙が零こぼれてくる。


「一人で生きていこうって、生きていけると思っていた自分の気持ちが、一気に崩くずれ去っていくようだった。…恐ろしかったよ。一人でいるのがものすごく怖こわくなった。けれど一方で、そんな情けない事を思ってしまう自分に、反吐へどが出そうだった」


「弱い自分を認めるのは、悪い事じゃないよ。大丈夫だよ…今は俺がいるから…」


　不ふ遜そんな態度の裏側に隠された彼の、どうしようもない喪失感と寂しさ。俺が傍そばにいる事によってそれが消えないまでも、薄れていってくれればいいのに。


「和明。あの夜、お前に出会って…俺の世界は変わったんだ」


　しばらくそうして俺達は同じくらい強い力で抱きしめあっていたが、ふとした拍子に力を緩ゆるめた彼が、俺の顔を覗のぞきこむ。


　どうしようもなく惹ひかれた、と囁かれて、俺の目から新しい涙がポロリと落ちる。


「どうしても離したくないって思ったよ。無む理り矢や理り引き止めて、情けない事に途中で潰れて…それでもお前は俺を振りほどかずにそのまま一晩一緒にいてくれた。嬉うれしかったよ、ものすごく嬉しかった…」


「びっくりしたんだからな…いきなり襲おそってきて。いっつもこんな風にして誰かを引っ張りこんでいるのかなって…」


　最悪な始まりを思い出して、俺は泣き笑いのような顔を彼に向けた。そのまま軽く彼の頰を抓つねってから手を置くと、彼はそこへ、そっと自身の手を添そえた。


「…トラウマなんて立派なものじゃないけど、確かに今まで俺は、恋こいとか、愛とか…そういう不確かな感情を信じる事ができなかった。何とも思っていない相手に、好きだって、愛しているなんてただ言うだけなら何万回だって言えた」


　お前に出会う前までは。


　吐と息いきが俺の唇にかかり、震ふるえるそこに彼の唇がゆっくりと押し付けられると、すぐに舌が滑り込んできた。口こう腔こう内をこれ以上ない程優やさしくかき回され、俺は彼の睫まつげの先が頰に触ふれるのを感じた。


「…今なら分かる。あの時、俺を見捨てないで一晩中一緒にいてくれたお前に、俺は恋をしたんだ」


「…っ、ぅ…」


　口づけを解いた彼の唇が、再び情熱に満ちた言葉を俺に浴びせる。俺は溢あふれてくる涙なみだを、こみ上げる嗚お咽えつを抑おさえるのに必死で、一言も言葉を発する事が出来ない。


「俺の作る菓子が、人を幸せに出来るといくら言われても、今でも正直、ピンと来ない。でも、俺の作った菓子を見て、幸せそうに食べてくれる…お前が美味おいしいと言ってくれるから、俺はそれを信じてみたくなったんだ」


「…そんな、こと言われ、て俺っ、うれしいけどっ…怖い、よ…俺、普通で、何にもないっ、から…」


　俺はギュッと目を瞑つぶり、しゃくり上げながら言った傍から、いくつもの涙が零こぼれ落ちた。そんな俺の涙に濡ぬれる頰に口付けて、間宮さんは言葉を唇に乗せながら、誓うように俺の顔中にキスをする。


「普通？　何もない？　どうしてそんな事を言うんだ？」


「だって…俺、できることなんてっ…何も、ないよ…アンタを、好きなだけでっ…」


　間宮さんを好きだという気持ちは、誰にも負けない自信がある。でも、そんな事は今まで彼が付き合ってきた人達も同じことだろう。


　俺には、間宮さんに釣つり合うような容姿も肩かた書がきもないのだ、と途と切ぎれ途切れに呟くと、彼は目を見開き、そして微かすかに眉を顰ひそめた。


　ああ、呆あきれられちゃったかな、と思ったのも束つかの間、彼の口が信じられない言葉を紡つむぐ。


「和明。俺にとってお前は特別なんだ。家族に囲まれて幸せに育ったお前が…素す直なおに愛することを躊躇ためらわないお前が、ものすごく眩まぶしいんだ」


「俺…がっ…？　ほんとう、に…っ？」


　誰か教えて欲しい。


　こんなにも張り裂けそうになるくらい、いっそ死んでしまいそうなくらい切ない気持ちが溢れてくる胸の痛みをどうすれば止められるのか。


「ああ。俺はこれからもずっとお前を見つめて、生きていきたいんだ」


　流れる涙を拭ぬぐう彼の指先。滑なめらかに触れる彼の掌てのひら。はらはらと降り注ぐ花はな吹雪ふぶきのような愛の言葉をくれる彼の全すべてが愛いとしくて、俺は今まで堪こらえていた感情が四方八方に飛び散って行くような気がした。


「俺だけ…俺ばっかりが好きなんだって…思ってた。俺の事なんてすぐに飽あきて、すぐにアンタはフランスに帰っちゃうんじゃないかって…」


　今なら言える。本当の気持ち。何もかも心の内をさらけ出して、弱い自分を全部見せて。そうしてこれから、彼と一緒に歩いていきたいと心から思う。


「そんな事を思っていたのか？　バカだな。俺はお前を置いてどこにも行けやしないのに」


「わかるわけ、ないだろっ…あんた、俺にイジワルしてばっかりだし！」


　もう一度抱きしめられ、彼の体に染み付いた、馴な染じみのある果実とシナモンの香かおりに包まれると、嬉しさに心が震えた。でも、『バカだ』なんて言われると、ついくやしくて彼の胸をドン、と拳こぶしで叩たたいてしまう。


「…じゃあ、特別に種明かしだ。実は日本に来る前には、もう店に新作のレシピを渡していた」


「じゃあ…俺に試食を頼たのんだのは…」


　彼の胸に埋うずめていた顔を、急いで起こした俺の目に映ったのは、いつもの彼らしい不遜な、勝利に満ちた微ほほ笑えみ。


　間宮さんは俺の両手を掬すくうように持ち上げると、その指先へキスをした。


「そんなの、お前に家に来てもらう為の口実に決まっているだろ？　ハートを摑つかむにはまず胃袋から、っていう言葉もあるしな」


「…！」


　恋愛に試験があるとしたら、俺はきっと落第生だ。


　けれど彼が仕し掛かける罠わなになら、俺は何度だってかかってもいいと思ってしまうんだ。


　それが、人を好きになるという事なのかもしれない。








「…ふっ、ん…」


　俺は間宮さんの腰こしに足を巻きつけたまま、彼にしがみつくような恰かつ好こうでキスを続けていた。そんな俺を抱えたまま、間宮さんは店の奥にある、二階へと続く螺ら旋せん階段を上っていく。


　二階のフロアは一階とは違ちがい、嵌はめ木の床ゆかが美しい広い空間だった。


　もちろんそこには体を横たえるソファ一つなかったけれど、お互たがいを求めてどうしようもなく熱くなった体を持て余している俺達にとって、愛を確かめあう場所はどこでもよかった。


「ふっ…ん、んっ…ぁ…」


　間宮さんはキスをしながら俺を床に下ろすと、素す早ばやく脱ぬいだジャケットの上に俺の体を横たえる。そしてまた俺の唇に濃のう厚こうなキスを落とすと、首筋から鎖さ骨こつに唇を落としていった。


　忙せわしなく指先が、俺のＴシャツの裾すそをめくり上げ、露あらわになった素す肌はだへキスを落としていく。そして彼はお腹なかから胸へと唇を押し付け、両の胸の粒つぶを柔やわらかく嚙かんた。


「ひっ…ん、やっ…ぁ」


　俺はビクンと体を跳はね上げ、逃にげ惑まどうように床の上で体を捩よじった。しかし抵てい抗こうして体を捻ひねるたびに新しい箇か所しよに唇を押し付けられるから、そこから麻ま酔すいを打たれているように俺の全身は徐じよ々じよに甘い痺しびれに支配されていく。


「あっ、ああ…ぁ…ん」


　クニクニ、と捏こねて、捏ねて、立ち上がってきた両胸の硬い芽を、ネロリと舐なめる舌のザラついた感かん触しよく。それが堪たまらなく俺を淫みだらな気持ちにさせて、俺は腰を揺ゆらめかせる。同じように硬く張り詰つめてきたペニスを早く触さわって欲しくて。


「は…ぁ…あっ、あ…」


　けれど間宮さんは意地悪をするようにそれには触れてくれず、そればかりか俺の揺らめく腰を押さえつけるようにしてから、なおも執しつ拗ように胸の粒に舌を這はわす。キャンディを口に含ふくむように舌で搦からめとり、溶とかすように熱い唾だ液えきで包みながら。


「まっ…みや、さんっ…」


　堪えきれずに俺は彼の名前を呼ぶ。胸から伝わるダイレクトな快感の疼うずきが、俺の声を舌足らずな、どこか哀あい願がんするような響ひびきに変えてしまうのを、どこか他人事のように感じながら。


「あゆむ、だ。名前で呼べ」


「あゆ、むっ、い…っ…」


　乳ち首くびを舐めながら間宮さんは、すぐにそこに歯を立て、グミを齧かじるみたいに引っ張るから、ビリビリと電流が流れるように俺の背筋を貫つらぬいた。


「あ、ああっ…あっ…」


　ようやく間宮さんの指先が俺の下半身に伸のび、さっきから蜜みつを滴したたらせているペニスに絡みつかせる。握にぎり込まれた俺のペニスはくち、くちっ、と粘ねん着ちやく質しつな音を立てると、彼の指ゆび遣づかいに反応してますます膨ふくらみ、先せん端たんから白はく濁だくした液体を吐はき出していった。


　きゅきゅっと双そう球きゆうを揉もみ込まれ、ソロリと裏側の敏びん感かんな部分を指でなぞられる。そしてもう一度手のひら全体でペニスを包み込まれ、先端を親指でグリッと潰すように弄いじられると、俺の体は痙けい攣れんしたようにピクピク動いてばかりで。


「ココ…フランボワーズみたいだ」


「ふ、ぅん…」


「触るとどんどん大きくなって…色づきもよくなってくる…」


　薄うす目めを開けると、間宮さんが囁ささやく通り、俺の胸の粒は熟した果実の如ごとく真っ赤になっている。それを間宮さんは俺のペニスを握っているのと反対の手──人差し指と親指の先で摘つまむと、クッと縦に圧あつ迫ぱくしたり、根元を親指の腹でキュキュッと擦こすったりする。


「あぅっ！　は…ぁん！」


　それと同時にペニスを擦りあげる動作を速くするから、俺は強すぎる快感の波にさらわれそうになり、ぶるぶると体を震ふるわせた。震えを宥なだめるように彼の手のひらが首筋から肩かた、そして胸のあたりを撫なでてくれるのに、そのソフトな感触は俺の震えをいっそう激しいものにしていく。


「ふぅ、んっ、ん…！」


　顎あごのラインから頰ほおにかけて唇くちびるがなぞる様に落とされた後、喘あえぐように小さく口を開いていた俺の口の中に、彼の舌が入り込んでくる。


　ちゅく、くちゅっ、と濡ぬれた音は徐々に大きくなり、お互いの口の端はしをどちらのものとも判断がつかない唾液が漏もれ流れ出ていく。それでも俺達は双方の口の中を貪むさぼるように舐めあい、舌先を絡ませてキスを一層深いものにしていた。


「かず、あき…」


　唇を離はなした間宮さんが俺の名前を熱い吐と息いきと共に俺の耳に囁く。濡れたセクシーな声に俺はぴくん、と背筋を仰のけ反らせ、その結果、胸が彼の方へと突つき出されるような恰かつ好こうになる。その瞬しゆん間かんを待っていたように、間宮さんの唇が俺の乳ち首くびを捕とらえ、柔らかく挟はさみつけた後でカリリッ…と嚙まれた。


「はぅ、ん！」


　絶頂は突とつ然ぜんだった。見開いた目の先に白い閃せん光こうが走り、体が大きくバウンドする。それに合わせて俺のペニスからドクドクッと蜜が勢いよく溢あふれ出るのを感じた。


「ひっ、あ、ああ、あっ…！」


　腰が大きく揺れて、その度たびにペニスから次々と蜜が迸ほとばしり、俺のお腹や、胸にまで飛び散る。止まらない強い快感に俺は何故なぜだかとても怖こわくなって、間宮さんへと手を伸ばした。すぐにその手を摑んだ彼は、指先一本ずつ丁てい寧ねいに口付けを落とすと、悲鳴のような俺の喘ぎ声ごと飲み込むようなキスで俺の不安を取り除いてくれる。


「ん…」


　そろ、と間宮さんに手の甲こうで喉のど元もとから頰を撫で上げられる。長い放出を終えた俺が少し顔を傾かたむけると、手のひらが俺の頰に触ふれるから、俺はそこへ唇を寄せる。


　ちゅ、ちゅっ、と親指の付け根に音を立ててキスをすると、お返しのように額に口付けられ、唇にキスをせがむように彼を見上げた。


「…ぅ……ん、ん…！」


　キスを繰くり返すうちに、俺の放った蜜が、引力に従ってトロトロと流れ落ちていく。幾いく筋にも分かれた川のようなその内の一筋は、お腹から腰、そして下にひいたジャケットを濡らしていったが、もう一筋の流れは内うち股またを伝い、俺の足の間からその奥の秘部へと流れを延のばしていった。


「…あ、んっ」


　後ろを伝っていた蜜を絡ませた間宮さんの指先が、俺の後こう孔こうに塗ぬるように表面を撫でた後、ぷつ、ん、とゆっくり突き立てられた。俺は淫いん靡びな刺し激げきに体を揺らし、横向きに体を丸まらせると、彼の指が内ない壁へきの襞ひだを確かめるようにして侵しん入にゆうしてくるのを感じた。


「あっ、ああっ！　ん！」


　もう何度もこうして後ろで彼の指の感触を経験しているというのに、ククッと彼の長い指の関節が俺の内部で蠢うごめき、グルリと内壁を引っ搔かくようにして擦られると、俺は堪らず高い嬌きよう声せいを上げて、頰に当たる間宮さんのジャケットを握り締しめた。


「気持ちいい…？　じゃあ、ココは？」


「んっ、んんぅ…あっ──！」


　小刻みに震える俺の肩かた先さきにキスをして、間宮さんはもう一本俺の後ろに指を増やした。さするように優しく内部を弄っていたかと思うと、いきなり奥まで深く突き立て、二本の指で俺の一番イイところを抉えぐる様に引っ搔く。


　ドクン！　と心臓が大きく跳ね上がり、それにつれてパタタッ…と再び俺のペニスから蜜が漏れた。


「ひっ、うぅん、ああっ…」


　もう、何が何だかわからない。俺は折り曲げた足の膝ひざ頭がしらを、おでこにくっつけるようにしてますます体を丸めようとしたが、間宮さんはそれを許さず、後ろを弄る手を止めずに、もう一方の手で俺の顎を摑つかむと、人差し指と中指を俺の口に入れた。


「ほら、和明…ここを擦ると…お前の後ろ、俺の指を締め付けるんだ」


「ん、あぁ…」


　わかるか？　と聞きながら間宮さんは俺の上顎を、後ろの内部の襞と同じ様に擦り上げる。キュキュ、と口の中で指が動く度、俺はぴくん、と反応し、間宮さんの指を締め付ける──無意識にしているとはいえ、何て卑ひ猥わいな動き。


「もう後ろ、トロトロになってきてる…」


　耳みみ朶たぶの下にキスをして、かわいいな、と間宮さんが囁く。ぴちゃり、と耳を舐める舌の動きが、ますます俺をいやらしい気分にさせてしまって…！


「ん、ぁ…はぁ…ぁ…」


　口から指を引き抜ぬき、そのまま顎を固定されたままでキスをされる。少しだけキツイその体勢だったけれど、彼のキスは媚び薬やくのように俺の性感帯を震わせるから、俺は首を捻ってそれを貪るように受け入れる。


　その間も後ろを弄る間宮さんの指が蠢き、くぷん、くちゅっという音を立てて解ほぐされていく。


　もう、欲しくて堪らない。


　後ろに、指じゃない、彼の熱い欲望の塊かたまりを。


「おねが、い…も、いれ…」


　入れて、とキスの合間に喘ぐように言った俺に、間宮さんは指をぐるりと半転させてから引き抜くと俺の腕うでを引っ張り、胡坐あぐらをかいた上に跨またがせる姿勢で俺を座らせた。


「んっ…も、あっ、ん」


　揺ゆらぐ。揺れる。


　ふらつく俺の上半身を間宮さんの手がしっかりと支え、下から、ずっしりとした質感の彼のペニスがズッ…と入り込んでくる。


「あ、あ…はい、るっ…ぅ」


　グググ…と突き立てられたペニスは、ものすごく熱くて、俺はゆっくりと分け入って来るそれに下半身が焼き尽つくされるような気がした。間宮さんは俺の背中を支える一方、反対の手で俺の右の腰こし骨ぼね辺りをグッと押さえつけると、自身のペニスを全すべて入れ込む事に成功した。


「和明…いつにもまして敏感になってる…？」


　間宮さんを後ろに埋うめ込んだ後の俺の体は、もうどこもかしこも感じすぎて、すぐに擦り上げようとしない彼が素す肌はだを戯たわむれのように撫でるから、俺は忙せわしなく息を吐きながらカクカクと震える体を持て余す。


「ほら、自分で動いてみな」


「やっ、ぁ…」


　ゆったりと間宮さんは突き上げを開始したけれど、すぐにその動きを止めて、意地の悪い提案をする。


「できるだろ？　中の、気持ちのいい所に当たるようにするだけだ」


　できない、と俺が首を振ふると、間宮さんは優しく励はげますように俺の腰こしの辺りを擦こすり、震えて縮こまっていたペニスをゆるゆると擦った。


「あっ、ああっ、ん！」


　頭が真っ白になって、スパンコールのような光がキラメく。仰のけ反った俺の喉元に、間宮さんは嚙かみ付くようにキスをする。


「はっ…ぁ」


　涙なみだで霞かすむ向こうに、間宮さんの切れ長の綺き麗れいな瞳ひとみ。俺は彼の太ももに手を載せると、ソロリと上体を持ち上げる。ずるる…と彼のペニスが俺の後ろから出て行き、その、内壁の襞が捲めくれ上がるような感覚に、俺は軽い眩暈めまいを覚える。


　その途と端たん、彼の太ももに載せていた手から力が抜けた。


「────あっ…」


　引力の法則にしたがって俺の腰が落下し、ズクンッ、と間宮さんのペニスが後ろの最さい奥おう──俺の一番イイ所に深く突き刺ささった。痺しびれるような電流が背筋を駆かけ抜け、間宮さんの彫ちよう刻こくのような上半身に、俺の精液が花火のように散る。


「あっ、あああっ、あん！」


　イッた余よ韻いんに浸ひたる間も与あたえず、すぐに間宮さんは両手で俺の腰をつかむと、大きく腰を突つき上げた。そのまま下から速く強く突き上げられ、俺の目の前に火花が散る。


「やぁっ…あっ、ああっ、あ！」


　俺の体は大海に浮うかぶ小船のように頼たよりなく揺れて、揺れて、間宮さんという嵐あらしに飲み込まれていき、そのままゆっくりと意識は海の底へ沈しずんでいった。








「はー…っ」


　意識を手放して、どれくらい時間がたったのだろう。気が付くと俺は体を反転され、間宮さんの胸に背中を預けるように座った恰かつ好こうで頰ほおから首筋に何度もキスを受けていた。


　意識がはっきりとしてくるにつれて、下腹部の辺りにまだドクドクと息づく太くて硬かたいモノの存在に気付いた。


　すごい。まだこんなに熱くて…こんなに…感じる。


「和明…かずあき…」


「歩…さん」


　間宮さんの長い腕が、俺の体を包み込むように抱だきしめている。彼の欲望がまだ俺の中にいて、ズチュ、グチュッと緩ゆるやかなリズムで俺を穿うがつのがどうしようもなく気持ちいい。


　気持ちが良くて死んじゃうなんて事、あるのかな。


　徐じよ々じよに速度を上げる突き上げに、俺はしがみつく様にして、抱きしめている彼の腕に手を添そえた。


　その手の指先を摑んだ間宮さんは、俺の胸の粒つぶへと滑すべらせ、俺の指を使ってそれをキュウッ、と抓つねり上げる。


「…やぁ……も、しんじゃ、う…」


　くにゃん、と力が抜けた瞬しゆん間かん、ぐちゅちゅっ、と間宮さんのペニスが濡ぬれた音を立てて俺の後ろに強く埋め込まれた。そして内部で角度を変えた欲望が、さっきの、最奥のポイントに当たると、俺は気持ちよさの果てに昇しよう天てんしてしまいそうになる。


「好きだ…和明…こんなにも…」


　こんなにも誰かを好きになったのは、初めてだ。


　耳に蓋ふたをするように唇くちびるをぴったりと寄せて。それは掠かすれた低い声だったけれど、間宮さんの愛の言葉は俺の心の奥まで響ひびき渡わたった。


「俺も…っ、すきっ…すき、だ…あぁ、ん！」


　悲しくないのに。すごくすごく嬉うれしいのに、涙が零こぼれる。


「泣くな」


　泣かないでくれ、と間宮さんは懇こん願がんするように囁ささやくけれど、そうされればされるほど俺の目からは透とう明めいな液体がほろほろと流れてしまう。


「幸せ、なんだよ…」


　腕を上げて彼の首に絡からませると、上からキスが降りてくる。俺の後ろを突き上げる激しさとは対照的に、そのキスはゆったりと味わうほどに甘く、そしてたとえようもなく幸せな気持ちに包まれるものだった。


　まるで彼の作る、お菓か子しのように。
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「お天気でよかったわ──」


　パーティ会場は、雨天を想定に入れた、イングリッシュガーデン内に設しつらえた巨きよ大だいな白いテントの中だった。


　そこに集まった、結けつ婚こんパーティの参列者達はシャンパングラスを片手に、先程執とり行われた結婚式の素す晴ばらしさや、テント内の様子──真っ白いテーブルクロスに覆おおわれた長いテーブルの上には、バラ、ユリ、トルコギキョウなど、微び妙みように色合いの異なる白い色で構成されたアレンジメントで飾かざられ、その合間を縫ぬうようにハチミツ色のキャンドルが配置されている──の事などに話の花を咲さかせていた。


「それにしても、何て素す敵てきなケーキ！」


「本当にね！　私、さっきパティシエの方を見たわ。すごくハンサムで素敵なの！」


「私も結婚する時、彼にケーキを作ってもらいたいわ！　この間、雑誌で彼のお店が取り上げられていたわよ。ものすごく評判で──」


　話題の中で誰もが口にするのが、ウェディングケーキ。花はな婿むこと花はな嫁よめが座るテーブルの横に鎮ちん座ざしているそれについて、人々は感かん嘆たんの声を上げて眺ながめていた。


　花嫁の希望：『シンプルでありながら可愛かわいく、そして美味おいしいものを』の通り、三段重ねのクラシカルな外見に、貝の如ごとく絞しぼられたクリームが、重なった縁ふち全体をぐるりと取り囲んでいる。真っ白な淡あわ雪ゆきを思わせるそのケーキは、ケーキカットをすると中から色とりどりのベリー類がお目見えする予定だ。


「ああもう、どこ行ってたのよ！」


　今日は独立して初めて請うけ負った仕事という事もあって、プランナーである姉は朝から緊きん張ちようの連続みたいだった。


　今も、もうすぐパーティが始まるというのに花嫁の姿が見えない！　と半ばパニックになっている所へ、ライムツリーの回かい廊ろうを花嫁と二人のブライズメイド達が小走りで駆けて来るのが見えると、彼女は安あん堵どのため息をつく。


　長いベールやドレスの裾すそを持ちながら走ってくる花嫁は、その上下に揺ゆれるふわふわとした動きがまるでメレンゲのお菓子の様だ。


　テントをぐるりと囲む、イチイのトピアリー（刈かり込み整形樹）をバックに、姉は早く！　と彼女達に手で合図した。


　パーティの開始だ。





『結婚は、ワルツに喩たとえられます──』


　新しん郎ろう新婦が座る上座席に同席する新婦の父親が、スピーチを始めた。落ち着いた物もの腰ごしでスピーチをする彼の横には、妻である歩さんのお母さんが座っている。


　着席した参列者一人一人の席の前には、各自の名前をプリントしたリボンのフラッグが立てられ、その台座は一口サイズのチョコレートで出来ていた（ちなみに花嫁側はホワイトチョコ、花婿側はミルクチョコレート）。


　自分の母親に対して頑かたくなだった歩さんの心は、あの夏の日からゆっくりとだが確実に、季節が巡めぐるのに合わせて変化していった。


　酒本先生の願いに応こたえ、義妹いもうとの為ためにウェディングケーキを作ることを決めた彼は、ぎこちなくもパーティの打ち合わせを通して母親と、彼女の新しい家族と触ふれ合い、少しずつ過去を整理していった。


　今、スピーチをしている母の再婚相手である彼はもちろん、義理の妹の花嫁までが、歩さんに、パーティでは親族席に座ってくれるよう頼たのんだが、彼は仕事があるから、と丁重に断った。


　そしてパーティの開かれる今日、彼はアシスタントをした俺と二人、テントの外から会場の様子を眺めている。穏おだやかに、慈いつくしむような瞳ひとみで。


『──プロポーズというダンスを申し込み、受け入れられた瞬間からダンスは始まります。お互たがいの手を取り、ステップを踏ふむ…そうして軽かろやかに踊おどっていても、時にドレスの裾を踏みつけたり、足を踏んだりして、双そう方ほうの不注意からダンスが中断したりする事もあるかもしれません。…でも、信しん頼らいと愛という名の音楽が続く限り、相手の目を見つめて微ほほ笑えめば、すぐ元通りの、素敵なダンスを踊り続けられるでしょう』


　スピーチの総仕上げ、花嫁の父がテーブルの上にあるワイングラスを取り上げると、会場内の一同がそれに倣ならう。


『どうかいつまでも、幸せに』


　シン、と水を打ったように静かだった会場内が、叙じよ情じよう的なスピーチの終わりに告げられた、おめでとう、というお祝いの言葉に、乾かん杯ぱいの言葉を伴ともなった歓かん声せいと、グラスを合わせる音で満たされた。


──大成功だ！


　華はなやかなパーティの幕開けは、プランニングの成功を意味する。心の中でバンザイを叫さけんだ俺に、何があっても対応できるように、会場の後方に立っていた姉が俺を振ふり返り、満面の笑みを浮うかべてＶサインを出しているのが見えた。


「和明」


　俺の横でシェフコート姿も鮮あざやかな歩さんが、人差し指でチョイ、と合図する。手を握にぎった彼に付いて、そのままテントから少し離はなれたライムツリーの回廊まで行くと、歩さんが唐とう突とつに俺を抱きしめてきた。


「何だよ、急に？」


　驚おどろいて身じろげば、俺の耳に滑り込む、心ここ地ちいい低音の彼の声。


「俺とワルツ、踊ってくれないか？　この先、ずっと」


　ダンスの申し込みは、プロポーズ──先程のスピーチを記き憶おくしているだけに、俺は信じられない気持ちで一いつ杯ぱいだった。


「俺、下手へたくそだけど…いいのかよ？」


　人生のパートナーとして歩んでいくには頼たよりない俺。何度だって彼の足を踏ふんづけ、ダンスは中断しまくるかもしれない。


　そのうち彼は俺をダンスの相手にした事を後悔するかも…と想像して俺は、知らず知らずのうちに顔が俯うつむいてしまう。そんな俺を優やさしく諫いさめるように、彼の指が頰に伸びる。


「俺がリードし続けるから、お前はこうして俺の目だけを見てればいい」


　顔を上げた先に見えるのは、歩さんの顔。それはどんなお菓子よりも甘くて、美しい微笑みを湛たたえていた。俺の不安な気持ちなんて跡形もなく消え失うせてしまう程の。


「相変わらず傲ごう慢まんだな！」


　でも、好きだよ。


　俺は笑いながら歩さんの首に腕うでを絡め、彼の耳元に囁ささやく。抱だき締めた彼の肩かた越ごしに雲一つない青空が見えた。





　お互いを見つめ、微笑む限り、そこにはきっと愛がある。




誘ゆう惑わくのスウィート・レッスン





河合かわいゆりえ
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